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「ねえ陸(りく)。いま〝汁量保存の法則〟に関して研究しているところなんだけど」

　陸は本棚を整理する手を止めて、肩越しにチロリさんを見下ろした。

　小学生並に小さな彼女と話すときには、目線は常に下に向かう。

「え？　〝質量保存の法則〟ですか？　なんか物理でやったような……。でもそういうのだったら、僕じゃなくて朝(あさ)倉(くら)さん――店長に訊(き)いたほうがいいですよ。優等生ですから。どの科目も九十点以上で――」

「だめよ。綾(あや)乃(の)じゃ〝汁〟出さないでしょ？」

「はい？」

　本棚を整理する手が、完全に止まる。

　なんか話が微妙に食い違っている気がしてならない。なんかチロリさんは〝質量〟じゃなくて、〝汁量〟とか言っていたような……？

「あ。女の子もべつな意味で出すか。綾乃も出すのかな？　ねえどう思う陸？　綾乃ってあんな〝えっちはいけません！〟とかいうカオをして、やっぱりソロ活動してると思う？　ああミラクルなほうも充分に考えられるわよね。処女なのに乳汁出すとかいうこともあるか。よくあるわよね。エロマンガだと。処女で母乳出す娘とか」

「えーと。なんの話なんでしょう？　別な汁とか乳汁とかはおいておいて。本題のほうは、なんでしょう？」

「だから〝汁量保存の法則〟」

「それはいったいなんの法則なのでしょう」

「男の子って汁出すでしょ。毎日一回以上はだいたい出しているでしょ。普通そうよね。陸だってそうよね。それで一日に出す量の話なんだけど。溜(た)めに溜めぬいて、一回でドバって出すときと、三回くらい立て続けに出すときとで、〝汁量〟は保存されるって仮説をあたしは立てたわけ。でも鳥(とり)の巣(す)は三回出したほうが多くなるってゆうのよ。経験者だからって偉(えら)そうに。関(かん)羽(う)も〝氣(き)〟は減(げん)衰(すい)するものだから精液もまた同じだろうとかゆうわけ。だけど精子の数って同じじゃない？　一日に生産される精子の数は一定であり、三回に分けて出したからって増えたりしないわよね。だったら汁の量も保存されるんじゃないの？　ねえあたしいま多数決的にピンチなのよ。陸助けてよ」

　またひどく答えにくい質問を投げつけられた。

　どうしてこの人は、こういう質問を自分に投げつけてくるのだろう。

「そんなのセクハラに決まってるじゃない」

「心の声に返答しないでください。――てゆうか。セクハラだっていう自覚はあったんですねっ！」

「でもなんでこれがセクハラになるわけ？　セクハラなんだってことは、なんとなく最近わかってきたんだけど。なんでセクハラになるのかってことが、まだよくわかんないのよね」

「なんとなくですか！　しかも最近ですかっ!?　そして肝(かん)心(じん)のところは、やっぱりわかっていなかったんですね！」

　この《マーベラス》の住人――変(へん)態(たい)店員たちは、エロマンガ星からやってきて地球に住んでいる宇宙人たちである。彼らが吐く息の中には一般人には恥(ち)死(し)量(りよう)の〝エロマンガ毒〟が含有されている。

　彼らはただ生きて呼吸しているだけで、周囲に猛毒を振りまく毒々生物なのだ。

　口を開けば、それはすなわちナチュラルにエロトークとなる。

　陸はどちらかといえば〝一般人〟の側からこの店に足を踏み入れた。綾乃を守る〝エロマンガの騎士〟の志を持っていた。

　最近はずいぶんと慣れて、彼らの吐く吐(と)息(いき)で致命傷を受けるようなこともない。だが彼らと平然とエロトークを交(か)わすほどの域には入っていない。

　たぶん。なってはいけないと、そう思う。――人として。

　陸がしばらく黙りこんでいると、チロリさんも静かになっていた。

　形のいい顎(あご)先(さき)に片手をあてて、考えこんでいる。

　こうして口を開かないでいれば、ずいぶんな美少女なのに。

　実際チロリさんはかなりの美ロリだ。陸のレンジからは微妙に外側に出ているので、恋愛対象として見るようなことはないが、こんな痴(ち)女(じよ)みたいな服を着ないで、普通のＡラインのワンピースでも着て表を歩いていれば、十人の男性の半分以上は振り返るくらいではなかろうか……？

　服の肩口からは、細い鎖(さ)骨(こつ)が露(ろ)出(しゆつ)している。

　身長差があるので、どうしてもそこに目がいってしまう。

　なまめかしくて、女の子を感じて――ついつい、見とれてしまうのだ。

「ああそっか。実験してみればいいんだ」

　チロリさんは、ぽつりと口にした。

　陸は慌(あわ)ててそっぽを向いた。本棚の整理を再開させつつ、さりげなさを最大限装(よそお)いつつ――訊く。

「実験って……。なんかまた変なこと考えてませんか？」

　彼女がずっと考えていた内容が、いまの言葉のようなのだが。

「いいこと。陸。これは大事なことなのよ」

　彼女は直接は答えない。

　そのかわりに、ぴとりと――陸の背中に体を押しあててくる。

　○学校六年生相当の、未成熟かつ、女の子として充分以上にはやっこいカラダが、陸の背中にぴったりと隙(すき)間(ま)なく押しつけられる。

　陸は夏場の薄着に感謝した。――じゃなくて。夏場の薄着を心底呪(のろ)った。

「人にとって最も大事なことは、生きることと死ぬことと。どう生きて、そしてどう死ぬかってことなのよ。そこについては陸、貴方(あなた)も異論はないわよね」

　ええ。はい。

　そこまででしたら、なにも異論はありません。

「そして絶頂あるいはオーガズムあるいは〝イク〟ということには、その両者が含まれているの。生と死の境の極みにあるものが絶頂という瞬間なの。だからそれは尊いものなの。ほらほら。〝イク〟を〝逝(い)く〟って書いたりするでしょ。こんなふーに」

　――と、チロリさんの痴女の手が、陸のシャツの胸元をまさぐってきた。

　細い指先で〝イク〟と〝逝く〟と文字を書き連ねながら、男の乳首のあたりを、わざわざ引(ひ)っ掻(か)いてゆく。

「なになになに？　絶頂談義？　僕はそうだねえ。〝イグぅ〟って濁(にご)った声で逝くのがやっぱり風(ふ)情(ぜい)があっていいと思うんだけど。陸くんどう思う？」

　鳥の巣さんがとことことやってくる。

「ん。そうだな」

　足音も気配もなくいきなり出現してきたのは――こんどは関羽さん。

「絶頂の瞬間の〝氣〟の動きには見るべきものがある。なんの訓練も積んでいない人間が、めざましい〝氣〟の集約と発散を成し遂げる」

「馬(ば)鹿(か)いっちゃいけない」

　突然、鳥の巣さんが強い声で言った。

「なんの訓練も積んでいないって？　積んでるよ。ものすごく！」

　この人は、ふだんはニコニコと穏(おだ)やかな細目でいるが、たまに変なツボに入ったときには、こうして目を見開いて別人のようになることがある。

「一人一日最低三回くらいだよね。そうだよね。それを十二歳くらいから始めるよね。たいていそうだよね。だとすると――。ほら、一年三百六十五日として、陸くんの歳(とし)にだって、最低四千回は功(クン)夫(フー)を積んでるってことになるよ！」

　ずびし。

　電卓を叩(たた)いて弾(はじ)きだした計算結果を、関羽さんに突きつける。

　ちなみに、口にしているその内容は「健康な男子の平均的なオナニー回数」であった。

　あたりまえのような口調に騙(だま)されてはいけない。

　あちこち突っこむべきだろうが、最も突っこむべき最重要箇所は、一日三回っていうその回数であろう。それはまったく多すぎる。超人級だ。よくわからないが、一週間に日数と同じだけの回数というのが、ごくごく平均的なのではなかろうか？

　陸自身の個人的な回数に関しては、もちろんノーコメントだ。

「陸もう十六歳になったっけ？」

「あ。このあいだなりました」

「言ってくれればお祝いしてあげたのにー」

「なんか遠慮したほうがいいと僕のゴーストが囁(ささや)きまして」

　乳首をいじられながら陸は答えた。そして乳首をいじり倒しながらチロリさんは答えてくる。

「うむ。反復練習こそ〝武〟の基本なり」

　同意を得たり。

　エロマンガ界の巨匠と、武の世界の巨匠とは、なにやら同意に到達したらしい。

　関羽さんは武の世界に生きる武人(もののふ)だが、武の本質とエロの本質を混同しちゃっている困った人でもある。

「古人曰(いわ)く――〝千日の稽(けい)古(こ)を鍛(たん)とし、万日の稽古を錬(れん)とす〟。つまり〝鍛錬〟とは、万日の反復練習をもって成るのだという考えだ。わかるか。少年？」

「いいえまったくわかりません」

「つまり少年は、〝鍛〟の域には達しているということだ。〝錬〟が成るのも近い。励(はげ)めよ」

「ですからなんだってそこで僕がモデルに使われるのでしょうか。肖(しよう)像(ぞう)権(けん)の侵害を主張してもよろしいでしょうか」

　あいかわらず男の乳首をいじり倒(たお)されながら、陸は言った。

　ちなみにここでヤオイちゃんも来ていたら豪華フルキャストだ。《マーベラス四天王》がそろい踏みだ。

　心配せずとも、もう一名は、今日は増えない。

　彼女は大学が忙しくて、最近は夜の八時を回らないとシフトに入れない。なにやら演奏会が近いとか。教授につきっきりでレッスンを受けている。ピアノでも弾(ひ)いていそう、とか前々から思っていたけど、本当に弾いてたよ！

「なんの話ですかー？」

　綾乃のことを忘れていた。

　とことこと最後にやってきたのは――我らが《マーベラス》の〝はなぢ店長〟であった。

「いまねー。鍛錬の話かなー？」

「鍛錬？」

　綾乃がぴくっと反応を返した。真(ま)面(じ)目(め)っ子(こ)の綾乃は、努力とか練習とか、その手の言葉にひどく弱い。

「たしかに綾乃の好きそうな話題ね。――陸の鍛錬が、かなりの域に到達しているって、そういう話よ。関羽のお墨(すみ)付(つ)きもいま出たわ」

「ん。筆と墨とはどこかにあったかな？　なんなら〝お墨付き〟をしたためてもいい」

「なんですか？　書道……とかの話ですか？　それともペン習字？　紫(し)東(とう)君って何級なんでしょう？」

　今日は「紫東君」のほうだ。ちょっとガッカリすると同時に安心もする。

　皆のいる前では、だいたいほとんど「紫東君」となる。

　綾乃との仲は、最近すこし近づいた。二人きりのときには「陸君」と呼んでくれることもあるのだが……。

「それともまさか段とかですか？　だとしたら紫東君、すごい、すごいです」

　綾乃は平和にのんびりと世間話でもするように話している。

　まったくの無警戒。

〝学習〟という二文字は、我らが〝はなぢ店長〟の辞書には載(の)っていないようだ。

「だめだめ。だめですよ。言っちゃだめです。――当ててみせます。ああわかった。わかりました。習字じゃなくて――じつはソロバンの段でしょう？」

　朝倉綾乃はクイズも大好きだ。あと関係ないが、陸はソロバンの段持ちの達人にされてしまっている。

「じゃあ綾乃。ヒントその一よ」

　チロリさんが、ぺろりと唇(くちびる)を妖(あや)しく舐(な)め上(あ)げて、綾乃に言う。

「男のコが毎日最低三回はスルことっていったら、な～んだっ？」

「ごはん」

「ぶっぶー。……まあたしかにご飯も三回食べるけどね」

「じゃあ店長。次は僕からー。ヒントその二ー」

　今度は鳥の巣さんが、ニコニコ細目で綾乃に言う。

「同時にティッシュペーパーを消費するコトっていったら、なんでしょー？」

「……ごはん？」

「ぶっぶー。……まあたしかに食後に口を拭くのにティッシュは使うけどねー」

「む？　次は私の番になるのか？　……では、店長。ヒントその三だ。溜めて溜めて溜め抜いて、そこから一気に解放させることで、たいそうな快感を得られるそうだが……それはなんだ？」

「ごはん……と、食欲じゃ……っ。あのっ？　ないんです……よね？」

「うむ」

　綾乃はだんだんとわかってきたようだ。顔色におびえの色が広がる。

　いつもの光景。いつもの《マーベラス》の日常。

「三……」

　誰(だれ)かが、そんな言葉をぽつりとつぶやいた。カウントダウン、スタート。

「男の子が……、さ、さん……三回って……、そ、そんなほんとに……？　いやでもだけど陸君なら、ありうる……？」

「よかったわね陸。綾乃に認められたわよ」

「二……」

　また誰かが、数をつぶやく。

「綾乃。貴女(あなた)は大事なことを忘れているわよ。ごはんにはおかずが必要なように、男のコのアレにも、当然、オカズが必要なのよ。――さて。陸のオカズっていえば、なんでしょうー？」

「ですから僕をモデルに使うのは本当にやめてくれませんか」

「え？　え？　えっ？　えっちな……、まんが……とかっ？」

「三回のうちの一回くらいは、二次元じゃなくてナマモノで処理してるんじゃないかしら？　ねえ陸」

「ですからほんと勘(かん)弁(べん)してください」

　皆の視線が綾乃に集まる。

　綾乃は真(ま)っ赤(か)な顔になって、関節が白くなるほど握りしめた手を両腰の脇で、ふるふると震わせて――。

「一……っ！」

　数が叫(さけ)ばれる。誰が言っているのかと思ったら、皆で口にしていた。なんと信じられないことに、陸自身も口にしていた。

　ですからね。店長。そんなに血圧あげちゃうと――。

「――ゼロっ！」

　ぷしっ。

　赤い霧がしぶいた。

　エプロンにぽたぽたと血(けつ)痕(こん)が生まれる。

〝はなぢ店長〟は今日も健在だった。
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「ねえ綾(あや)乃(の)ってさ。――処女？」

　いつものバイト。いつもの《マーベラス》の店内。

　エロマンガ星・北の塔に在住のチロリさん（一万と十二歳）の爆弾発言が、我らがはなぢ店(てん)長(ちよ)、朝(あさ)倉(くら)綾乃に襲いかかった。

「なっ、なっ、なっ――なんですかっ。いきなりっ」

　綾乃は顔を真っ赤にさせて慌てていた。早くもＭＰはごっそりと半分ぐらい持っていかれている。

　エロマンガ星の生物が吐き出す息のなかには、常人であれば恥(ち)死(し)量(りよう)に相当するほどの毒物が含まれている。

「ちょ――チロリさん。なに訊(き)いてるんですか」

　陸(りく)は二人の間に割って入った。もともとこの店で陸がバイトしているのは、クラスメートの真(ま)面(じ)目(め)少女を、変(へん)態(たい)店員たちから守るため――とか、胸を張って言えてしまえばカッコいいのだろうけど。実際のところはせいぜい〝クッション役〟を務めるくらい。

「そういうの。僕だけにしておいてくださいよ。頼みますよ。店長にはしないであげてくださいよ」

　陸は両腕を広げて綾乃を後ろにかばった。二人の間に立(た)ち塞(ふさ)がって〝クッション役〟を果たした。

「なにが？」

　腰に手首をあてて、チロリさんは首を傾(かし)げる。ツインテールの左右が同じ角度で傾く。

「なにが――じゃなくって！　だから朝倉さんが――ゴニョゴニョゴニョ――かどうかっていう質問です」

「それのなにがいけないの？」

　チロリさんは本当にわからない、という顔で訊いてくる。

　本当にわからないのだろう。

「てゆうか陸。貴方(あなた)いまセルフ放送禁止用語にしてなかった？　なんで普通に言わないの？　綾乃が〝処女〟かどうかって――」

「わーわーわーっ！」

「いやーいやーいやーっ！」

　陸と綾乃は声を揃(そろ)えて毒音声をかき消した。

　まったく。

　だからエロマンガ星の住人というのは。

　食事中にも「そういや最近〝ザー食〟もので、いいのみないよねー」とか、ごく普通に自然体で天気の話とかで「最近雨降ってないよねえ」くらいのニュアンスでやってしまう。人がトロロぶっかけ丼を食べているその脇で。

　ちなみに「ザー食」なるものをご存じない健全かつ賢(けん)明(めい)なる読者諸氏のために説明をすると、「ザー食」というジャンルとは、女性が〝ザーメン〟を美(お)味(い)しそうに食するというジャンルである。その定義を拡大するなら、食するのはなにも女性に限ったことではなく、ショタモノにおいて男性が男児のザー食を行うなどといったものも含まれるし、普通の女性に対して隠して騙(だま)してこっそりザーメンを食させて悦(えつ)に入(い)るという隠しザー食なども含まれるわけだが、すべてを網羅していては、本の一冊になってしまうので、ここではごく一般的にノーマルに、本人が自覚と同意のうえで〝喜んで〟食するものだけを取り扱うこととする。なお興味のある御(ご)仁(じん)は、「民(みん)明(めい)書(しよ)房(ぼう)刊。『ザー食の発展と歴史』／鳥(とり)の巣(す)著」あたりに詳しいのでそちらを参照のこと。

「――それでどうなのよ。綾乃？　貴女(あなた)処女なの？　ちがうの？」

「やっぱりそこに戻ってくるんですね……」

　綾乃はこめかみを押さえると、ため息をついた。

「あれもしかして〝処女〟ってコトバの意味知らなかった？　つまり〝セックス〟したことがあるかって訊いて――」

「わーわーわーっ！」

　綾乃は顔中を口にして遮った。

　陸はちょっとドキドキしながら聞いていた。

「もうっ……！　なんでそんなこと知りたいんですか！」

「それは人生と真理にとって必要なことだからよ」

　チロリさんの答えは答えになってない。この人たちはいつも大まじめで、生きることとエロいこととを同列で考える。

「わかりました……。もうっ……。しかたないですね……」

　と、そこで綾乃は、ちらりちらりと陸に目を向けてくる。

「あの、じゃあ……、チロリさんにだけ……、こっそり教えますから……、耳を……」

　チロリさんの耳元に顔を寄せて、綾乃はこしょこしょと耳打ちしている。

「そっか。やっぱり綾乃も〝処女〟だったわね」

「わー！　わー！　わーっ！」

　綾乃の努力はまったくの無(む)駄(だ)に終わった。

　この人にはたぶん、綾乃が〝処女〟であるかどうかを陸に知られると困る理由が、永遠に理解できない。一生できない。絶対百パーセント無理なのだろう。

「なんだ。つまんない。うちって。処女ばっか」

　頭の後ろで手を組んで、帰っていこうとしたチロリさんが、ぽつりと洩(も)らしたその一言に――陸は耳を巨大に変化させて、超反応した。

「なんですと？」

「ん？　どしたの陸」

「あいべっくゆあぱーどん？」

「だからなんでそこ英語？」

「もういちど言ってくださいよ。誰(だれ)がなんですって？」

「だから綾乃が処女――」

「わー！　わー！　わーっ！　わあぁーん！」

「なに綾乃ってば、鳴いてるの？」

「そこじゃなくて！　その後ですよ！」

「陸ってば、なに怒ってるの？」

「そこ大事なところなんですから！」

「ええと……、その次って……？　ああ。〝うちはみんな処女〟」

「それです！」

　陸は、ずびし、と、チロリさんを指差した。

「それがどうしたの？　いま綾乃がそうだってわかったし。あたしも関(かん)羽(う)もヤオイも、あとイインチョーだってみんな――」

「委員長はうちの社員でもバイトでもなんでもなくて単なる朝倉さんの友人ですが。もちろん未経験者に決まってますが。――関羽さんとヤオイちゃんは、まあともかくとして、なんでチロリさんが――!?　そんなはずないでしょう。ありえませんよ」

「だからなにが？」

　エロマンガ星の住人とは、なんでこんなに話が通じないのだろう。

「僕の指先がいま向いている人が、〝ほにゃらら〟であるという件です」

　陸は指先をまっすぐチロリさんに突きつけていた。

「へ？　あたし？　――だからあたし処女よ？」

　しれっとばかりに、チロリさんは言う。

　はっきりとそう告げられて、陸の頭の中は真っ白になっていた。

　チロリさんの言葉と現実とが、染(し)みこんでこない。

「なにやだ陸ってば。あたしが非処女だとか思っていたわけ？」

　腰に手をあて、この店《マーベラス》一番の痴(ち)女(じよ)は、コロコロと無邪気に笑った。

「この小さなカラダでセックスしまくって、ああんお兄ちゃんのおっきいのすごおおぃ、おヘソの裏側まで届いてるぅ、とかいつも口走っているとかぁ？　――アハハッ」

　無邪気なままで、毒息を吐く。

「いや。だって」

　陸は、ぱくぱくと口を開け閉めしていた。

　だって。ねえ？

「だいたいこの歳(とし)で経験者だったら、ちょっと早すぎるとか思わない？」

「あなたは前に自分は一万と十二歳だと言いました」

「まあ歳の話はおいておいて。あたし。――〝処女〟だからっ！」

　そう言ってチロリさんは、自分の下腹部を、ぱーんと叩(たた)いた。

　陸はうつむいて口を閉ざすことしかできなかった。

　もうやめてあげて！　僕のＭＰはゼロですよ！

「うちって処女ばっか。関羽だってヤオイだってそうだし。ほらほら――いいところに来た。――ねえねえ関羽！　貴女って処女よね？」

　ブレザーの制服を着た黒髪ロングの女子高生（？）をチロリさんが呼び止める。

「む？」

　長い髪の先端で綺(き)麗(れい)な弧を描いて、彼女は振り返る。

　関羽さんは学校（？）が遠いらしくて、シフトは陸や綾乃たちご近所組より、やや遅くなる。

　その制服はどう見ても高校生のものなのだが、しかし、陸は信じない。あんなナイスバディの高校生がいるはずない。

「ああ。処女だが」

　一言のもとに肯(こう)定(てい)。

　照れも隠しもせずに断定するという〝漢(おとこ)っぷり〟を発揮して、彼女はバックヤードに姿を消した。

　バックヤードの更衣室で、これから彼女は真剣勝負のための〝戦闘服〟に着替えるのだった。ブレザーを脱いでセーラー服へと――。

　なんなんだか。よくわからない。

　まったくぜんぜんこれっぽっちもわからない。

　なんでわざわざ制服から制服に着替えているのやら。

「すいませーん。遅くなりましたー！　レッスン長引いちゃいましてー！」

　とたとたとたと、女の子走りでフロアを抜けてゆくのは――ヤオイちゃん。

「ああ。貴女もちょうどよかった。ヤオイ、貴女も処――って、落ちてる落ちてる！　落としてる！」

　彼女のカバンからばさばさと落下したのは、使いこんだ感のある紙の束。

　五本の線の上に音符がいくつも書かれている――〝譜(ふ)面(めん)〟というやつだ。

　彼女が音大に通うお嬢(じよう)様(さま)だという話は――陸は最近すこし、信じるようになってきていた。

　しゃがみこんだチロリさんは、ヤオイちゃんの譜面を拾い集めてあげながら、例の質問を投げかけた。

「ところでヤオイ。貴女って処女？」

「ええはい？　そうですけど？」

　頭の上にベレー帽をのせ直して、ヤオイちゃんは優雅に答える。

　こんなお嬢様然としていても《マーベラス》の暗黒面――じゃなくて、〝腐(ふ)〟の方面を一手に取り仕切る剛(ごう)の者。その返答には微(み)塵(じん)も躊(ちゆう)躇(ちよ)がない。

「わたしー。求人募集の貼り紙をみてここにきたんですよぅー。ほら〝未経験者優遇〟って書いてありましたしー。ここ未経験者でもＯＫな職場でよかったですー」

　それは意味がだいぶ違うと思う。

「僕も処女だよー」

　デカい頭で通路の狭(せま)い空間を無駄に使いながら、鳥(とり)の巣(す)さんがトコトコと歩いてきた。

「だまれオッサン。聞いてねえ」

「うわぁ陸くんがヤクザ化したぁ」

　くねくねと体をくねらせる鳥の巣さんに、陸はヤクザキックをかましてやりたい衝動に駆られたが、なんとか堪(こら)えた。

「あとねー。あとねー。おヒゲの店長もねー。もちろーん〝処女〟さーっ」

　四十過ぎのオッサンが童(どう)貞(てい)かどうかなんて、まさしくどうでもいい。

　とか思ったときには、足が出ていた。

「うわっ！　陸くんが蹴(け)ったー！　蹴ってきたー！」

「じゃああと最後は一人だけね」

　チロリさんが腰に手をあてて訊いてくる。

　なぜか陸に対して、顔と目を正面に向けている。

　陸は自分で自分のことを指差してみた。

　チロリさんは、こくんと細い首を折って答えてきた。

「……すいません。したことありません」

「べつに謝らなくてもいいけど」

　しょんぼりうなだれる陸に、チロリさんは言った。

「でもこれではっきりしたわね。うちはめでたく全員〝処女〟っていうことで――」

　ぼたたっ――と、水音が響いた。

「あ……、ひゅういはへん……、はなひふぁっ……」

「あっ。処女の血だーっ！」

　今日も〝はなぢ店長〟は健在だった。
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「ねえ陸(りく)。貴方(あなた)ってベッドヤクザよね」

「なんですかベッドヤクザって？」

　いつものバイト。いつもの《マーベラス》の店内。

　サラリーマンの方々の団体がやってきて、団体でお帰りになられていったあと、ちょっとした波の合間にチロリさんがそう話しかけてきた。

「あら知らないの？　ベッドヤクザっていうのはね――」

　ツインテールの片側を指ですくって払いのけ、チロリさんは説明をはじめた。

「ふだんは陸みたいにおとなしいくせに、ベッドの中だけでヤクザ化する陸みたいなオトコノコのことよ」

「なんで僕がヤクザなんですか。おとなしいってところには同意ですけど」

「あらいつも鳥(とり)の巣(す)にヤクザキックかましているじゃない」

「そのヤクザとこのヤクザはおなじヤクザでもたぶん違う意味のヤクザですよね」

「そ。ベッドの中で〝ヤクザ〟なわけ。――この意味が貴方にはわかって？」

「わかりませんしわからないほうがよいような気もしますし」

「じゃ陸はベッドヤクザってことで」

「そうやってすでに確定しちゃってる事項なのでしたら、わざわざ僕に確認取る必要はないんじゃないかって気がしますけど」

「陸(り)っきゅんって、ベッドヤクザさんなんですか？」

　チロリさんと言葉の応(おう)酬(しゆう)を交(か)わしていたら、店のみんなに捕まってしまった。

　先頭に立って来たのは、今日はめずらしくヤオイちゃんだ。

　本日の〝スーパーオモチャタイム〟の始まりのようである。

「ヤオイちゃんは、ベッドヤクザってなんだか知ってるんですか？」

　陸は言った。まだ誰(だれ)にも〝ベッドヤクザ〟をきちんと説明してもらっていない。

「もちろんですよー。ＢＬじゃ基本ですようっ♪　基、本、っ♪」

　ヤオイちゃんは人差し指を、四分音符四つのリズムで、メトロノームのように振った。

「ああ……っ。はぁっ……。ふだんの好青年ぶりから打ってかわって、別人みたいにヤクザさんになっちゃった陸っきゅんが、オラオラオラとのしかかっていって――!?　あああっ!?　大変っ大変っ、もお大変ですよぅ!?」

　目をグルグルさせてヤオイちゃんは妄(もう)想(そう)の世界にトリップをはじめた。

　これさえなければ美少女なんだけど。物腰の柔らかい理想的なお嬢(じよう)様(さま)なんだけど。

「――おヒゲの店長ピンチぃィ!?」

「相手はおヒゲの店長ですかそうですか」

「――そしておヒゲの店長はァッ!?　抵抗もむなしく、されるがままになっちゃうのれす!?　その涙はやがて乾いて、かわりに喉を抜けてくるのは、野太くも切ない、喘(あえ)ぎ声(ごえ)ばかりとなってえェェェっ!?」

　もお勘(かん)弁(べん)してください。

「そっかー。やっぱり陸くんには素質あると思ったんだー」

「――オラぁ!?　誰が一番なのか！　いってみろお！　オラオラぁ!?」

　ヤオイちゃんが突(とつ)如(じよ)、野太い怒(ど)声(せい)を張りあげる。

「――陸っきゅん……、陸っきゅんが一番だよう……、だから……、だからッ――だから奥にッ!?　いちばん奥に熱いの欲しいよう!?」

　自分の肩を抱きしめて、ヤオイちゃんは浸りきっている。攻め受け共に自演で忙しい。

　妄想が行き着くところまで行かないと、彼女は、もう戻ってこない。

「ところでヤオイちゃんのストーリーでは、おヒゲの店長にはもう一人恋人っぽい男性がいそうなカンジなんですけど」

「ああ。それって僕じゃないかなー。たぶんね」

「そうですか。鳥の巣さんも大変ですね」

「なんか僕おヒゲの店長とのカップリングだと。マグロでいいみたいだから楽みたいだよ。あとハンド・ラベラーに攻められるときもマグロでいいみたい」

「へえ。シールいっぱい貼ってもらえるんですね。いろんなとこに」

「うん。あそことかこことかに」

　ハンド・ラベラーというのは、値段の打たれた小さなシールを、ぺたぺた連発式で貼り付ける機械のことだ。《マーベラス》では新刊本だけでなく、中古本も扱うので、値段を付け替える必要も出てくる。

「――ああおヒゲの店長っ、おヒゲの店長っ――俺(おれ)っ、俺っ、俺っ、イグゥ!?」

　ヤオイちゃんの妄想の中で陸がフィニッシュを決めたらしい。

　膝(ひざ)をがくがくっと震わせてから、ヤオイちゃんはぺたりと床にへたりこんでしまった。

「大丈夫？」

　酸欠で息を荒くさせている彼女に、そう訊(き)いた。

「あっ。やだ。……わたしってば。失礼しちゃいましたぁ」

「いえおかまいなく」

　赤く染めた頰(ほお)に手をあてて、ヤオイちゃんは恥じらっている。

　――ホントーに、これさえなければ、いいお嬢さんなんだけど。美人だし。

「ちょっとヤオイ。そこ大事なところよ？　出したのは膣(な)内(か)なの？　それとも外っ？」

　ぎらりと、眼光鋭く、チロリさんが訊く。

「はいもちろん腸(な)内(か)ですよぅ！」

　ぎらりと、こちらも目を爛(らん)々(らん)と輝かせて、ヤオイちゃんが答える。

「そうよね。ベッドヤクザである陸は、容(よう)赦(しや)なく膣内射精よね」

「はいっ！　腸内射精ですっ！」

　チロリさんとヤオイちゃんとは、がっしりと腕を組みあわせた。

　話はぜんぜん嚙(か)み合(あ)っていなかったが、しかし完(かん)璧(ぺき)に嚙み合っていた。

「――だそうよ。関(かん)羽(う)。陸は貴女(あなた)のなかに容赦なく中出しをキメたみたいね」

「ちょ――なんでそこで関羽さんに飛び火するんですか！」

　皆が皆、勝手に脳内妄想劇場に、陸を無断出演させている。チロリさんのほうの脳内進行ストーリーでは、ベッドヤクザ陸のお相手は、関羽さんになっているようである。

「む。少年は私の中で果てるのか」

「いえあのそのっ……」

　関羽さんは瞬(まばた)きをせず、まっすぐ人の目を覗(のぞ)きこんでくる女(ひ)性(と)――。

　武人らしいその実直さに、陸は、たじたじとなってしまった。

「だ、だからっ――チロリさんってば！　なんでそこで関羽さんなんですか！」

「え？　やだっ。な。なに。なんなのっ？　あ。あたし登場？　あたしに出す？」

「べつにそんなこたぁ一言だって言ってやしないですけど！」

「り。陸あんた。ロリ系って専門外じゃなかったっけ？　ロリ物も妹物も、ほとんど持ち帰っていないじゃない。ぜんぜん使ってないクセに」

　ツインテールの片側を抱(かか)えこんで、しきりに髪の毛を撫(な)でつけている。

「チロリさんが妹系だったなんて初耳ですね。姉系だとばかり思っていました」

「そ。そんないきなりなに言ってんの。あたしのなかにドギュッと中出し撃ちこみたいだなんて……。き。気持ちの準備ってものが。ばかっ。逝(い)っちゃえっ」

「聞けよ！　この痴女！」

「きゃあ！　陸がヤクザ化したぁ♡　こわーい♡　かんうー♡」

　チロリさんは関羽さんのおっぱいに隠れに行った。

　どこまでが素でどこまでが演技なのか、陸には、まったく読み取れない。女の人の本音と建て前は、たぶん自分には一生読めないと思う。

「あら関羽。貴女とあたしと二発だけじゃ、まだ陸のビーストモードは解除されないそうよ。まさに野獣ね」

「絶倫だな。英雄色を好む。〝氣(き)〟の器の大きな英(えい)傑(けつ)は得てして好色であると聞く」

「次は誰のカラダを蹂(じゆう)躙(りん)したいの？　綾(あや)乃(の)？　それともヤオイ？　さあどっちを犯す？」

「だからなんでそこ強制二択なんですか」

「ヤオイ。あんた希望だってさ」

「僕いつ選択しましたっけ」

「ええっ？　わたしと陸っきゅんのカップリングですかぁ？　それは不健全ですよう。アブノーマルです。いけませんってば」

　なにがノーマルなのか、なにがアブノーマルなのか、もはやぜんぜんわからない。

「じゃあ綾乃ね。決まりね」

「ちょ。ちょ。ちょちょ――っ！　店長巻きこむのはやめてくださいやめましょうよ」

「だって綾乃〝日課〟がまだだし――」

「はぁい。なんですかー？」

　片方のレジの締め計算をやっていた綾乃が、とことことやってきてしまった。

「綾乃。陸が。貴女に精液ドギュッと撃ち込みたいんだって」

「はい？」

　綾乃は笑顔のまま首を傾(かし)げる。

「わかんない？　だからね。陸が貴女の脚を抱えこんで、窮(きゆう)屈(くつ)な格(かつ)好(こう)で折りたたんで屈曲させるわけ。そしてその反(そ)り返(かえ)った剛直で深々と貫いて、突いて突いて貫き通すの。もう布(ふ)団(とん)に縫(ぬ)い付(つ)けるかっていうような腰使いよ。そうして陸は好きに動いて、身動きもできないようにした貴女を欲望のままに犯しまくるの。貴女は陸の逞(たくま)しい男根で一番奥にある女の器官を小突き回されながら、耳(じ)朶(だ)を嘗(な)め回(まわ)されながら、陸の声を耳元で聞くわけ。〝誰が一番なのか言ってみろお！〟――って。そしてうわごとのように『陸くん。陸君が一番ですぅ♡』と、熱に浮かされた声でもって、何度も何度も繰り返すわ。おねだりの果てに、貴女はようやく貰(もら)うことができるの。熱い熱い陸の男汁を。膣奥に。どっプワァーって。そして貴女はわけもわからず真っ白になって、足の指を内側に折り曲げて、全身をピーンって引(ひ)き攣(つ)らせるの。貴女の女のその部分で、体内にある愛(いと)しいカレのモノをギリっとばかりに喰(く)い締めて、歓喜に染まりながら――さあ！　お逝きなさい！　綾乃っ！」

「あいっ。」

　綾乃はなんか変な声を上げた。ぷしっと、はなぢを噴いて――そしてそのまま、目を開いたまま、その体は、すーっと後方に倒れていった。

「わわわっ！　店長！　店長っ！　朝(あさ)倉(くら)さんっ！　朝倉さん！　綾乃っ！」

　陸は慌てて綾乃の体を抱きとめた。

　出血を通りこして、気絶していた。いやはなぢも噴いたけど。

「あら刺激が強すぎちゃった？　これでもだいぶ描(びよう)写(しや)は穏(おん)便(びん)にしてあげたんだけど」

「どんだけですかっ！」

　このエロマンガ専門店《マーベラス》において――。

　朝倉綾乃が、はなぢを流さなかった日は――ほとんどない。
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「ここがっ――！　私たちの泊まる宿ですっ！」

　宿の前で綾(あや)乃(の)はくるくると回ったかと思うと、しゅぱっと止まって、ずびっと両腕を大きく広げた。朝からハイテンションな綾乃であった。どっちかっていうと「ハイ」っていうよりも「廃」っていうほう。

　今日は《マーベラス》の社員旅行の日。日頃の勤労と勤務を慰(い)安(あん)して、みんなで一泊二日の旅行の日。年中無休の《マーベラス》であるが、この二日間だけは、特別にお休みとなっている。

　皆で旅行が、そんなに楽しみだったのか――綾乃は朝からはしゃぎ通しだった。

　たぶんきっと脳内に変な汁が出てしまっている。突然、ばったりと電池が切れて倒れちゃったりしないか、陸(りく)は心配だった。

「味のある面(つら)構(がま)えねー」

「なんだか写真と違わなくないですかー？」

　揃(そろ)って麦わら帽子のチロリさんとヤオイちゃんが、宿の前に立って、それぞれコメントを入れている。

　古びた旅館である。場末というか。うらぶれているというか。

　ヤオイちゃんの言うとおり、インターネットで見たときには、いい感じの宿に見えたのだが――。実際に見ると、実物は「あれえ？」ってな感じであった。しかし「《マーベラス》ご一行様」とか書かれた札が宿の前に立てかけてあるので、間違いはない。

　朝早くに店の前集合で出発して、電車を乗り継いで到着した先は、首都圏のすぐ近くにある観光地だった。太平洋に面した伊(い)豆(ず)半島の根元にある、とある温泉街。熱(あた)海(み)という海沿いの街。温泉と海水浴とが、両方楽しめてしまうという宿泊コースである。

「こーゆーの。あれと一緒だよねー。ほらほら〝お見合い写真〟とかっ」

　鳥(とり)の巣(す)さんがニコニコ楽しそうに古ぼけた宿を見上げながら言う。

「そうね。決めアングルから撮ってみたり、修正入れてみたり、最近は写真ってあれなんでしょ？　まるで別人にだってできちゃえるんでしょ？」

「でもでもっ！　でもだけどっ！　宿はたしかにボロいかもしんないですけどっ！」

　綾乃が腕をあたふたと振り回して、反論を試みる。

「でもだけどっ！　夕食だけは張りこんだんです！　舟盛りっ！　舟盛りですから舟盛りっ！　期待していてください舟盛りにっ！」

「店長店長っ。ボロいとかそんな大声で言っちゃったら宿の人に聞こえますって」

　なぜか〝舟盛り〟のところを連呼する綾乃に、陸は顔を寄せてそう言った。声大きすぎる。テンション高すぎる。宿の人に聞こえたら傷ついちゃう。

「あらあたしは、味があっていいわよねー、って、そう言ったわよ？」

「わたしもですよぅ。インターネットの写真と違いますけど、ずっと素敵ですー」

　チロリさんはたぶん本気で思っている。ヤオイちゃんはさくっとリカバリーしてきた。

「そうね。陸だけよね。〝ボロい〟だなんて失礼なこと言ってるの」

「あっれえ？」

　と。陸が首を四十五度近くまで傾(かし)げていると――。

「持たなくていいって持たなくていいって！　ばかっ！　返しなさいって！　ばか！　ばかっ！　ばかあっ！」

　――委員長の声が坂の下からのぼってきた。

　熱海という街は坂だらけの街だ。

　坂の下から皆に遅れてゆっくり歩いてきたのは、〝バカオ〟こと芳(は)賀(が)王(おう)子(じ)と、〝委員長〟こと新(しん)明(めい)路(じ)鳴(なる)海(み)である。

　委員長の荷物を肩に担(かつ)いで、前を歩くバカオの背中を――委員長は、ぽかぽかと叩(たた)いて「返せ」と「ばか」を連呼している。女性であれば誰(だれ)にでも優しいバカオのこと。もちろんケンカ相手の委員長にだって優しい。

　二人はそれぞれ陸と綾乃の親友ということもあるが、《マーベラス》と縁(ゆかり)の深い人ということで誘ってみたのだ。

　バカオのほうは「行くぞ」と二つ返事。関(かん)羽(う)さんとかヤオイちゃんとか、あと年齢レンジ外かもしれないけどチロリさんとか。美女と美人と美少女に囲まれて、エロバカ一代男が断るはずもない。委員長のほうは、「べ、べつに私は行きたいわけじゃないんだけど、ほ、ほらっ、バカオが泣いて頼んできたりするから、しかたなくなんだからねっ！」とかややこしいコメントを返してきたが、まあつまり翻(ほん)訳(やく)するとＯＫってこと。

　でもバカオはべつに委員長に来てくれとか頼んでいないし、ましてや泣いてもいない気がするんだけど……。

「東(とう)京(きよう)からのお客さんですかー？　まあ。はるばると。よくいらっしゃいましたー」

　品のいいおばあさんが出てきた。和服姿で迎えてくれる。べつにぜんぜん「はるばる」でもないし日帰りも可能な圏内だけど。まあ宿の挨(あい)拶(さつ)とはそういうものなのだろう。

　皆でぞろぞろと旅館の玄関に入ってゆくと、こんどは「にゃあ」とニャンコが営業モードで迎えてくれた。背中にちょろっとハゲがあって、だいぶ痩(や)せてる、こっちも相当のおばあちゃん猫。

　このお宿の〝営業部長〟もしくは〝営業課長〟のニャンコは、かわいー、と、女の子たちからひと撫(な)でされると、仕事は済んだとばかりにソファーの上の定位置に戻った。歩くのも億(おつ)劫(くう)そうだ。

「お部屋は五階になります」

「うっわ五階までエレベーターなしっ。――関羽ーっ♡　おんぶー♡」

　チロリさんが甘えんぼさんモードになって、関羽さんの首っ玉にしがみついた。
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　案内された部屋は二間続きの和室であった。

「ねえあれって、なんの染(し)みだと思う？」

　仲居さんというのだろうか。宿の人が出ていってからすぐに、チロリさんが天井を指差した。なんか天井の板に丸い染みがついている。

「あの染みって、誰かが仰(あお)向(む)けになって、ぴゅっと飛ばしたのかな？」

「そんなわけないじゃないですか」

「ウソだね。無理だね。不可能だね。ありえないね」

　なんでか鳥の巣さんが昏(くら)い目をして、ぶつぶつと反論している。

　これでは鳥の巣さんと同意しちゃっていることになるんだけど……。なんか嫌だ。

「飛ばす……って、なにをです？」

「ああ店長。深く考えないほうがいいです。はなぢ出しちゃいますよ」

「えっ？　……えっちなことだったの？　ひょっとして？」

「いちばん量が多いのってあたし十六歳だと思うんだけど。陸。スイートスポットよね。上向いて、どしゅってやったらあそこ、ほら天井まで届くんじゃないかしら。そういう話ってよく聞かない？　飛ばしっこやって天井まで届いたとか届かないとか。都市伝説かもしれないけど。ちょっと陸いまそこで横になって試してみてよ。一分で可能よね陸だったら」

「いきなり変な話をしないでくださいよ。ここ店じゃなくて外なんですから」

「あらなんの話なのかわかったの陸。えらいわ。成長したわね」

「さっきからなんの話なんですか？」

「ですから店長は気にしなくていいんです」

「へー。紫(し)東(とう)君って〝店長〟って呼んでいるんだ。綾乃のこと。なんか変」

　委員長にそんなことを言われた。

　バカオもちょっと驚いた顔になってこちらを見ている。

「えっ？　――あっ。いやこれはあのね。ほらなんとなくねっ」

「〝綾乃〟って呼んでいないの？」

「ばばばばばかを言っちゃいけないよ。そんな呼び捨てなんてできるわけないじゃないかっ！」

「でも綾乃って、私と話しているときって、〝陸君がねっ〟とか、紫東君のことをそう呼んで――」

「ななななにを言っているの鳴海っ。そんな呼び捨てなんてわたしぜんぜんしてないよっ。できるわけないじゃないっ」

　二人して手をぶんぶんと振りたくって、必死になって否定した。

　なぜだか委員長とバカオの二人は、顔を見せあって、ぷぷぷと笑った。

　だから否定してるのに。
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「さあ！　さっさと着替えて、海に出るわよ！」

　部屋の隅に荷物を置いて、窓辺の椅(い)子(す)とテーブルのある板の間から、外の眺めを見ていたら――。

「うわなにやってるんですかチロリさん！」

　チロリさんが部屋の真ん中で、ずばっと子供脱ぎをはじめていた。

　ちいさなおっぱい――略して〝ちーぱい〟が丸出し。チロリさんを捕まえて、半脱ぎの服を頭から引(ひ)っ被(かぶ)せる。

「着替えるんだったら違う部屋でやってくださいよ」

「なに言ってんのあんたバカ？　一部屋しか取ってないでしょーが」

「そういえばそうでした」

「ごめんなさい。予算的にちょっとアレで……」

　人差し指をくっつけたり離したりして謝っているのは綾乃。

「――だけど舟盛りは付きますから！」

　そこの〝舟盛り〟のところは、綾乃的に譲(ゆず)れないところなのだろうか……？

「じゃこっちで着替えれば文句ないのよね？」

　あんまりわかっていない顔でチロリさんはバッグを持って板の間のほうに出ていった。

　女性陣たちもバッグを持って窓辺に続く。障子をすとんと閉めきって、着替えルームを作りあげる。

　鳥の巣。陸。そしてバカオの三人がこちら側に取り残された。

「泣くほどのこと？」

　男泣きをしているバカオを視界の端に捉(とら)えて、陸は言った。

「ちーぱい様が……。ちーぱい様がっ……」

「レンジ広いよね。バカオ」

「お前にはわからんのだ。あれは良いちーぱい様だぞ」

「はいはい」

『わー。関羽ぅー。あんた大きいわねー。それ凶器よねっ』

『そうなのか』

『綾乃。あんたも何気にデカいわよね。関羽が〝特大〟ならあんたは〝大〟よね』

『や、やめてくださいって……、そ、そんな……胸の大きさの話だとかっ』

『委員長とヤオイは、〝中の上〟と〝中の下〟ねっ』
















　どっちのほうが中の上で、どっちのほうが中の下なのだろう。そこんとこ大事だから。

　もっと詳細に実況中継してくれないだろうか。

「うむむむむ……。乳神様っ。乳神様っ」

　バカオも隣でうなり声をあげている。さっきまで〝ちーぱい様〟を崇(あが)めていたのに、数秒後には〝乳神様〟とか言ってるこいつは何者だろう。

「あれ着替えないの？　陸くん。おーじ君」

「そんな暇がいつあるっていうんですか！」

　賢(けん)者(じや)の顔でさっさと海パンに着替えている鳥の巣さんを、陸は叱(しか)りとばした。

　いま薄い障子紙の一枚向こうでは、クラスメート二名を筆頭に、バイト先のお姉様方が生着替えの最中なのだ。

　南向きの窓辺から日光が差しこんできていて――。障子紙のスクリーンには、はっきりと映ってしまっているのだ。

　生着替えをする彼女たちのシルエットが。

「乳神様っ。乳神様っ。ありがたや。ありがたや」

　バカオは拝んでいる。バカだった。

　彼女が体を動かすたびに、乳房の丸みの一断面が陽光によって切り取られる。

　関羽さんの物(もの)凄(すご)いはっきりとした山谷が、くっきりとしたコントラストで、障子紙に落ちている。乳房というのは丸く優美な物体であるはずなのに、先端に近い部分に、わずか一箇所、全体からすると小さな突(とつ)起(き)の影が映る。複雑な女体の舞の中に、一瞬だけ現れる突起物が、ひどくエロチックな眺めとして目の網(もう)膜(まく)に映る。

「おっ――おいっ。あれっ。あれっ――あれ委員長かっ？」

　バカオにシャツの袖(そで)を引かれて、陸はそっちにフォーカスを移した。

　ショートボブの髪の女体が、前(まえ)屈(かが)みの姿勢になり、すうっと何かを脱ぎ下ろす仕草をみせる。

　乳神・関羽様も凄かったが、こちらもある意味で凄かった。

　股神様のご光臨である。

　障子に落ちる陽光は、股(また)の陰(いん)影(えい)さえもしっかり記録して、二次元平面にそのすべてを余すところなく写し取っていた。

「やっべえ。俺いま委員長に欲情してる。メラやっべえ」

　そんなことをつぶやいてしまえるバカオに尊敬のまなざしを向けながら、陸もまた、どきどきと心臓を高鳴らせていた。

「いや待ってよバカオ。早まっちゃだめだよ。ヤオイちゃんもショートボブだから、どっちなのか、よくわかんないよ」

「いいやあれは委員長だねっ。俺にはわかる。わかるんだ」

「じゃあそういうことでいいから」

　もうひとつのショートボブがそうするとヤオイちゃん。

　そしてロングヘアで乳神様でなくて、いわば小乳神様であるほうが綾乃で――。

「あっ――」

　陸はいま大変なことに気がついた。気がついてしまった。

「ちょおま陸なにすんだてめーふざけんな」

　陸はバカオに飛びついて、目を手で覆い隠した。暴れるので羽(は)交(が)い締(じ)めにする。

「綾乃だって着替えてるんだし見ちゃだめだ見ちゃだめだ見ちゃだめだ」

「おまえだって委員長の見てただろーが」

「委員長なんてべつにそんなのどうでもいいしだから見ちゃだめだって。見るなって。見るなよバカオ。見るなっていってんだろおぉ殺すぞ」

「じょうとうだぁごらあ表にでろおぉ」

「おまたせーっ♡」

　がらりと障子が開かれた。ビキニ姿で、ぱーんとお腹(なか)を叩いたチロリさんを先頭に、しっかりと全員着替え終わってしまっている。チロリさん以外は、パーカーとか上着をしっかり着用。宿から浜辺まではかなり歩くので、もうしっかりと準備完了。

「なにあんたたちまだ着替えてないの？」

「いえ。あの。なんと申しましょうか。えーと……」

　バカオと取っ組みあいをしていたせいで、せっかくの〝障子シルエット生着替えショー〟を見損ねてしまった。

「きゃっ。――だめですよう、二人ともっ♡」

　ヤオイちゃんが手で顔を隠しながら――。

「そういうのは、夜ですっ！　夜っ！　お布(ふ)団(とん)の中だけにしてくださいよぅ♡」

「え？」

　言われて気づいた。取っ組みあいの最中で、陸はバカオの上に覆いかぶさる形。これってつまり――。

「ほらだから来るとき言ったじゃないですかぁ。陸(り)っきゅんが攻めで、おーじきゅんが受けですって。ぜったいそうですって。これで確定ですねっ♡」

「えっ？」

　間近にあったバカオの顔を突き放して、身を離そうとすると――。

「不(ふ)潔(けつ)」

「えっち」

　パーカーの前をすっかり閉じてガードを固めた委員長と綾乃とが、二人連れだって、すたすたすたと部屋を横切って廊下に出て行ってしまった。

「なんだ陸。おまえ。俺のことが好きだったのか？　はやく言えよな……、そういうことは。おまえな……。あのな……。俺だったら……いいんだぜ？」

「きゃーきゃーきゃー！　ギアアアアアアァァ！　オオオオオオ――ん！」

　エキサイトするヤオイちゃんが超音波の悲鳴をあげた。途中で化(け)鳥(ちよう)の叫(さけ)びに変わり、そして最後は獣の雄(お)叫(たけ)びだ。

　バカオはＶサインをヤオイちゃんに向けて、きらりと、前歯を光らせる。

　しかし――。さすがバカオ。

　バカ王子。バカ王。あるいは変態王子。〝王〟の称号をほしいままにする漢(おとこ)。

　女性の関心を買うためなら〝両刀使い〟の汚名を浴びることも厭(いと)わない漢であった。

「遊んでないで。ほら早く着替えないと置いてくわよ」

「そうだよ。陸くんもおーじ君も、遅いよ」

　チロリさんに姉的に叱られてしまった。〝障子シルエット生着替えショー〟にぜんぜん無関心だった鳥の巣さんは、さっさと着替え終わってしまっている。
















　足下の砂はしゃくしゃくと細かく――。

　青い空はどこまでも晴れ渡り――。

　水平線の彼方(かなた)には、逞(たくま)しくそそり立つ入道雲を眺め――。

　まさに海水浴日(び)和(より)だった。

　しぽんと、ほとんどワンタッチで開くシェードを数十秒ほどで設置し終わって、陸たちの「基地設営」は完了した。

「昔はビーチパラソルの穴を掘るのが大変だったんだよねえ」

　と、遠い目をした鳥の巣さんが、よくわからないつぶやきをあげている。本当にこの人は幾(いく)つなんだろう。「昔」ってそれはどのくらい昔のことなのだろう。すくなくとも平成の話ではない気がする。

　水に入るのだから、準備体操――と、体育の時間の要領で、バカオと二人で組んで柔(じゆう)軟(なん)体操をしていると――。

「ノンノン、陸たち。なにかひとつ忘れてなぁい？」

　チロリさんが謎(なぞ)めいた笑みとともに、指先を振ってきた。

　なにを言っているのか、陸はいまいちわからなくて――。

　そのチロリさんの姿を、じーっと見つめた。

　彼女の水着は、いわゆる「超(ちよう)弩(ど)級(きゆう)マイクロビキニ」とかいうもの。全裸との違いは、全身の布地を足し合わせても折(お)り畳(たた)んだハンカチよりも小さいだろうと思われる布地の面積。

　限りなく小さな三角形が、胸の先端と、あと股(こ)間(かん)とを、本当に申し訳程度に――猥(わい)褻(せつ)物(ぶつ)公(こう)然(ぜん)陳(ちん)列(れつ)罪(ざい)で現行犯逮捕されない程度には覆っている。

　痴(ち)女(じよ)にふさわしい〝正装〟だ。

　そのこと自体には、見るべきものは特にない。

　あれそういえば？　まえに全裸を見たときには、チロリさんって、ちょっとだけ「生えてた」はずなんだけど？

　マイクロビキニの下のほうからはなにも〝はみだして〟いたりしない。

「チロリさんも〝お手入れ〟とかそういうの気をつけるんですね」

「ばっ、ばかっ！」

　チロリさんは顔中を口にして叫んできた。

「そういうのじゃなくてっ――！　綾乃とかっ！　委員長とかっ！　あと関羽とかっ！」

「朝(あさ)倉(くら)さん？」

「委員長？」

　陸とバカオの声がかかると、二人はびくっと身をすくませた。

　かなしそーな、怯(おび)えているよーな、そんな変なカオを、二人して向けてくる。

　目立たないようにしていたのに、見つかってしまった、というような顔。

　二人で揃(そろ)って、どんよりと暗い顔になっている。そういえば宿で着替えを済ませて、浜まで歩いてくる最中も、人目を気にでもするかのように、そそくさ、きょろきょろ、こそこそと、道の端っこばかりを選んで歩いていた。

「はーい。ご開帳～っ♡」

　チロリさんが二人に抱きついていった。

　物凄い脱衣テクでもって、二人を同時に裸に――じゃなくて、水着姿にひんむいてしまう。

「いやっ！　やっ！　やっ！　か、返してください――！」

　綾乃は着ていたパーカーの裾(すそ)を摑(つか)んでいるが、その水着姿はもう衆(しゆう)目(もく)のもとに晒(さら)されている。

　もちろん陸の目にも、ばっちりと映っている。

　なんていうか……。

　可(か)憐(れん)だ。

　白いフリルに縁(ふち)取(ど)りされたピンクのビキニは、綾乃にとてもよく似合っていた。

　生(き)真(ま)面(じ)目(め)な彼女のことだから地味な感じのワンピースとかを着てくると思ったのだけど。意外にもそれはビキニだった。

　真(ま)っ赤(か)なリボンと、ピンクの布地と、あと白いフリルのコントラストが、女の子の大好きな甘いデザートみたいだ。

　一見おとなしく可(か)愛(わい)らしく見えるが、その水着のデザイン自体は、くびれたウエストだとか。大きめの胸だとかを強調するようなものになっていて――。

　肩(かた)紐(ひも)がわりのフリルが首の後ろまで続いて、同年代の女の子の中では比較的大きな綾乃のバストを吊(つ)っている。

「ち、ちがうのっ――！　こ、これはっ……、鳴海とっ、ち、チロリさんとがっ――、選んじゃって……。わたしこんなの、ぜんぜん似合わないって言ったのに言ったのに言ったのにっ」

　綾乃は胸をかばうように腕を縮めている。でも悪いけどそれって――ぎゅって寄せてあげちゃって、さらにヤバいことにしているだけのような気がする。

「似合わないって似合わないって……、言ったのに言ったのに言ったのに言ったのに言ったのに言ったのに」

　綾乃は同じところをぐるぐると回っている。エンドレスループに入っている。

「はい。陸。こういうときってどうするの？　前にレクチャーしてあげたわよね？」

　チロリさんが言う。

「あ。はい」

　陸は師匠(マスター)に一礼した。前に指導されたことがある。

　師、宣(のたま)わく、女の子がいつもと違う服を着ていたなら――。

「そ、そんなにおかしくないと思うよ。どっちかっていうと……似合ってるんじゃないかなっ？」

「そ、そっかな……？」

　陸が頑(がん)張(ば)って頑張って――精一杯の褒(ほ)め言葉を向けると、綾乃は一瞬で復帰した。

「ピンクというのは〝清純〟を表す色だそうよ。綾乃にぴったりよね」

　そう言うチロリさんも、ピンクのビキニを着ていらっしゃったりする。ドマイクロだけど。ドピンクだけど。

　ちなみにチロリさんは、そんな局部だけをバンソーコーくらいの面積で隠した格好で、宿から浜辺までの街中を悠(ゆう)然(ぜん)と歩いていらっしゃった。道行く人がまったく気にしていなかったのは、チロリさんがあまりにも堂々とあたりまえのように浮き輪を振り回しながら歩いていたことのほかに、体型が小学生女児相当だったこともあるかもしれない。

「そ、そんなっ……。わたしそんな。清純なんかじゃないです」

「バカオもなにか言ってやってよ」

　陸は友人に加勢を求めた。クラスの中では陸と綾乃は口をきかない約束になっているから、こうして友達を含めて話をできることが、とても楽しい。

「え？　なんか言ったか？」

「だから朝倉さんの――」

　と、陸はバカオの視線が綾乃に向いていないことに気がついた。

「なに見てんのよ！　そんなにおかしい!?」

　片手を胸に、片手を下のほうに――両手で全身をカバーしている委員長が、ぎろりと、人が殺せる威力の視線をバカオに向けている。

「鳴海の水着は、わたしとチロリさんとで選んだんです。おかえしにって。鳴海スタイルいいし。ぜったい似合うって。だってもったいないですよね……」

「お尻(しり)はちょっと大きいけどねっ」

「それ言っちゃだめです。鳴海にはこういうスポーティーなのが似合うと思うんです」

「まだ大人しすぎるくらいだけどねっ」

　ちなみに委員長の水着は、めっちゃハイレグだった。オレンジ色のスポーティーな水着はぴったりと体にフィットしている。委員長って、意外とスタイルよかったんだ、と、陸でも思わず見直したほど。

　布地の面積はチロリさんほどではないが、ひどく少ない。「エロ衣装」ではなくてこれは「水着」なのだと、かろうじて言い張れる程度。股間とお尻とが超三角で小さく覆われているだけ。その超三角の布地からは細い紐が腰の左右に二本ほど伸びて、肌に食いこむかのように締めあげて、水着をぴっちりと体に引きつけている。

　腰の左右に、黒い紐が食いこんで――骨盤の尖(とが)ったところが強調されている。

　陸はちょっとフェチなのでじつは知っている。あの骨盤の上の横っちょのところの出っ張っている部分は、「上(じよう)前(ぜん)腸(ちよう)骨(こつ)棘(きよく)」とゆーのだ。

　委員長は背筋を伸ばして姿勢よく、すっくと身を直立させてはいた。しかしその顔は強(こわ)ばりきっている。真っ赤になっている。

「だからちがうの！　これはそんなんじゃなくって！　私は綾乃とチロリさんに言ったの！　そんなことしなくていいって！　普通で！　普通の水着でいいんだって！　言ったのに言ったのに言ったのに言ったのにそお言ったのに」

　なんでか委員長もエンドレスループに入っていた。

　しかし綾乃と委員長、さすが親友だけあって、こんなところがよく似ている。

「俺は好きだけどな。そういう水着。――エロくって」

「だれがエロいってえぇ――！」

　うわっ。委員長っ。鉄拳制裁っ。ためらわないっ。さすがクラスの女子側勇者。

　バカオは殴(なぐ)られた顔を押さえつつ、すぐに復活。委員長に笑顔を返す。

「すまん。間違えた。――かわいいからな。そういうの好きだ」

　うっわ。さすが男子側勇者。さすがバカオ。いきなりド直球で褒めてるし。チロリさんに師事しないでも「服を褒める」という上級スキルを使えちゃうことのほかに、やっぱ、いろいろと凄いやつだった。

　自分にできないことをあっさりやってのける親友に、陸は痺(しび)れた憧(あこが)れた。

「そ、そっかな……？」

　委員長の眼鏡(めがね)から攻撃色が消えた。

　バカオの一言によって、あっけないほど簡単に、委員長は警戒を解いた。

「さてあと残るは～……」

　と、チロリさんが目を向けたのは、水着の上に一枚羽(は)織(お)っているヤオイちゃんと関羽さん。

「あ。わたしこれ日焼けしちゃうんで着てるだけでしてー」

　ヤオイちゃんはなんの警戒も屈託もなく、上着の前をぴろりと開いた。

　グリーンのグラデーションも鮮やかな水着が現れる。腰に巻いたパレオがスカートのよう。へんに恥ずかしがったりしないで、物腰に漂う余裕もあわせて、なんだか大人のおねえさんという感じ。

「えへへ♡　ざーんねんっ♡」

　ご開帳あそばれていたのも数秒間ほどのこと。ヤオイちゃんは水着を上着のなかにしまってしまった。

「関羽ぅー。関羽ぅー。さあ真打ち登場よーっ。やっちゃえーっ♡♡♡」

「なぜ私はチロリのように水着でここまで歩いてきてはいけなかったのか理解に苦しむ」

　淡々とつぶやきながら、関羽さんは上着を脱いでいった。

　その下から彼女の水着が現れる――と、それは!?

「って！　えっ？　ちょっ――！　関羽さんっ!?　それ、ちょっ――!?」

　陸は思わず大声を張りあげてしまっていた。

「どうした？　少年？」

　と、関羽さんは、自分自身の水着姿を上から下まで見ていって、そして陸に訊(き)く。

「だっ、だっ、だっ――だからそれっ!?」

　陸は二の句が継げなくなっていた。言葉が出てくれないものだから、ただただ――関羽さんの上半身を指で指し示しつづける。

「乳神様や……。乳神様や……」

　バカオは拝んでいる。

「見られて困るような鍛(きた)え方(かた)はしていないつもりなのだが……？」

　と、関羽さんは、自分の胸を見て、腰を見て、そして身をひねってお尻のほうを見ている。

　その動きによって、腰に巻かれた布がひらりとひるがえる。結び目一つで支えられたそれは、体の動きにも風にも危なっかしく映る。

　関羽さんが腰に巻いているのは、信じられないことに、ただ一枚の布だった。

　本当にたった一枚の布だ。

　褌(ふんどし)だとか、そんな手間をかけたものじゃなくて、白い布を腰巻きにしているだけ。

　銭湯で男性が腰にタオルを巻くようなカンジのアレ。適当な長さにびりびりと裂いた木綿の白い布地を、おっきな結び目を作って、ただ巻きつけてあるだけ。

　そして上半身のほうは、といえば――。

　これが〝トップレス〟なのだった。

　ロケットみたいに前方に向けてそそり立つ関羽さんの生意気かつ逞しいバストの膨らみには、豊かな漆(しつ)黒(こく)の髪の毛が流れるように貼りついていて、肝(かん)心(じん)の部分は見えなくなっていたが――。それでも上半身に服と呼べるようなものはなにひとつ帯びていない。〝髪の毛〟を除いて。

「かかか関羽さんっ！　ななな――なんなんですかその格好はけしらかんもっとやれ！　――じゃなくてっ！　店の中ならともかく！　ここは外なんですから！　往来であり海水浴場なんですから！　ちょっとは気をつかってくださいよ！」

「うむ。〝氣(き)〟を使っているが？　〝氣〟を操作して吸着させているから、心配無用だ」

　そう言って関羽さんは、姿勢を次々と変えていった。

　前(まえ)屈(かが)みになってみたり。それでもほとんど垂れ下がらない圧倒的な質量を、二の腕で挟(はさ)んでぎゅむっと潰(つぶ)して持ち上げてみたり。

　腰に手をあてて身を捻(ひね)り、肩越しに視線を投げつけてきたり。

　はては――四(よ)つん這(ば)いになって女(め)豹(ひよう)のようにポーズを取ったり。

　グラビアモデルがするように、不自然かつ際どいポーズを、次々と取ってみせる。バストが重力に引かれて垂れ下がっても、しかし髪はバストに貼りついて離れない。

　いつのまにか周囲に人だかりができていた。ノリのいい観衆(ギヤラリー)のなかから、ピイィィ――っと、口笛が沸き起こる。

「はて。これはどうしたことだ？」

　関羽さんは胸を張って周囲を睥(へい)睨(げい)。

　なにが起きているのか、まったくわからないというカオだ。

　どんどんと集まってくる野(や)次(じ)馬(うま)に、陸は慌(あわ)てた。

「どうしたことだ――じゃないですよ！」

「関羽のチチってほんと凶器よね」

「そうですよ。そんな凶(ち)器(ち)振り回していたら、当然こうなりますって」

「乳神様や……。乳神様や……」

　バカオは拝んでいる。バカだった。その背中に委員長が裸足(はだし)で蹴りを入れている。蹴りっく蹴りっく、と、こちらも容赦がない。

「ねえ関羽。それ〝氣〟とかで髪の毛はりつけておけば、下のほうも、いらないじゃない？」

「おお。そうだな」

　関羽さんの長い髪の毛の先端を摑んで、チロリさんが言う。関羽さんがうなずいている。

〝下のほう〟というのは、つまり関羽さんが身に帯びている布きれの最後の一枚のことである。つまり〝すっぽんぽん〟になって、髪の毛で全部隠しておけばいい――と、チロリさんはそう言っているわけだ。

「そそそ――そうだなじゃないですよ!?　なに考えてるんですか！　いいぞもっとやれ！　――じゃなくてっ！　恥ずかしくないんですか！」

「見られて困るような鍛え方はしていない」

　と関羽さんは胸を張った。腹筋がみきっと下腹に浮き出る。

　やはり論点がずれている。そういえば数学で習った。〝平行線〟の定義とは、永久に交わらない線分のことであるのだと。

　観衆(ギヤラリー)の歓声が最高潮に盛りあがる。歓声を浴びつつ、関羽さんが、その腰布を取り去ろうとしたとき――。

　ピィ――ッ、と、ホイッスルの音とともに、褐(かつ)色(しよく)の肌の一団が駆けこんできた。

　パトロール中のライフセーバーの方々だった。

　地元の方々。お勤めご苦労様です。

　この痴女どもに、どうか言ってやってください。

「ちょっとちょっと！　困るよ！　ここはヌーディストビーチじゃないんだから！」

　言われて関羽さんは、うむ、と大きくうなずいた。

「わかった。やはり下は穿(は)いておこう」

　ピィ――ッ、と、またホイッスルが鳴る。

「上も！　トップレスも禁止！」

「ニップル隠しているからトップレスじゃないんじゃない？」

「じゃあ関羽。バンソーコー貼っとけばいいわよ。乳首だけ隠しとけば文句ないんでしょ？」

「それは名案」

「従ってくれないなら！　猥褻物公然陳列罪で警察呼びますよ！」

「えーっ？」

　ライフセーバーの方々をお騒がせして、「関羽さんトップレス騒動」は終(しゆう)焉(えん)をみた。

　本来のライフセービングの監視業務に戻られていったあとには、釈然としない顔で上と下を隠した関羽さんと、つまんなそうな顔をしたチロリさんだけが残った。

「トップレスの女神様が……。女神様がっ……」

　バカオは砂にくずおれて、男泣きをしていた。その背中を委員長が、げしげしと踏みつけにかかっている。

　腰に巻いてあった布を、すこしばかり引き裂いて関羽さんはその場でブラを自作した。

　もともと〝股下五センチ〟だった腰布はさらに四センチばかり短くなってしまった。もはや〝股下一センチ〟だ。

「ちょっと関羽。貴女(あなた)。ゆっくり歩かないと〝具〟が見えるわよ」

「問題ない」

《マーベラス》慰安旅行――熱海の昼は、熱く過ぎていった。
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　手の中にたっぷりと握った砂を、陸(りく)は、ぽいっと遠くに投げた。

　さんさんと照りつける日差しのもと。

　陸たち一同はサンシェードを拠点として、ぐだぐだ、だらだらと流れゆく雲を見あげながら、怠(たい)惰(だ)な時間を過ごしていた。

「いらっしゃいませ」も「ありがとうございました」もなく、綾(あや)乃(の)のはなぢの噴きだす音も聞こえてこない。

　平(へい)穏(おん)すぎて。まるで別世界だ。

　海水浴とはいうけれど、じつのところ、あんまり泳いだりはしていない。

　皆で〝基地〟の周辺でたむろって、適当にポジションを取って、ごろごろしているだけだった。

　砂に寝そべっていた綾乃が、不意に身を起こした。

　体の前面から砂を払う。女子高生の平均よりかは、だいぶ大きなその場所を、ぷるぷると小刻みに震わせながら、急に、覗(のぞ)きこむようなまっすぐな視線を陸に向ける。

「そろそろどこかで飲み物買ってこようかと思うんですけど。なにがいいですか」

　気まずさを覚えて、陸は目を逸(そ)らした。

「あたしイチゴミルク」

　かわりに元気よくチロリさんが答える。こういうアットホームな行事を行う際には、彼女はいつもテンションがＭＡＸ値になる。

「イチゴミルク……ですか？　そんなのあるかしら？」

「じゃあ梅ソーダ」

「チロリさん。レア物ばっかりですね。なかったら梅酒のサワーとかでもいいですか？」

「昔はあったのよ？　最近はレア物になるのそれって？」

「関(かん)羽(う)は麦茶だってさ」

「頼む」

「紫(し)東(とう)君はなにがいいですか」

「え？　ああうん。なんでもいいよ」

「そういうの。いちばん困ります」

　綾乃にコワい顔でにらまれる。

「えー？　……ごめん」

「俺(おれ)はジンジャーエール。あと委員長は緑茶だろ」

「委員長ゆーな」

「待って待って待って。紫東君のが先。覚えられなくなっちゃいます」

　なぜ順番が違うと覚えられないのか。綾乃ルールはまったくよくわからないけど。陸は小さく頭を下げて「じゃ。コーラで」と一番無難な選択をした。

「ああ。わたし。紅茶おねがいしますー。ノンシュガーのストレートティーでぇー」

　注文をぶつぶつと真(ま)面(じ)目(め)な顔で復唱しつつ、指を折って数えていた綾乃は、ふと顔を持ちあげた。

「あれ？　鳥(とり)の巣(す)さんは？」

　綾乃がそう言って、きょろきょろと周囲を見回したとき――。

「ねえ彼女たちー」

　どこからともなく、軽くてチャラい声がかかった。

「僕と泳ぎにいかない？」

　どこから湧(わ)いたのか。イケメンの男が、そこに立っていた。

　そいつは水に濡れた髪先からぽたぽたと滴(しずく)をしたたらせて、白い砂の上でニコニコと笑顔を振りまいていた。

　ロン毛だ。そしてイケメンだ。

　つまりは〝敵〟だ。

　関羽さんやチロリさんやヤオイちゃんや――人生功夫(クンフー)を積んだ四天王クラスの方々は不動の極みにあるが、綾乃と委員長のＪＫ二人組は、突然のナンパ男の襲来に、びくりと身を固くさせている。

　ここは、騎士(ナイト)の出番だった。

「な、な、な、な、な……なんなんですか貴方(あなた)はっ」

「陸ガンバって♡」

　チロリさんが応援してくれる。

　てゆうか。こいつを追っぱらって欲しいんですけど。

「ぼ、ぼ、ぼ、ぼ、ぼぼぼぼぼ……ボキたちになんか用ですかっ」

「嚙(か)んだっ♡」

　チロリさんは、すっかり愉(たの)しまれていらっしゃる。

「だから。泳ごうっ☆」

　イケメン・ナンパ男は、くいっと肩越しに親指を跳ね上げた。海を示して、キラっと前歯を白く輝かせる。

「ふわー……」

　なんか綾乃がふわふわとした声をあげている。

「うわー……」

　委員長もなんかぼうっとした顔で見上げている。砂の上にぺたんと女の子座りをしちゃっている。

「……イケメン」

　そう口にしたのは、二人のうちのいったいどちらだったか……。どちらにしても裏切り者には違いない。

「うむ。行こうか」

　関羽さんが、すうっと立ちあがった。イケメン・ナンパ男に、ごく自然に片手を取られて、そして海に向かって歩いてゆく。

「関羽さんまで堕(お)ちたーっ！」

「さっきからなにを言っているのだ？　少年は？」

　関羽さんが立ち止まって、訊(き)いてくる。

　しかし片手はイケメンに預けたままだ。

「僕は信じていましたよ。関羽さんはそんな色恋とかイケメンとかで動じるような女性じゃないと。――なのに僕を裏切ったなー!!」

「なにを言っているのかわからないのだが……。そんなにいけないことなのか？」

「決まってるじゃないですか！　こんなの！　ＮＴＲなんて！　エロマンガだって王道じゃないですよ！　ごく一部の人の狭い趣味ですよ！」

「……えぬてぃあーる？」

「あ。そこね。ＮＴＲと書いてネトラレと読むんだ」

　首を傾(かし)げる綾乃に解説を入れて、それから陸は、びしっと関羽さんに指を突きつけた。

「関羽さんのビッチ!!」

「うむ。私は〝びっち〟なのか。おまえと泳ぎに行くことは、そんなにいけないことだそうだぞ。――鳥の巣」

「ほんと。へんだよねー。へんな陸くん」

「へ？」

　謎(なぞ)のイケメン男の口から、なんか聞き覚えあるフレーズが聞こえてきて、陸はぎくりと身を固めた。

　陸だけでなく、手を預けている関羽さん以外の全員が、ぎくりとした顔を見合わせる。

　いちばん驚いている顔のうちの一人――チロリさんが、皆を代表して、口を開く。

「え？　ちょっと、あんたって――鳥の巣なわけ？」

「そうだよ？　――って。見てわからないかな？」

「見てわからないから訊いてるんじゃない」

　うんうん、と、全員で首を縦に振る（除く関羽さん）。

「やだなー。僕だよ僕ー」

　美形の美青年は、ニコニコと笑う。口元から歯がキラリ――。まったく面(おも)影(かげ)もなんにもない。

「だって鳥の巣じゃないじゃない」

　チロリさんの言っているのは髪型のことだ。鳥の巣さんが鳥の巣さんである由(ゆ)縁(えん)――その日本人離れしたもじゃもじゃのアフロヘアが、〝どストレート〟のロン毛に変わってしまっている。

「ああこれ？　濡れるとまっすぐになるんだー。僕。癖(くせ)っ毛(け)なもんだから」

「そういう問題かっ！」

　チロリさんが突っこむ。

　うんうん、と、全員で首を縦に振る（除く関羽さん）。

「なんだ。皆はこれが鳥の巣だとわからなかったわけか。うむ。納得した」

　関羽さんがうなずいている。

「ひどいなー。〝これ〟だなんてー」

「しかしな。〝氣(き)〟の色ですぐにわかるだろう？」

「わかりませんよ！　常人には〝氣〟なんて視(み)えませんよ！」

「訓練すれば誰(だれ)にでも視えるようになる。人間なら誰しもが持っている力だ」

「あー。やだー。びっくりしたー。ドキドキしちゃった……」

「そだね」

　委員長と綾乃が、二人、気まずそうにうなずきあっている。

　バカオはなにか傷ついたような顔をしていて――。もちろん陸もバカオに負けじと傷ついているのだが。だけどバカオが傷ついているのが、そもそも、わけわかんないんだけど。陸の場合には綾乃に対してアレがあれでああなっていて、アレなもんだから……。その綾乃が、謎のイケメン男性に、ぽうっと上気した顔を向けていれば、そりゃ当然傷つくし、ビッチ！　――とか言っちゃいたくなるのも仕方ないわけだし。

　いやべつにＮＴＲ展開じゃなかったから、傷つく必要はまったくなかったわけだけど。

「ああもう！　鳥の巣さんが悪いんですよ！」

「えーっ？　なんでー？」

　鳥の巣さんは例によっていつものように、くねくねと身をくねらせた。

　そのイケメン・バージョン鳥の巣さんに、陸はいつものように派手なばかりでぜんぜん痛くないヤクザキックを決めた。
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　気だるげな午後の日差しが背中を撫(な)でてゆく。

　潮(しお)騒(さい)の音を聞きながら、陸(りく)は真夏のビーチにうつぶせていた。うつらうつらしながら、人の気配をゆっくりと愉(たの)しむ。

　バカオと委員長は波打ち際でビーチボールをぶつけ合っているようだ。まったく物好きなことに、こんなところにまで来て、ケンカをやっている。

「これ。燃えるごみ。こっち。燃えないごみ。――紫(し)東(とう)君。このヤキソバのパックは、もう捨てちゃってもいいですか？」

「あー？　うん。いいけど……」

　陸は物(もの)憂(う)げに首を回して、綾(あや)乃(の)のほうに顔を向けた。

　食べ終わったパックを捨てるのに、綾乃はなんでわざわざ訊(き)いているのだろう？

　そういえば、一本、二本は、ヤキソバがまだ残っていたような気もするけど……。

　――まさかね。

　綾乃のお尻(しり)が見えている。意外とおっきい。

　でも委員長よりは、おっきくない。

　陸は寝そべったまま、綾乃をぼんやりと眺めた。

　綾乃はなんとまあ律(りち)儀(ぎ)なことに――ゴミを分別にかかっていた。

　袋をいくつか使って、ゴミをきちんと分類する。ペットボトルはキャップとラベルと本体と、なんと三つに分解している。

　真(ま)面(じ)目(め)な綾乃らしい、じつに微笑(ほほえ)ましい〝趣味〟であった。

　ちなみに使っている〝袋〟は、店から持ってきたレジ袋だった。「マーベラス」と店名の印刷されたポリ袋を、綾乃はごっそり、何十枚も持ってきていたのだった。

　なんでそんなものを持ってきたのだろうと思ったが、これが意外と役に立った。

　チロリさんと鳥(とり)の巣(す)さんが狩り集めてきた貝(かい)殻(がら)をいれておいたり。砂を詰めてサンシェードが風で飛ばされないための重りにしたり。

　そしてもちろん綾乃の趣味であるゴミの分別などにも。

「前から思っていたんですけど……」

　綾乃がぽつりと話しだす。

　ゴミがなくなってしまって、残念そうな顔をしているところが――ちょっとだけ萌(も)え。

「……なんでうちのポリ袋って、透明なんでしょう」

「透明じゃないと持っていってくれないじゃない」

　答えを返してきたのはチロリさん。

　ブラを外して横たわり、その滑(なめ)らかな背中に、鳥の巣さんにサンオイルを塗(ぬ)らせている最中だ。

　ちなみにチロリさんがノーブラで横たわっていても、陸はまったく、心穏(おだ)やかでいられた。

　レンジ外である。

「透明じゃないと持っていってくれないのは、それはゴミ袋です」

「綾乃いまそれゴミ袋に使っているじゃない」

「そうですけど。……そうじゃなくて。なんでうちって、本を入れる袋が、こんな透明なんでしょう？」

　透明袋の一枚を手にして、綾乃は言う。

　両手で広げた袋を、綾乃は透かして見ている。

　袋越しに、その綾乃の顔がぼんやりと見える。

　手首から先をゆるゆると振ってみたら、綾乃も透明袋越しに、同じように手を振り返してきた。

「あのですね。わたし思うんですけど……。もっとこう、たとえば黒い袋とかのほうがいいんじゃないでしょうか？」

「なんで？」

「なんで、って……。だって。その……」

　綾乃が言わんとしていることは、陸には、なんとなくわかった。

　あんなに透明な袋なのだから、当然、中の本はほとんど丸見えになってしまう。エロマンガを買ったということが周囲に対して丸わかりだ。

　それはお客さんにとって困ることではなかろうか――と、綾乃はそう言っているわけだ。

　うん。わかる。

　陸自身も〝そっち側〟であることだし。

　しかし〝あっち側〟にいる人たちには――。

「なんでだめなのかしら？」

「ねえ。そうだよねえ。どうしてどうして？」

　チロリさんと鳥の巣さんとが、揃(そろ)って首を傾(かし)げている。

　エロマンガ星の住人であるこの二人には、やっぱりわからないようだった。

　本当にまったくわからないようである。

　――驚くべきことに。

「だって透明のほうがいいじゃない」

「だよねー」

　あまつさえ、そんなことまで言っている。おっしゃっている。

「透明だと、なにがいいんでしょう？」

　今度は綾乃が訊きにいった。

「だってお友達ができるかもしれないよ？」

　答えてきたのは鳥の巣さん。ちなみに髪の毛が乾いたら、いつもの超アフロにすぐに戻った。

　ばいばい。イケメン。もう一生戻ってくんな。

「はい？」

　要領を得ない鳥の巣さんの返答に、綾乃は首を傾げている。

「綾乃。わからないかしら？　うちに来た子たちが、透明な袋で本を持ち帰るわけよね。おうちまで」

　チロリさんにかかってしまうと――。サラリーマンの方々も、三十代でも四十代でも、みんな「子」扱いになってしまう。

「はい。お客さんがたは、本をお家(うち)まで持ち帰られるわけですから……。ですから、たいへん困るのではないかと……」

「なんで困るのよ？　むしろお友達ができて喜ぶんじゃないかしら？　ほら――。たまたま電車で乗り合わせた人とかが、本の表紙を目にして――。ああ！　オタクもそのエロマンガのファンですか！　じつは私もなんですよ。いやあ。あの作者の中出し描(びよう)写(しや)は秀逸ですよね！　――とか。意気投合するかもしれないじゃない？　電車の中で」

「素敵だよねー！」

「ねーっ♡」

　鳥の巣さんとチロリさんは意気投合している。

　四天王の残り二人は、いまお互いの肩にもたれあって午睡(シエスタ)中であるが――。たぶん起きていたら同じようなことを言ったに違いない。

　綾乃は困ったような、助けを求めるような、そんな顔を向けてきた。

　陸は首を左右にゆるゆると傾けた。ノーという意味。

　彼らに〝恥〟を理解してもらうのは――。たぶん無理。だいぶ無理。ぜったい無理。かなり無理。

　委員長に怒るなとか言うくらい無理。

　バカオにバカをやるなというくらい無理。

　あと、綾乃にはなぢを流すなとか――。そのくらい無理。

「陸君もなにか言ってください」

「ごめん。無理」

　陸はうとうとしながらも、そう答えた。
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　夜になって陸(りく)たち一行は風呂に浸(つ)かっていた。

　岩風呂・露天温泉が、この宿のウリのひとつでもある。

『ふわ～っ……、生き返るわねーっ……』

　湯気の彼方(かなた)から、声が響いてくる。

『まさに人生このときのためにあるってカンジ。そのほかのすべては、オマケよね。オマケーっ』

『ふふっ。チロリさん。なんだかそれってババくさいですよ』

『言ったわね。このっ。このっ。くぬくぬくぬっ！』

『きゃっ。やめてください。やめてやめてー。きゃっ。きゃっ』

　湯気の遙(はる)か彼方。女湯のほうから響いてくる、「きゃっきゃうふふ」という、いかにも楽しげな声を聴きながら……。

　陸たち男子一行は、男湯に三人で、つまんなく浸かっていた。

　鳥(とり)の巣(す)さんは髪が濡れてイケメン顔になっているが――。

　イケメンを見てうっとりするような不健全な性(せい)癖(へき)は、健康かつ健全な男子である陸たちは持っていない。

　今日は死ぬほど遊び倒した。

　陽(ひ)がオレンジ色になってくる頃に、浜辺より撤収。

　宿のシャワーで砂だけを流して浴衣(ゆかた)に着替えてから、再び集合して、夕飯前に行われたのは「第一回・全マーベラス卓球大会」――。

　観客は一匹。営業部長のニャンコ様（♀・二十一歳）。

　意外と負けず嫌いなところのある綾(あや)乃(の)が、浴衣でいることも忘れてエキサイトするものだから、浴衣の胸元から、高校生女子の平均よりはだいぶ大きなアレが、〝ぽろりもあるよ〟的なことになりかねなくて――。

　食い入るように見つめて、前(まえ)屈(かが)みもしくは、はなぢぶーになりたかったところだが。

　しかしやはりそこは紳士たるべく、隣のバカオの目を押さえにかかって、そして自分のほうも目をつむる作業に忙しかった。

　ちなみに委員長との対決は綾乃が辛くも勝利した。雌(し)雄(ゆう)は決された。綾乃が雄で、委員長が雌ということになったらしい。なんのこっちゃ。

　夕飯は舟盛りだった。

　舟の形の器にごっそりと盛られたお刺身は、普通に美(お)味(い)しかった。綾乃は「舟盛り！　舟盛りですからっ！」と拳(こぶし)を握りしめて舟盛りを連呼していた。「舟盛り」を合計三十七回以上言ったことは間違いがない。そこで陸は数えるのをやめたので、本当の回数は、わからない。

　夕飯を終えてからは、花火大会だった。

　土日であれば、海の上に大きな花火が打ち上げられて、正真正銘、本物の「花火大会」が行われるらしいのだが、あいにくと《マーベラス》の慰(い)安(あん)旅行は、平日のどまんなかを狙いすまして行われている。

　そのかわりに――各自の持ち寄った〝花火セット〟による「第一回・全マーベラス花火大会」が執り行われた。

　ドラゴン花火やロケット花火を人に向けて打とうとして、委員長に激しく折(せつ)檻(かん)されているバカオやら。そのバカオのズボンの中に火のついたネズミ花火を投げこんでいるチロリさんやら。←よいこは真(ま)似(ね)をしてはいけません。

　そんな狂乱する連中を横目に見ながら、陸はもっぱら、線香花火をやっていた。

　隣には綾乃。
















　宿の色気のない浴衣姿だったのが、すこし残念ではあったけれど。二人寄り添ってしゃがみこみ、一緒に火花を、静かにぱちぱちと跳ねさせて……。

　あまりに近くでやっていたものだから、紙糸の先っちょのオレンジの火玉が、くっついてひとつになっちゃったりして、二人で驚いて、その拍(ひよう)子(し)にほっぺたがくっついちゃったりしちゃったりなんかして――。

　ちょっといい雰(ふん)囲(い)気(き)になったりしたのだけど、「ね。舟盛りよかったでしょ」とか近距離から微笑(ほほえ)まれてしまって、なんかぜんぜん台無しにされたというか、綾乃のほうはべつにそういう雰囲気になっていなかったと知ってガックリきたというか、綾乃ってそんなに「舟盛り」にこだわりがあったんだと、あらためて知ったというか――。

　まあ、色々とあった。

「あー。くつろぐよねえ……」

「ジジくさいですよ鳥の巣さん」

　岩風呂に浸かるイケメンが、あまりにもジジくさい唸(うな)り声(ごえ)をあげるものだから、陸は思わずそう言ってしまった。

「言ったなーっ。このっ。このっ。くぬくぬくぬっ！」

　湯をぶっかけられる。

「鳥の巣さん。それはさっきあちらでやっていました」

　と、陸は顔を拭(ぬぐ)いながら、女湯のほうに顎(あご)をしゃくる。

「陸くんも、きゃっきゃうふふ、って言って、お湯かけ返してこなきゃっ、ダメっ！」

「ひとりで一生やってろオッサン」

　限界だった。陸はヤクザ化した。水面下から足を出して蹴(け)ってやった。

　蹴りっく蹴りっく。

　さんざん遊び倒して遅い時間になっているから、露天風呂に他の客の姿はない。ちょっとした貸し切り状態だから、こんなことをしていても、迷惑にならない。

「――ところでバカオ。さっきからいったいなにやってんのさ？」

「なぜならそこに女湯があるからだ！」

「途中経過をごっそり省略しないでよ。君がそれを答えるのは僕が〝どうして女湯を覗(のぞ)こうとしているの？〟――ってそう訊(き)いてからでしょ」

　男湯と女湯とは、間に竹製の柵(さく)があって隔(へだ)てられている。すぐ隣が女湯になってはいるが、もちろん、覗いたりできないような作りだ。

　陸とイケメン鳥の巣さんとが、湯に浸かってまったりしている間、バカオはずっと覗ける場所がありはしないかと探し回っていたのだった。

　しかし都合よく穴など開いているはずがない。

「これ下のほうでお湯は繋(つな)がってんのかな？」

「みたいだけど。まさか潜(もぐ)って渡ろうとか、そんなマンガみたいなこと――」

　見ると、バカオは湯面に口を付けていた。

　ずずずず、ずぞぞぞーっと、湯を飲んでいる。

「うむっ！　乳神様と、これはちーぱい様の味っ！」

「飲むなーっ！」

「ああここの温泉水って、飲めるみたいだねー。胃とか消化器にいいみたいだよー」

「関(かん)羽(う)さんやチロリさんよりか、きっと、鳥の巣さんの味がすると思うよ」

「あと陸くん味もするよねっ」

「ぐぼおっ！」

　バカオは大量の湯をリバースして――果てた。

　かと思えば、十秒もしないうちに復活して、またもや竹柵にごりごりと顔面を押しつけて覗ける隙(すき)間(ま)を見つけようとしている。

　そんな親友の馬(ば)鹿(か)な行動を、陸はバカだと思う反面――羨(うらや)ましくも思っていた。

　卑しくも男の子に生まれて――〝覗き〟とか、そういった行為に興味がないといえばウソになる。

　しかしバカオのように、それを直接、行動に出したりはできない。

　なんつーか……。

　はずかちー。

　自分のできないことをやってのける親友――。

　そこに痺(しび)れる憧(あこが)れる。

「――って！　だからってそれはさすがにアウトだろ！」

　柵をよじ登ろうとしている親友に、陸はヤクザキックをかました。

　しかし不気味なほど静かなのは今日の鳥の巣さん。

　てっきりバカオとつるんで唯(い)々(い)諾(だく)々(だく)と結(けつ)託(たく)して、「覗き覗き！　女湯がそこにあって覗かないなんてエロマンガ的に有り得ないよねーっ！」とか、覗きに精を出すかと思っていたのに――。

　なんでか。浜辺でも、卓球大会ぽろりもあるよでも。そしてこの露天風呂でも。

　鳥の巣さんは。ずっと〝仙人モード〟なのだった。

「あ。僕。リアルに興味ないから」

「なんで心の声に答えてくるんですか」

　考えていたことに直接答えられて、陸はちょっとビビってしまった。

　ちなみに鳥の巣さんのいま口にしたのは、「リアルの女体には興味ない。興味あるのはエロマンガのなかの女体のみ」という意味だろう。

「だって陸くんが覗きたそうにしてるから。僕も一緒に覗いてほしそーな目をして、こっちを見ていたから――」

「見てません」

「見てた」

「見てません」

「見てたよ」

「見てないったら見てません。朝(あさ)倉(くら)さんの裸を見たいだなんて、これっぽっちも思っていません」

「ほら言った」

「でもそれ以上に彼女の裸を、誰(だれ)にも見せたくありません。――だからおい！　バカオ！　いいかげんにあきらめろ！　――殺すぞ！」

〝ナメクジの構え〟をとって、竹柵を這(は)いあがろうとしているバカオの髪を摑(つか)んで湯船に沈(しず)める。

「今日は陸くん。ヤクザ化激しいねえ」

『もうーっ！　あっちまたなんかバカなことやってるわよー』

　隣の女湯から女子の声が聞こえてきて、陸はぎくっと固まった。湯の中でぶくぶく言ってるバカオから手を離す。

　ざばっと湯の上に浮かんできたバカオの顔と一緒になって、すすーっと竹柵に引き寄せられていって、ぴっとりと、ほっぺたと耳とを張りつける。

『あーやっぱり若い子って肌きれー』

『なに言ってるんですか。チロリさんが一番若いじゃないですか』

『これは恋ね。恋をしていると肌が綺(き)麗(れい)になるのよね。あなたたち。――恋をしているわね？』

『そ、そんなこと……ないですっ。ないですったら』

『ばっばっばっ――ばかなこと言わないでよね！　――じゃなくて。言わないでください』

　チロリさんの突っこみに、綾乃と委員長の女子高生コンビが動(どう)揺(よう)をみせている。

『あっそうだ。関羽さぁん。ヤオイさぁん。明日の朝の件なんですけどぉ――』

　綾乃の猫撫で声が遠ざかっていって戦場からエスケープ。

『あーっ！　ちょ――綾乃っ！　綾乃アヤノあやのーっ！　ずるい！』

　委員長の声だけが一人取り残される。

　綾乃はだてに毎日《マーベラス》で弄(いじ)られてはいない。鍛(きた)えられたその回避性能は、常人を遙かに凌(りよう)駕(が)する。狭(せま)い店内ではどこにも逃げ場がないというだけだ。

『で。どうなの？　いいんちょー？　あなた。恋をしているのしていないの。どうなのどうなの？』

『なんでお風呂でこんなコイバナなんて……』

『ほらほら。白状しちゃいなさい。委員長』

『委員長じゃなくて。鳴(なる)海(み)です。新(しん)明(めい)路(じ)鳴海』

『じゃあ鳴海。お姉さんにだけ。内緒で話してごらんなさい』

『べ、べつに好きだとかそんなんじゃ……。ただ……。まあちょっと気になっているっていうかぁ……。ちょっと他の男子たちとは違うつきあいかたをしているかもしれませんけど……』

『つきあってるんだっ♡』

『その〝つきあってる〟じゃありませんからっ』

　陸は、あれれ？　――と思った。

　話が妙な方向に向かっていってしまっている。

　なんだか委員長に好きな男子がいるとか、いないとか……。そんな話をしてる？

　そして委員長のほうも、はっきりとは否定していない？

　あれれ？

　これって……。

　もしかして……。

　ひょっとして……。

「なんだって!?」

「ばかっ。バカオっ。声が大きいよ。――しーっ!?　静かに」

　バカオの口を塞(ふさ)いで静かにさせる。

　騒いだら盗み聞きしていることがバレてしまう。

　陸とバカオは、また二人して、竹柵に耳を押しつけた。

『ねえねえ綾乃。ちょっとこっち来なさいよ。鳴海の好きな男の子のハナシよーっ？』

『えええええっ！』

　ざばばっ、と水音が響いた。呼ばれた綾乃が、最大戦速でチロリさんたちコイバナ組のところに戻ってきたっぽい。

『えっ？　えっ？　ええーっ？　鳴海そんなっ。好きな人いたのっ？　男の子？　女の子とかじゃないよね？　好きなのちゃんと男の子でノーマルだよね？　えっえっ？　やだなんかどうしよう？　だって鳴海。いつも男子ってバカで不(ふ)潔(けつ)でエッチで自分勝手だとか。いつもいつもわたしに言ってくれているから、てっきり男の子のことキライなんだと思ってた。そんなどうしよう？　どうする？』

『ちょっ……、ちょっ！　落ちついてっ。綾乃っ』

　委員長の声が綾乃を止める。綾乃はたまにぐるぐるすることはあるけれど、いまみたいに普通の女の子っぽく浮かれるところを、陸は一度も見たことがなかった。たぶん男の自分には、見せてくれない顔なのだろうと、そう思う。

『チロリさんが勝手に言っただけ。いい？　私が言ったのは、ただ単にっ。ちょっと気になる相手がいるって、そう言っただけであって――』

『――好きな人いるんだっ！』

『あーもー。じゃあそれでいいわよ。はいはい。そうね。……好きかもしんない。すくなくとも気にしてる。自分でもよくわかんないんだけど。気づくと目で追ってる自分がいる。――はい。これでいいですか』

『認めたっ！　認めましたよチロリさん!?』

『自白したわね』

『じゃじゃじゃ――じゃあっ！　つぎはつぎはつぎは――えっとえっとえっと。そう。あれ訊かなきゃあれ訊かなきゃあれあれあれ訊かなきゃ』

『落ちつきなさい綾乃。――ところでお相手って、やっぱりあの子？』

『えっ？　ああああ――あの子って言いますと？』

『だからあの子。いつもケンカしている――』

『ちがいますちがいます全然まったくそんなんじゃないですアイツなんか！　単なるケンカ相手でしかなくてむしろ天敵で！』

『はい。わかりやすいリアクション。ありがと』

　さすがに委員長も、自分のリアクションが自白に等しいと気づいたか――。

『いやまあ、あの――そのっ。まあですから。えーと……』

　しどろもどろになりながらも、ついに認める。

『……まあ、そうです』

　へー。そうなんだー。へー……。

　陸は驚くというよりも、むしろ納得していた。

〝びっくり〟というよりは〝やっぱり〟という感じ。

　すぐ隣で聞き耳を立てているバカオを見つめながら――陸は、ひとりでうなずきを繰り返した。ずっと長いこと二人を見てきたからわかるのだ。しょっちゅうケンカしている二人だけど、それはきっと信頼とか、なにかそんなような種類の感情なのだろうと、そう思った。

　バカオもきっと驚いているに違いない。陸はそう思った。

『だ、誰なの？　ねえ誰なのっ？　教えて。ねえ教えて鳴海。チロリさんにだけ教えちゃって――ずるい』

　綾乃の声が聞こえる。

　どうやら綾乃にはわかっていなかったようだ。

　なんたるニブさ。さすが綾乃。ぱねえ。

『だから違うから！　アイツじゃないから！』

『だからアイツってだれーっ！』

　まあ綾乃はおいておくとして――。

「ねえバカオ。なにかコメントは？」

　陸は隣にいる親友に、そう声をかけた。

　委員長のカミングアウトを聞いちゃって、きっとバカオだって――。

「許さん」

「はい？」

　怒りに満ちたバカオのつぶやきが聞こえてきて――陸は思わず耳を疑った。

　仮にも女の子から――委員長は気の強すぎるところがアレだけど、だいぶ可(か)愛(わい)いほうの女の子。仮にもそんな女の子から想いを寄せられて、男の子として、嬉(うれ)しくないとかいったら噓(うそ)になるはずなのに――〝許せない〟って？　なんで？　それ？

「許せん」

　またバカオはつぶやいた。

　そして――。

　べきっ、とか。バカオの手が摑んでいた竹が砕(くだ)け散(ち)った。

　うわっ。竹握りつぶしたよいまバカオ！　いまベキって！

「新明路に……好きな男？　馬鹿な。誰だ。許せん。とにかく許せん。しかもケンカ相手だと？　あいつとケンカしていいのは俺だけだ。――許せん」

　いつも委員長とか呼んでるのに名字で呼んでるしっ。

　てゆうか。陸は驚いていた。

　バカオ。気づいてないんだ。なんたるニブさ。

　これはもはやラブコメ級だ。綾乃級だ。マジぱねえ。

『じゃ、じゃあ――。鳴海っ。誰なのかは内緒でもいいけど。その人って。どういう人なの……？　そ。そうっ！　わたしは鳴海の友人として――友人だよね？　わたしたち？　友人でいいんだよね？　――ああうん。ありがと。――でっ！　友人としてっ。鳴海が悪い男のひとにつかまらないようにする責任がありますっ！　たとえば具体的には……でぃ、ＤＶとかっ』

『そ――そんなっ。あいつはたしかにバカだけどっ。でもそんなっ。女の子に暴力ふるうような真(ま)似(ね)なんかしない。絶対にしないっ。私はボカスカ、叩(たた)いたりぶったり殴(なぐ)ったり蹴ったりしてるけど。でも一度も暴力で反撃してきたりしてないんだからっ。そこは認めてるしっ。す、すごいと思ってるしっ。あ、あとカバン持ってくれたりするしっ。私が坂道でハァハァふうふう辛(つら)そうにしていたら、す、すぐ気づくしっ。バカだけど無神経っていうわけじゃなくって。ちゃ、ちゃんとしてるしっ……。けっこういいところだって、あ、あるんだからねっ！』

　なんかもー、超絶ノロケがはじまっていた。

　チロリさんと綾乃のコメントがなにも聞こえてこないところから察すると、二人もきっと、辟(へき)易(えき)しているのだろう。

「くっ……」

　すぐ隣では、バカオが怒りをたぎらせていた。その手の中で、もとは〝竹〟だったものが粉々の粉末になってゆく。

「ねえー。バカオー。なんで怒ってんの？」

　わざとらしい声で、陸は訊いた。

「なにをだって？　――決まっているだろう！　俺のケンカ友達であるあいつが、どこの馬の骨ともわからんバカ男に捕まっているんだぞ！」

「あのさー。〝バカ男(お)〟ってさー。それ、バカオのあだ名だったよね？」

　陸は〝バカオ〟と呼んでいるが、クラスでは、バカ王子、バカ王と、様々だった。

　バカ男もそのひとつである。

「物の喩(たと)えだ！　俺をそんなヤツと一緒にするな！」

「バカオ。やっぱりすごいや」

　陸はある意味感心した。

　自分にはとてもできそうにない。痺れない。憧れない。

「あー……。いいお湯」

　陸は肩を湯の中に沈めきって、リラックスした。

　これ以上聞き耳を立てていても、聞こえてくるのは、きっと委員長の超絶ノロケだけだろう。

「許せん。許せん。誰だそいつ。殺す。殺すのは俺だ。やつは死ぬ。鳴海とケンカしていいのは俺だけだ」

　バカオはまだぶつぶつ言っていた。陸は面白いからそのままにしておくことにした。

「バカオも風呂に浸かったほうがいいよ。冷めちゃうよ。――って、ねえ！　ちょっと！　なにやってんのさ！」

　陸は慌(あわ)てた。

　正気を失ったバカオが――なにを思ったのか、竹柵をよじよじと登ろうとしている。

「ちょ――！　バカオ！　それだめっ！　しゃれにならないってば！　犯罪犯罪！　犯罪だってばっ！」

「若いっていいねえ」

　鳥の巣さんが、のんびりとした声でそう言った。
















「くつろいでないで！　鳥の巣さん！　止めてくださいよ！　手伝ってくださいよ！」

　我を失ったバカオは物(もの)凄(すご)いパワーで、陸一人では到底止められそうになかった。

　バカオの全体重のかかった竹柵は、ぎしぎしと嫌な音をあげている。

「あ。僕。リアル女体に興味ないから。二次元になって出直してきてくれないと。勃(た)たないから」

「あんたが勃つかどうかなんて訊いてねえよっ！　いいから手伝えってんだ！」

　ヤクザ化してもだめだった。バカオに引きずられるようにして、陸は竹柵にもたれかかった。二人分の体重のかかった竹柵は、ついにメリメリと破壊音を立てつつ、向こう側に倒壊していった。

　――女湯に向けて！

　ざっばーん。

　陸とバカオの二人は、もつれ合いながら、湯の中に頭から落ちていった。

「ぷはっ！」

　陸は顔を持ちあげて空気を吸った。そして手で顔を拭って、前に目をやると――。

　女体がいくつも立ちあがっていた。腰から上が湯の上に出ている。それはつまり肝(かん)心(じん)な場所はすべて湯の上に見えているということだ。

「あ……。」

　こちらを見ている女性陣と目が合って、陸は思わず声を洩(も)らした。

「やっ……。どもっ。」

　軽く挨(あい)拶(さつ)をする。片手を挙げる。

　棒立ちになっている綾乃が、へらへらっと顔に笑顔を作りかけて、そして反射的に手を振り返してこようとして――そして壊れたように、突(とつ)如(じよ)、固まった。

「き……」

　大きく息を吸いこむ一呼吸があり――。

「き――！　きゃああああああぁぁぁぁぁぁ――っ!!」

　悲鳴とともに、綾乃は両手で体をかばいながら湯の中に没した。

　一拍、遅れて、委員長もおなじように悲鳴を上げて湯に浸かる。

「なっ、なっ、なっ、なっ――!?　ふっ、不(ふ)埒(らち)者(もの)ぉッ！　は、は、恥を知れッ！　覗きなんてするなんて！」

「止めたよ？　僕止めたんだよ？　ほんとだよ信じてよそこだけは。あとこれ覗きじゃないから。たぶん覗きっていうのはこんな堂々とやったりするものじゃないから」

　なんで自分はこんなに冷静なんだろう。

　そう思いつつ、陸は委員長の論理の誤りを正していたりした。

　たぶん世の中には二種類の人間がいて、非常時にテンパってしまうタイプと、非常時に冷静になってしまうタイプとがいて、自分はきっと後者のほうなのだろう。

「あら陸いらっしゃい。でもこっちに入りたかったんなら、なにも柵ぶっ壊さなくても、ちゃんと入口から入ってきたらいいのに」

　チロリさんが顎とツインテールをしゃくって脱衣所のほうを示す。

「まずチロリさんには男湯と女湯というものがあるということを理解しておいてほしいです」

「そういえば入口に〝女〟って書いてあったわね。なんで陸たちいないのかって不思議だったけど。そっか。なるほど」

「本当にたったいま気がついたんですね。すいませんさすがにそれは発想の外でした」

　ちなみにチロリさんは腰に手をあてて仁(に)王(おう)立(だ)ち。この人は前からそうだけど、全裸を見られてもまったく堂々としていられる人。そのくせ、脱いだ〝ぱんつ〟を見られることは恥ずかしいのだとか、どこがツボになっているのか、まったくわからない。

「混浴にしてしまえばいいのではないか？」

　関羽さんがぽつりと言う。

　陸たちの乱入にもまるで動じていない。浜辺で一人ヌーディズムをやろうとしていたくらいの人だから、当然といえば当然だが。

「あ。そうだね。じゃあお邪魔しちゃうねー」

　鳥の巣さんが、ひょいと境界線を跨(また)いで女湯のほうに入ってくる。

　関羽さんとチロリさんの真ん中の場所に、「よっこらしょ」とかジジくさい声をあげて、すっぽりと収まる。

　さすが《マーベラス》四天王。突然の混浴化にも誰も騒がない。だてに変(へん)態(たい)やってない。

　そういえば四天王といえば、もう一人いた。

「あ、あのですね。関羽さんとチロリさんと鳥の巣さんはともかくとして……。い、いいんですか？　ヤオイちゃんは……？」

　と、陸はちらちらとヤオイちゃんのほうに目を向けた。

　湯の中に座っている彼女は、小首を傾(かし)げてこちらを見つめている。胸元は水面下にあって、ゆらゆらと揺らめく水面越しに、それなりの大きさの二つの膨らみが、見えるような見えないような。

「えーと……。肉を斬(き)らせて骨を断つ、とでも申しましょうかぁ……」

　ヤオイちゃんは手で顔を隠した。

　なにか恥ずかしいものでも見るかのように――。

　そして興(きよう)味(み)津(しん)々(しん)でいるかのように――。

「おい陸。いいかげんに。どけ」

　下からバカオの声がした。すっかり忘れていたが、二人、もつれ合って女湯に落ちたのだった。陸が上。バカオが下。くんずほぐれつ。

「いやん♡　参考になりますぅ♡」

「いやこれは違うんです！」

　陸は立ちあがると、バカオの上から素早くどいた。

「あら意外と」

「うむ」

「眼(がん)福(ぷく)♡　眼福♡」

「うわあ！」

　陸は湯の中に没した。綾乃や委員長と同じ姿勢で湯の中でうずくまる。

「まったく。へんなもん押しつけやがって。俺はそっちの趣味はないからな」

　遅れて立ちあがったバカオが、なにか汚いものでも触れていたかのように、湯で体を流しはじめる。

「ええっ？　おーじきゅん攻めがいいんですか？　わたしの中では陸(り)っきゅん攻めでおーじきゅん受け確定だったんですけど。いえ……、でもっ……、リバースもありなのかもっ……」

　ヤオイちゃんは本格的に検討をはじめてしまった。ちなみになにを言っているのかは、まったくわからない。たぶん知る必要もないと思う。

「ちょ――みんな。あのですね。勝手に混浴にしちゃっていいわけないですよ。柵直しましょうよ。手伝ってくださいよ」

　湯の中で体育座りしたまま一歩も動けず、陸は口だけでそう言った。

「いいじゃない。どうせ他のお客さんいないし。貸し切り状態なんだし。――ああ王子君は。そのまま。そのままねっ。まだ立ったままでね。あと勃っててもべつにいーから」

「はっ。ちーぱい様」

「うん素直でよろしい♡　眼福っ♡　眼福っ♡」

「超参考になりますぅ♡　あれが陸っきゅんのなかにホントに入っちゃうんですねえ♡」

「はいりません」

「なぁ鳴海……じゃなくて、委員長。さっきのことなんだが……」

　濡れた髪をもちあげてオールバックにしたバカオは、委員長に対して、そう言いかけて――そして途中でやめていた。

「ばっ！　ばかっ！　へんなもん向けんな！　見せんな！　見せなくていいからっ！」

「俺が見せてるわけじゃなくておまえが見ているんだろうが」

　堂々と立ったまま、バカオは言った。ちなみに立っているだけであって勃っているわけではない。バカオはバカではあるが変態ではない。

「ばかーっ！　バカオのばかーっ！　見せるなーっ！」

「だから見なけりゃいいだろ」

　そりゃそうだ。バカオの言い分はもっともだ。見たくなければ見なければいい。

　しかし委員長は顔を手で覆い隠しながらも、その指のあいだにはしっかりと隙間ができていて――。見るのを止められないでいるようだ。

「だめっ。もうだめもうだめ。もうだめっ。出ちゃうからだめっ」

　委員長のその隣で、綾乃はなにか呪文のようにつぶやいていた。なにが〝出ちゃう〟のかといえば、変な意味のほうのアレではなくて、綾乃のいつものアレのほうだろう。

　はなぢ店長は一日一回はなぢを流さないと死んでしまうのだ。いや。死なないか。

　ざばっ！　と湯がしぶいた。

　綾乃が突然、決然と立ちあがっていた。

「でっ――出ます！」

「わっわっ！　うわっ！」

　陸は慌てて、横を向いた。それでも一瞬、白い裸身が目のなかに飛びこんできた。

　隣ではバカオが手で自分の目を隠していた。

「俺はこれでも紳士だからな」

　さっきまで覗きをしようとしていた男が、よくも言う。

　さばざばと音がする。綾乃が太(ふと)腿(もも)で湯を蹴立てながら、風呂を横切って出口へと向かおうとしているカンジ。

　陸はバカオを見習って、綾乃の裸身から顔を背けつづけていた。

「あらいいの陸？　綾乃が出ていっちゃうわよ？」

　チロリさんの一言によって――陸は、はっと気がついた。

　そうだった。

　一番大切なことを、うっかり忘れてしまうところだった。ありがとうチロリさん。我が師匠(マイ・マスター)。

「ごめんねごめんね」

　ガン見開始。

「あらいいの綾乃？　陸にお尻を見られちゃうわよ？」

「陸君のばかーっ！」

　綾乃は風呂の縁(ふち)までたどり着くことができず、また湯中に没した。

「おい陸。ひとつ言っておくぞ。見るなよ見るなよ。鳴海のほうは絶対見るなよ」

「そんな暇ないから。大丈夫」

　陸はバカオに顔も向けずにそう言い返した。

　綾乃の背中が見えている。目をこらすと、揺れる水面ごしに、お尻のほうまで見えてくる……ような気がする。

「ごめんねごめんね」

　綾乃の背中に謝りつづけながら――。陸はがらりと声を変えて、バカオに言う。

「そっちこそ。朝倉さんのほう見ないでよね。殺すから」

「そんな暇ないから大丈夫だ」

「バカオのバカーッ！」

　委員長は両胸を手でかばって、口元まで湯の中に没しつつ、ぶくぶく言いながら叫(さけ)んできた。
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　遠い潮騒の音が、薄暗い部屋の中に響いている。

　布(ふ)団(とん)に入っても、眠りにつくことができず、陸はぼんやりと天井を見上げていた。静かな部屋のなかで聞こえる色々な音に耳を澄ましている。

　海の音のほかに聞こえてくるのは、いくつかの寝息だ。

　自分以外の誰かが同じ空間にいるというのは、どうにも不思議な感じだ。

　前にチロリさんと綾乃の二人を自分の部屋に泊めたことがある。そのときに感じたのと同じ感覚。だけど今夜は、自分のほかに聞こえてくる呼吸が、二つではなくて、七つもある。すべてを聞き分けることなんて――到底、できやしない。

　なんだか。うれしい。たのしい。ねむくならない。

　今日は本当に色々なことがあった。

　頭の下に腕を敷いて、薄暗がりの中で天井を見上げながら、陸は今日起きた出来事を考えていた。

　電車で騒いで、海でも騒いだ。

　卓球で騒ぎ、花火で騒ぎ、さらにお風呂でも騒いだ。

　もう数日間も遊びまくっているような気がする。だが驚くなかれ、すべては、ほんの一日のあいだに起きたことなのだ。

　明日はまた電車に乗って戻ることになっている。すぐにまた《マーベラス》の日常業務に回帰する。疲れを残すわけにはいかないから、きちんと眠っておかないとならないのだが――。

　しかし目が冴(さ)えてしまって寝付けない。

　遊びすぎ。

　はしゃぎすぎ。

　あとエロすぎ。

　綾乃の水着姿はかーいかった。

　浴衣で卓球していたときの〝ぽろりもあるよ〟は一生の思い出になりそうだった。

　並んで線香花火をやっていたときの、ほっぺたがくっついた瞬間は――まだ頰(ほお)に感触が残っているような気さえする。

　そして強制混浴風呂で見た――いや見えなかったけど。背中くらいしか。お尻くらいまでしか。

　やっぱり〝はだか〟を一部目撃してしまったことが、高校一年の健全かつ健康な男子としては、いちばん刺激的だった。

　眠れないのは、そのせいかも。

　陸は綾乃の寝息を探した。

　部屋は予算削減のために同じ部屋で、男女分けずに雑(ざ)魚(こ)寝(ね)状態となっているが、それでもさすがに女子サイドと男子サイドは、いちおう分けられている。

　綾乃が寝ているのは、陸のいる場所とは、ほぼ対角線上。

　聞こえるはずもない。

「はぁ……、なにやってんだろ」

　小声でつぶやいて、陸は寝返りを打った。体を横に向けて目を閉じる。

　部屋の中で誰かが起きあがる音がした。

　おぼつかない足音でトイレに向かう。一回、二回、壁にごちんと頭でもぶつけているような音がしている。

　しばらくして、遠くで水音が響いた。

　足音は戻ってくると、元の場所に向かうのではなく――。なぜだか、陸のほうに向かってきた。

　――えっ？

　体重が――布団のうえに、ぽてんと落ちてきた。他人の重さが同じ布団のうえに乗っている。だいぶ寝ぼけていたようだから、きっと場所を間違えたのだろう。

　でも、誰が――？

　陸は寝返りを打ってみた。布団が傾いているそっち側に体を向ける。

　――えっ？

　ごく至近距離に、女の子の顔があった。ドキリとなった。

　綾乃だ。

　バカオか鳥の巣さんか、さもなければチロリさんあたりかと思っていた。（チロリさんの場合は寝(ね)惚(ぼ)けたふりの確信犯）

　ままままま。まさか綾乃だったなんて。

　寝惚け癖(ぐせ)があったんだ。ちょっと萌(も)え。てゆうか。ごちんごちんと壁におでこをぶつける音が響いていたし。不器用萌え。

「すう……。すう……」

　綾乃の唇(くちびる)が薄く開いて、そこから吐(と)息(いき)が洩れだしている。

　陸はごくりと、生唾を飲みこんだ。

　綾乃はすっかり眠っている。すうすうと規則正しく呼吸をしている。

　その唇が、いやに近い距離に見えている。暗がりの中なのに、そこだけ紅(あか)く色が付いているように見える。

　見ちゃだめだ。見ちゃだめだ。

　そう思って視線をずらすと――こんどは浴衣(ゆかた)の胸元へと、陸の目は吸い寄せられた。

　浴衣のはだけられた胸元からは、綾乃の女子高生平均より大きなその膨らみが、優に四分の三ほども覗けてしまっている。
















　チロリさんの〝浴衣の下に下着は着けない〟という話を真に受けて、真(ま)面(じ)目(め)な綾乃は下着を着けずに浴衣の着用に踏み切っているのだ。実際に関羽さんとチロリさんはそうだったから説得力は抜群だったけど。それでも騙(だま)されるのはどうかと思う。おかげで卓球大会は大変だった。健全かつ健康な欲求を持つ男子高校生としては。

　そしてまた陸は、今夜最大の危機に瀕(ひん)していた。

　健全かつ健康な欲求を持つ男子高校生として、すぐ目の前に気になっている女の子の唇と、お、お、お、お……おぱい、があったとして、どどど、どうしようどうする？

　布団の上で横を向いたまま、陸は身を折って前屈みになった。

　よんどころなき理由によって前屈みになったのではなくて、単に、顔の距離を近づけようとしただけだが――。

　綾乃の顔は、さっきよりも近づいていた。鼻同士が触れあってしまいそう。彼女の吐いた吐息が、陸の頰をくすぐる。

　彼女の唇は、たいへん柔らかそうだった。

　もう。ほんの数センチばかり顔を近づけるだけで、その柔らかさを体験することができるのだ。

　引力でも働いているかのように、陸は顔を近づけていった。

　あと数センチ……。

　あと数ミリ……。

　体温さえ感じる距離になり、産毛同士が触れあって、体温と肌の感触との境界線が、限りなく曖(あい)昧(まい)になったとき――。

「……陸君ぅ」

　綾乃の唇がぽつりと動く。

　陸はぎしっと固まった。

「……陸君ぅ。ほら……すごいでしょう。この舟盛り。うふふふ……」

　綾乃のいま見ている夢は、陸と一緒に舟盛りを食べている夢らしい。綾乃の「舟盛り」へのこだわりは夢に出てくるほどらしい。

　陸はくすっと微笑んだ。

　そして顔を離した。布団から落ちない程度に距離を取り、そして窓から差しこんでくる薄明かりの中で、彼女の顔を遠くから眺めた。

　今夜は――。

　彼女の夢の中に自分が出てきていることだけで満足するとしよう。




＊




　――とか。

　そんな格好のいいことを考えていたけど。

　すぐ隣に女の子が眠っている状況のなかで寝こけられるほどの悟(さと)りは開いていない。この状況で寝られる童(どう)貞(てい)が、もしいたら、全日本童貞連盟から除名処分が下されるはずだ。

　当然、朝がくるまで陸は一睡もできなかった。

　陸の隣で綾乃は、途中一回も目を覚ますことはなく、すやすやと無警戒で安心しきった寝顔を浮かべていた。
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「ねえねえ。見て見てー。これー。また販(はん)促(そく)グッズ考えてみたんだけどー」

　いつものバイト。いつもの《マーベラス》の店内。

　鳥(とり)の巣(す)さんがニコニコと細目になって通路の奥から歩いてきた。

　レジにいた綾(あや)乃(の)と陸(りく)は、鳥の巣さんを迎えた。

「わあ。販促グッズですか」

　綾乃が歓迎する。

　前回企画した販促グッズである「あやのたん特製紙袋」は、お客さんに大変好評だった。

　一万円以上を一度にお買い上げされた方の本を、普通の紙袋のかわりに、《マーベラス》のマスコットキャラクターの「あやのたん」の特製紙袋に入れて、お持ち帰りいただくというものだが――。その紙袋目当てという勢いで、万札を握りしめて来店される方々が後を絶たず、その月の売り上げは二割増しとなった。

　紙袋を製作する原価は掛かったものの、それを上回って余りある販促効果があった。

「今度はどんなやつなんですか？　……あでも。え、えっちなのは……だめですからね？」

　すこしは綾乃も学習してきたのか。警戒する色をその目に浮かべる。

「だいじょうぶだよー。ぜんぜんカワイイからー。ほら。見て見て見てーっ」

　鳥の巣さんが取りだしてきたのは、なんの変哲もないポケットティッシュ。よく街頭で配られているようなアレである。

「ポケットティッシュの単価って……」

　と、はなぢ店(てん)長(ちよ)はスマホを取りだした。仕事で使うために、彼女は最近スマホを持つようになっている。陸はちょっとうらやましい。

　もちろん胸ポケットにしまっておく関係上、はなぢ店長のスマホは防水仕様だ。ＩＰＸ５／７の完全防水仕様で、はなぢの直撃にだって耐えうる。

「一〇〇〇個発注で＠三円ちょっと。わあ。安いんですねー……。紙袋よりもぜんぜん安い。うん……うん……、これなら一冊お買い上げのお客様にサービスしても大丈夫なのかも……」

　綾乃はさっそく商魂モードに入っている。

「ラベル入れてイラスト入れないと意味ないよー。単価上がっちゃうけど」

　そう言って鳥の巣さんは、取りだしたカードサイズのイラストを、ポケットティッシュのなかに、ぐいこぐいこと押し込んでいった。

　無地のティッシュにイラストがついて、販促用のポケットティッシュが完成をみる。

「まあ一冊の粗(あら)利(り)二〇〇円で考えればそれでも許容範囲ですけど……って！　ちょちょ！　鳥の巣さん!?　その絵って……」

　綾乃が両手で顔を覆っている。陸は綾乃の肩越しに覗(のぞ)きこんだ。

「わ！　また描いて貰(もら)ったんですか！　あの神絵師にっ！」

「あ。あの子。〝絵師〟とかそーゆーふーに呼ばれるの嫌がるから。来たときにそう呼んじゃだめだよー」

「来てたんですか！　累計部数七〇万部の金字塔を築いたあの神がっ！」

「だから〝神〟っていうのもだめだってばー。差別はよしてあげてよー。ふつうの子だよー」

「えっちいです！」

　陸と鳥の巣さんが、神と呼んではならない神絵師の話で盛りあがっているその脇で、綾乃が声を荒(あら)らげていた。

　口元ならぬ鼻元を押さえながら、ポケットティッシュと合体したイラストを見ている。

　そう言われて陸は、〝絵師〟ではなくて〝絵〟のほうをみた。

　まずキャラクターは前回と同じ〝あやのたん〟だった。〝かんうちゃん〟とか〝ちろりん〟とか〝やおいちん〟とか、あと、なんでか〝いいんちょー〟など。現在鋭意製作中のＳＤサイズフィギュアのキャララフを見せてもらったことがある。だが今回のグッズ二号用のイラストは、そういうサブキャラではなくて、セオリーを外さず、メインキャラの〝あやのたん〟である。

　今日のあやのたんは、膝(ひざ)を抱(かか)えて体育座り。

「そうかなぁ。エロい？　まだエロくないと思うんだけど」

　鳥の巣さんは首をかしげる。

　鳥の巣さんの感性はまったくもって信用ならないが、陸も今回だけは同意見だった。

　たしかにミニスカートで膝を抱えて座っているから、太(ふと)腿(もも)がかなり見えてしまっている。しかし肝(かん)心(じん)の〝そういう部分〟は、アングルによってうまく隠されていて見えていない。

　ちなみに〝そういう部分〟というのは、つまり具体的にいうと〝ぱんつ〟とかだ。

「店長。僕もべつにえっちくないと思いますよ。ぱんつ丸出し――失礼。そういう表紙ってライトノベルでもよくあるくらいですから。むしろぱんつ見えてない――失礼。これは、だいぶおとなしめのほうであると、客観的にいってもそう思います。べつに鳥の巣さんの味方なんてこれっぽっちも絶対したくないですけど」

「陸くん。さらりとひどいことゆうよね」

「そ、そうなの……っ？　ぱ、ぱ……ぱんつ見せちゃうのが普通なのっ？」

「普通とまでは言ってませんが、まあ、わりとありますね」

「そ、そうなんだ……」

　綾乃はショックを受けているようだった。もともと委員長と双(そう)璧(へき)をなすほどの真(ま)面(じ)目(め)っ子だから、ひょっとしたら、マンガやアニメやラノベといったものにも、これまで触れずにきていたのかもしれない。

「ほらポケットティッシュって街頭で配るものじゃない。いきなりエロい絵があったら受け取りづらかったりするじゃない。僕。なんだか最近わかってきちゃってさー。店の看板に、なるべくドエロイ絵を載(の)せるようにしていたんだけど、それはひょっとして、あんまりよくなかったのかなー……とか思ってさー」

「ええそうですね。入口にたてかけてある看板に、ホワイトドレッシングぶっかけくぱぁとか、中学生の僕は正気を疑いましたよ」

　エロマンガ星の住人が、常人の感性にわずかでも配慮できたことが、陸にはむしろ驚きだ。

「陸くんみたいな子は、それで店に入ってきてくれたけど。もっと普通の子にお客さんになってもらうには、表にはカワイー絵を載せておかないと、だめだよねー」

「すいません僕はだいぶ普通なほうだと思うんですけど」

「だからこれ。このティッシュ。ちょっと仕掛けがしてあるんだ」

　陸の抗議をぜんぜん聞かず、鳥の巣さんはティッシュに仕込まれたギミックの解説をやりだした。

「ポケットティッシュに、イラストって、普通、裏に入れるものなんだけど。これはわざわざ表の側に入れてあるのがポイントなのね」

　見ればたしかに、ティッシュを取りだす側にイラストが挿(そう)入(にゆう)されている。普通と逆だ。

　これでは使いにくいんじゃないかと陸が思ったところ――。

「陸くん。ティッシュ出してみて」

　鳥の巣さんの手からポケットティッシュが渡される。

　袋を両手で引っ張って、びっ、と左右に破り裂いたとき――！

　陸の認識に電撃が疾(は)走(し)った！

「くぱぁ！」

　思わず――。

　本当に思わず、陸は叫(さけ)んでしまっていた！

　ポケットティッシュを左右に開くと、脚が……、脚がっ……！

　あやのたんの脚がっ……！　左右にくぱぁ！　って！　くぱぁ！　くぱぁ！　くぱぁ！　――って！　やった!!　これスゴイよ！　鳥の巣さんあんた天才だよッ!!

「ねー？　いいでしょー？　ねー？　ねー？　ねー？」

「くぱぁ。くぱぁ。くぱぁ」

　陸はもはや人語を話すことはできなくなっていた。萌(も)え語をつぶやきながら、あやのたんの股の合間からティッシュを取りだし続ける。

「配布でアルバイトさん頼むと高くなっちゃうから。身内でやったほうがいいよね」

「くぱぁ！」

「あの子とかどうかな。ほらこのあいだ社員旅行に一緒にきてくれた女の子。店長とふたりでメイドさんやってもらうとかー」

「くぱぁ！」

　陸はまだ戻ってこれていない。

「メイドさんのコスプレ衣装とかドンキに行くと安いよねー。あと時給は一冊でいいかなー。陸くんどう思う？」

「くぱぁ！」

「ていっ！」

　鳥の巣さんのちょっぷがこめかみに炸(さく)裂(れつ)する。

　陸はようやく再起動した。

「いや委員長は〝こっち側〟でなくて〝あっち側〟のお人ですから。時給はきちんと普通に現金で支払ってあげたほうが――」

　と言いかけた陸は、彼女がもっと喜ぶ〝報(ほう)酬(しゆう)〟が存在することに気がついた。

「――ああそうだ。バカオに時給一冊支払って、それで一緒にティッシュ配りやってもらえばいいんです。委員長きっとタダで引き受けてくれると思いますよ。怒った顔でプンスカしながら、〝べ、べつにアンタが手伝ってくれっていうから、私は仕方なくやってるんだからねっ！〟とかなんとか言いつつ」

「陸くん。策士だねー」

「黒いキューピッドと呼んでください」

　鳥の巣さんと二人して、「お主も悪よのう。越(えち)後(ご)屋(や)」「いえいえお代官様ほどでは」と笑みを取(と)り交(か)わしていたところ、ぽんぽん――と、陸の肩を叩いてくる手があった。

　陸が振り返ると――。

「てぃ……、てぃっひゅ、くらはい……」

　はなぢ店長が、はなぢを流していた。
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「スマホはじめたんですよ～」

　いつものバイト。いつもの閉店間際の《マーベラス》の店内。

　傷一つない新品のスマートフォンを、用もないのに手のなかに取りだしながら、陸(りく)は誰にともなくそう言った。

　お客さんも引けて――。戦争状態が終了して――。

　店内にくつろいだ雰(ふん)囲(い)気(き)が広がったそのタイミングを見計らっての計画的犯行だ。

「わたしもこのまえからスマホでしたー」

　ちゃきっと、綾(あや)乃(の)が自分のピンク色のスマートフォンを取りだしてきた。すぐに話題に乗ってきてくれる。

　息がぴったり合っている気がして、ほんのりとした幸せを、陸は嚙(か)みしめる。

　彼女のスマホはおもに店長職の仕事のためのもの。発注やら会計処理やら取り次ぎからの連絡やら、ぜんぶ一手にそれで処理している。

　すくなくとも前世紀のものと思われる旧式のパソコンは、バックヤードで埃(ほこり)をかぶりつつある。

「ねえ。スマホってさ――」

　と、チロリさんが言う。

「――〝オナホ〟と音が似てるわよねー。あたしよく聞き違えちゃってさ」

「ふつう聞き間違えません」

「陸がオナホはじめたんですよー、って、カミングアウトしているように聞こえちゃってー。成長したねえ、って、ついホロリと」

「せんでください。そんなの聞き間違えるのはチロリさんだけです」

「そうかしら？　けっこういると思うんだけど」

　いつものナチュラル・セクハラに対して、ほぼルーチンワークと化したテンプレ突っこみを返していると――。

「あのぅ……？」

　綾乃が片手を小さく挙げていた。

「……〝おなほ〟って、なんでしょう？」

「却(きやつ)下(か)」

　陸はぴしっとそう言った。

　綾乃は拗(す)ねたような顔を浮かべる。

　しかしこれは彼女のためなのだ。オナホだって？　――なんて危険なっ！

「オナホっていうのはね――」

「――はいチロリさん。そこも却下」

　説明しようとするチロリさんも黙らせる。

「店長。きょうはもう一回はなぢ流しているでしょう。二回目流したら、ドクターストップですよ」

　はなぢは一日一回まで。二回目でドクターストップ。それが《マーベラス》におけるルールである。

「えっ？　あっ……、え、えっちな話だったの？　ごめん。……ありがと。陸君」

　最近、綾乃は、皆のいる前でも「陸君」と呼んでくれることが増えてきた。

　いつからだったか。慰(い)安(あん)旅行から帰ってきてからかもしれない。よく覚えてはいないのだが……。

「店長。ググって調べるのも禁止ですからね？」

「ああうん。しないしない」

　スマートフォンをいじっていた綾乃は、あわててエプロンのポケットにしまいこんだ。

　持ってないヨ、と、両手をひらひらと振ってアピール。

　皆のいる前では「店長」と呼んでしまう陸であった。「綾乃」とか。二人っきりになったときで、気分の盛りあがっているときなら平気なのに――。普通に下の名前で呼べるようになるときとか、来たりするものだろうか……？

　絶対にアリエナイような気がする……。

「陸くぅ～ん、オナホ・デビュー、おめでとーっ！」

　毒の息を吐きながら、またエロマンガ星の住人が、素で聞き間違いをして、やって来やがった。

「黙れオッサン。オナホじゃなくて〝スマホ〟だっつーの」

「平均寿命二週間くらいだから。大事にしてあげてねー。彼女」

「だから聞けっての」

　陸は蹴(け)った。鳥(とり)の巣(す)さんの腰に対して、ヤクザキックを入れた。

「ほらいたじゃない。聞き間違えたのは、あたしだけじゃなーい！」

「エロスはほどほどにな。少年。〝氣(き)〟の放出訓練はよいが、浪費には注意すること」

「り、陸(り)っきゅん不(ふ)潔(けつ)です。か、カノジョだなんて……。異性愛なんてフケツですよう」

〝氣〟を操るマスター武人と、〝腐(ふ)〟を操るマスター女子とが現れて、やっぱり、しっかりと〝聞き間違い〟をしていた。

「ほら。四対一っ。よんたいいーち♪　たすうけつー♪　たすうけーっ♪」

　チロリさんが子供っぽく、はやしたてる。

　こんなふうにはしゃいでいる彼女は、ほんと、姿相応の歳(とし)に見えてしまってしかたがないのだが。

「ええはいわかりましたけど。でも《マーベラス》内での多数決は、世間一般における多数決のたいてい真逆だということもすこしは自覚してください。このあいだの慰安旅行で警察沙(ざ)汰(た)になりかけてすこしはわかってくれたのかと思いましたけど。やっぱりぜんぜん無(む)駄(だ)だったみたいですね」

　陸はそう言って、この話題を終わらせた。

「あ。そういえば綾乃。販(はん)促(そく)グッズでひとつ思いついたんだけど――」

「なんでしょう？」

　話題は別の方向へと変わった。

　前回の販促グッズである「あやのたん紙袋」は好評で、売り上げに目に見える影響が現れていた。それ目当てと思われるお客さんまで出現しているくらいだ。

「〝あやのたんオナホ〟って、これ、どうかしら？」

　話題はぜんぜん変わってなかった。

「わー？　いいですねー！」

　手のひらと指先とを合わせて、にこにこと微笑む綾乃の顔を――。

　陸はものすごい勢いで見つめてしまった。

　えーっ？　えーっ？　えーっ？

　ええええええ――っ!?

　い、いいの？

　アリですか？　アリですか？　それアリなんですかーっ!?

「ところでオナホって、お人形さんかなんかですか？」

「ええそうね。近いわね。部分的にはすくなくともそうね。精巧なイミテーションね」

「ぜんぜん近くなんてありゃしません」

　綾乃の天然ボケで陸は気がついた。

　そういえば綾乃は、〝オナホ〟がなんだか知らなかったのだ。

　それがいかに危険で凶暴な品物であるのかということを知らないからこそ、そんな無邪気な顔で笑っていられるのだ。

　無邪気に「いいですね」とか、指先を合わせて同意できるのだ。

　賢(けん)明(めい)なる読者諸氏におかれてはとっくにご存じであるかもしれないが――。さっきからずっと話題の中心に居座り続けている〝オナホ〟という物体は、健全かつ健康な肉体を持つ男子が、やむにやまれぬ情動(パツシヨン)によって突き動かされ、青春の蒼(あお)いホノオを燃え上がらせる際に、アレをアレしてああするときのアレである。形状は、なんていうか……チクワ？　中央に穴のあいたシリコンゴムの柔らかな素材で出来た道具である。〝彼女〟などと隠(いん)喩(ゆ)されることから、その用途はおのずと知れよう。同居のオカンという名の敵性種族に対して、もし万が一にでも発見されるようなことがあれば、一生黒歴史化は免(まぬが)れないという危険極まりない物体だ。その恥(ち)死(し)具合でいえば〝エロ本〟や〝魔改造フィギュア〟や〝エッチなＤＶＤ〟など物の数ではない。もし〝リアル彼女〟を持っているならば即座に処分したほうがいい。もし万が一そんな危険物を所有していることを彼女もしくは嫁さんに知られたら〝破局〟や〝別居〟でさえ視野に入れねばならないだろう。

「でも綾乃。オナホの〝あやのたん〟を作るためには、〝型どり〟しないとならないのよ。――貴女(あなた)にその勇気があって？」

「わー。なんか本格的なんですねー。いいですよ。受けて立ちます！」

「いけません！」

　綾乃のおでこに、びしっと〝ちょっぷ〟を入れた。

「だからもう！　みんないいかげんその話題から離れましょうよ！　もう勘(かん)弁(べん)してくださいよ！　僕おうち帰りますよ！」

「陸が帰っちゃうから。そうね。やめましょう」

　引き下がってくれたチロリさんに、ほっとしつつ――。

「まあ……。グッズはなんかしらあったほうがいいと思いますけど……」

　陸はそう言った。

　ひとつ、欲しいグッズがあったことを思い出したのだ。

　店で作れば、一個くらい、もらえるかもっ？　いいや！　ぜひもらいたい！

「――たとえば。そう！　フィギュアとか。ああほら――限定ポスターのポールダンサー・バージョンがあったじゃないですか。あれ立体化するとか、どうでしょう？　いいえぜひぜひ！　立体化を希望しまっす！」

　前回のグッズには「あやのたん紙袋」のほかに、「ポールダンサー・アダルトあやのたん」のポスターもあった。

　紙袋のあやのたんの絵柄はカワイイが、アダルトあやのたんのほうは――。

　なんていうか……エロいのだ。金属のポールにしがみついて、胸と腿(もも)とで挟(はさ)みこみつつ、吐(と)息(いき)を洩(も)らすその表情の切なさ、色っぽさといったら――。

　しかもその乳は関(かん)羽(う)さん級。綾乃の現在年齢プラス十歳という設定だから、綾乃二十五歳バージョンということになる。

　綾乃――〝おねえさん〟になったら、ほんとうに、あんなになるのかなっ？

「わっ、わっ、わっ……わたしっ、あ、あんなに……大きくないですっ」

「いや店長の話じゃないですから。あくまでキャラとしての〝あやのたん〟のほうですから。別キャラですから」

　陸はそう言った。

　欲望のためなら、いくらでも詭(き)弁(べん)が使えた。

「そ、そうなの……？」

「綾乃ってゼッタイ十年経(た)ったら熟れてスゴイことになってると、あたしそう思う」

「う、熟れるって……」

「よかったね。陸くん」

「なんでそこで僕に振るんですか」

「立体のほうは原型師の知り合いもいるけど……。でもけっこう高いよ？　原型だけならタダで引き受けてくれるかもしれないけど、量産しようとしたら、金型とか作ることになるから、たぶん、国産車二台くらい買えちゃうお金が掛かっちゃうよー」

「ええっ？　そ、そんなにっ!?」

　陸は驚いた。せいぜい原価数百円だとか思っていた。自動車二台って……数百万円？

「だめーっ！」

　綾乃のちょっぷが、陸の眉(み)間(けん)に真(ま)っ直(す)ぐ入った。

「――陸君はっ！　うちを潰(つぶ)す気ですかっ！」

「ごめんごめん。ごめん。そんなに高いなんて知らなかったからぁ――」

　綾乃にびしびしとちょっぷを入れられて、陸は悲鳴をあげた。

「ワンメイクの一品物なら原価そんなにかからないけど。でも一体しかないんじゃ、販促物として配れないしねえ。ＳＤフィギュアみたいな小さなやつだったら、最近は３Ｄプリンターで打ち出したりできるよね。導入すると高いけど。何人か持っている人を知ってるから借りればいいかな」

「ちいさなお人形さんですか？」

「そそ。ああそうだ。どうせなら全員キャラ化してもらうってどうかなー？　〝あやのたん〟だけでなくて、〝ちろりん〟と、〝とりのすたん〟と、〝かんうちゃん〟と、〝やおいちん〟と、〝りっきゅん〟――と。ほらこれで全部フルセット」

　鳥の巣さんは、チラシの裏にさらさらと二頭身のデザイン画を描いている。

　なんか気のせいか、そこらのプロ漫(まん)画(が)家(か)より絵が上(う)手(ま)いような気がしないでもない。

「わあ。いいですねー。かあいいです」

「そしてシークレットが〝いいんちょー〟ね」

「〝しーくれっと〟って、なんですか？」

「あたりみたいなやつかな。入っている割合がすくなくてレアなやつね」

「なるほどー」

「それ委員長が怒りますよ。肖(しよう)像(ぞう)権(けん)侵害されたってカンカンになりますよ」

「あらじゃ〝おうじ〟もお隣に追加ってことで。二人は夫婦って設定で」

「ならばまったく問題は生じませんね」

「それガチャガチャにしたらどう？　店の隅に機械を置いて。そんで。お金で回すんじゃなくて、五千円お買い上げごとに一枚貰(もら)えるメダルで回せるわけ」

「うわあ。いいですねー」

　たしかにいい案だ。販促になりそう。

「決まりね」

　チロリさんは腕組みをしてうなずいた。

　と。そこで思い出したように、話を続ける。

「――そういえばこのあいだあたし、《ＡＶの精霊》の姉妹の店に行ってきたんだけどさー。なんかちょうどガチャガチャのカプセルくらいの大きさで、ミニサイズのオナホ売ってたわよ。ほらちょうど――こんくらいの大きさで」

　チロリさんが、そのちっちゃな手のひらを重ねて丸くしてみせる。ちょうどガチャガチャのカプセルの大きさだ。

「超スペシャル・シークレットとして、〝あやのたんオナホ〟――入れたら、もっと超ウケない？　ねーねー？　どうよどう？　きつきつミニサイズで今夜は貴方を離さない！　――ってポップ書こうよ書くわよあたし。――ねえ？　どうよどう？」

「えーっ……」

　思いっきり盛り下がる声があがった。

　陸ばかりではない。

　なんとあの鳥の巣さんまで、げっそりと引きまくった顔をチロリさんに向けている。

「え？　だめだった？　あたし？　これアウト？　さすがにＮＧ？」

「ないよ。ないよね。それは」

　鳥の巣さんが冷たい視線をチロリさんに送る。

「う、うらぎりものー」

　エロマンガ星人のあいだにも、派(は)閥(ばつ)やら流(りゆう)儀(ぎ)やらがあるらしい。陸にはうかがいしれない二百万光年彼方(かなた)の世界の話だが。

「えーと。おなほ。おなほ。……検索っと」

「あっ――ちょっと店長っ!?」

　ふと気を緩(ゆる)めていれば――綾乃がスマートフォンで検索をしてしまっていた。

　止めたのだが、間に合わなかった。

　検索して出てきた結果を目にした綾乃は、しばらく固まっていたが――。

「えっ？　えっえっ？　ええええええええ――っ!?」

　今日のはなぢの音は、「ぼたたっ」と、やけに重たかった。
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　いつものバイト。いつもの《マーベラス》。

「いらっしゃいませー」

　入口付近で掃(は)き掃(そう)除(じ)をしていた陸(りく)は、入ってきた二人連れの男性客にそう声をかけた。

　客商売をする者。いついかなるときであっても、反射的かつ無意識に「いらっしゃいませ」と言えるようでなくてはならない。陸もまた、自分が「いらっしゃいませ」と言った自覚さえほとんどなく、そのあとすぐに掃除に戻っていた。

　リノリウムの床を綺(き)麗(れい)にしてゆくのが、これがけっこう、楽しかったりする。

　はきはき。さっさ。はきはき。さっさっさ。

　――と。

「あれ？」

　さっきの男性客たちが、入口のところで立ち止まっていた。なかなか店内に入ってこない。なにかを探しているようなのだが、そんなところに新刊なんか置いてないし。

「やっぱいないみたいだぜー」

　掃除にもどるふりをしながら、陸は客の会話に耳を澄(す)ませていた。

「いないのかなー。メイドさん」

「ガセかよ。ちぇっ。フォロー外してやる」

　そう言って彼らは帰って行ってしまった。

「ありがとうございましたー」

　反射的かつ無意識にそう言ってから――陸は、店の中央のレジのほうに歩いて行った。

「なんかいまメイドさん探しにきた人たちが来たんですけど」

「ああ。なんか話題になってるよねー」

　鳥(とり)の巣(す)さんがいつもの細目で答えてくる。

「なにがです？」

「メイドさんのいるお店ってさー」

「どこでです？　どこで話題に？」

「ブログとかツイッターとかフェイスブックとかあちこちで」

「ああ……」

　スマホは持つようになったけど、じつはあんまり使ってない。てゆうか。ガッコとバイトと往復の生活。部屋には寝るのとゴニョゴニョするのとで帰るだけ。スマホいじっている時間なんてない。

「でも、なんでです？　うちにメイドさんなんていませんよね？」

「あれじゃないかな？　ほら――まえに販(はん)促(そく)ティッシュ駅前で配ったでしょ」

「ああ。くぱぁ一号ですね」

　陸はうなずいた。前に販促物としてティッシュを作った。

　おすわりしているあやのたんの脚を〝くぱぁ〟と開いて、ティッシュを取りだすというナイスアイデアの逸(いつ)品(ぴん)だ。それを街頭で配ったわけだが、そのとき綾(あや)乃(の)と委員長とが〝メイドさん〟のコスプレをやっていたのだ。

　ちなみに衣装はディスカウントショップで購入した。税込み三九八〇円×二着。ティシュのほうは＠三・九六円で五〇〇〇個ほど。しめて宣伝経費二七七六〇円。あと警察に届け出る道路使用許可の申(しん)請(せい)に二〇〇〇円。すべて合計しても三万円以下。宣伝効果を考えればぜんぜん安いという経営者的観点からのコメントは、これは綾乃によるもの。

　人件費などのほうも、まったくといっていいほど、かかっていない。

　まず〝あやのたん〟のキャラデザインとイラスト画は、あの伝説の超有名神エロマンガ家であるが、鳥の巣さんには「この道を薦(すす)めてもらった恩は一生掛かっても返しきれない」とかで、ギャラはなんと「タダ」。

　そして人件費。委員長への「バイト代」は、陸の策略により、隣にバカオこと芳(は)賀(が)王(おう)子(じ)を配置したことで、これまたタダ。「べ、べつにあんたを助けようっていうんじゃないんだから！　これはしかたなく！　しかたなくなんだからねっ！」と〝お釣(つ)り〟まで返ってきた。名アシストの芳賀王子への「バイト代」は、陸の部屋からお下がりのエロマンガを数冊譲(じよう)渡(と)で、これまたタダ。

　ちなみになぜ〝くぱぁ一号〟なのかというと、二号もいま企画進行中だからだ。このあいだ超特急で送られてきたノリノリのラフを見せられた。あやのたんのお友達キャラの〝いいんちょー〟が、頰(ほお)を赤らめながら、脚をくぱぁと開く様はまさに圧巻であった。

「メイドさんが配っていたものだから、メイドさんのいる本屋だとか思われちゃったみたいなんだよねー」

「あー。なるほどー」

「困ったよねー」

「べつに困らないじゃないですか。ホントにしちゃえばいいんですよ」

「なになに？　陸くん？　どゆこと？」

　鳥の巣さんが身を乗り出してくる。

「チロリさん。ねー。チロリさーん。あれどこにしまいましたっけ？」

「アレねっ！」

　チロリさんが通路の向こうで、びしっと拳(こぶし)を返してきた。握った拳の指のあいだから、親指がちょろっと突き出している、なんとも卑(ひ)猥(わい)なサインであった。

　チロリさんが階段下の倉庫スペースに頭を突っこむ。

「おはようございます。遅くなってすいません」

　チロリさんのお尻(しり)をかすって、綾乃がやってきた。鳥の巣さんと陸との間を、頭を下げつつ抜けてゆく。綾乃は今日は病院に寄ってきた日。いつもより一時間遅れている。

「ああ店長。おヒゲの店長の具合。どうでした？」

「いえべつになにも。看護師さんたちに人気でしたよ。お父さまダンディで素敵でいいわよね――だとか。みんななんにも知らないくせに」

　ちょっと不機嫌に綾乃はそう言う。

　おヒゲの店長の病名は、単に本当になんの変哲もない〝ぎっくり腰〟だった。んなもん、自宅に布(ふ)団(とん)を敷いて放置して安静にさせておけばいいのだが――。

　あれ食べたいこれ食べたい。綾乃。あーんってやってくれなきゃ嫌だ。お父さんのこと嫌いになってしまったのかい。――とか小うるさいので、綾乃はついに父親を病院に叩(たた)きこんでしまったわけだ。

「はい。あったわよ。陸。これのことでしょ？」

　発掘してきたメイド服を手に、チロリさんがやってきた。

「それです、それ」

　陸はびしっと指差した。

　メイド服を見た綾乃は、顔色を変えて――微妙に、二、三歩、ほど後ずさった。

　前回の街頭メイドさんパフォーマンスでは、はなぢこそ噴かなかったものの、かなりＭＰを削られていた。表面上、にこにこ愛想笑顔を振りまいてはいたが、げっそりとやつれきった姿が、陸の〝心眼〟には見えていた。真(ま)面(じ)目(め)少女・朝(あさ)倉(くら)綾乃にとって、その体験は〝トラウマ〟を刻みこむに充分だったことだろう。

「ほら。綾乃。貴女(あなた)の衣装よ」

「いえ、でも、それって……」

　メイド服一式をつきつけられ、綾乃は、一歩、二歩、と後ずさった。

「あら着ないの？　じゃあこれ陸にでもあげちゃおうかしら。このあいだ使ってまだ洗(せん)濯(たく)していないから、まだ匂いつき――」

「かしてください！」

　奪い取られる勢いで、メイド服が綾乃の手に渡った。

「でもっ。だけどっ。今日はっ。鳴(なる)海(み)もいないしっ。わたし一人で、こんなのとても無理っ――」

　メイド服を体の前にあてながら、綾乃は半泣きの顔になっている。

「あー、〝委員長〟っ？　うんうん僕ー。あたりー。あのね今日もね、じつはちょっとヘルプ頼みたいんだけど」

　鳥の巣さんがさっそく〝委員長〟を呼びにかかっている。しかし〝委員長〟という名前がすっかり定着してしまった。本名は新(しん)明(めい)路(じ)鳴海というのだけど。

「でもっ。だけどっ。恥ずかしいしっ――」

「だいじょうぶ――こんなのも買ってきてあるからっ！」

　じゃーん、とばかりに、チロリさんは次々と衣装を出してきた。

　ディスカウントショップ製のコスプレ衣装。三〇〇〇円とか四〇〇〇円とか、リーズナブルなのか高いのかわからないお値段の服が、何着も出てくる。

　チャイナ服。ナース服。悪(あく)魔(ま)っ娘(こ)服は背中に羽つき。

「あ。これ領収書ね」

「えええっ。経費で落としちゃったんですかあぁ！」

「宣伝費に計上しとくこと」

「えーっ！」

「もう。綾乃。だから心配しなくてもいいわよ。貴女だけに恥ずかしい思いはさせないから。今日はあたしたちもコスプレで接客するんだから」

　と、チロリさんはない胸を張ってみせた。鳥の巣さんと連合軍を組んで、みんなで次々と綾乃の「言いわけ」を潰(つぶ)しに掛かっている。

　一つ目。「今日は鳴海もいないしっ」→「鳴海くるから」

　二つ目。「恥ずかしいし」→「あたしたちも恥ずかしくなるからっ」

　ちなみにチロリさんがコスプレごときで恥など覚えるはずもないので、二個目はダウトであるのだが……。

　追い詰められた綾乃は、そんなところまで気が回らない。

「は、はいっ……。やりますっ」

　綾乃はすでに納得してしまっていた。

　責任感の強い彼女のこと、ここまで追い詰められて、断るという選択肢はない。

「関(かん)羽(う)。関羽っ。ねえほら。どれ着たーい？」

「うむ。チャイナ服を貰(もら)おう。懐かしいな。前世では中国でよく着ていた」

「ヤオイはどうする？」

「お注射しまーす♡」

「じゃあ、あたし、デビルロリで♡」

「いま自分でロリっていいましたかチロリさん」

　本日の《マーベラス》は凄(すご)い祭りとなった。

　メイドさんが二名と、チャイナ服の巨乳美女と、ナース服の妖(あや)しい腐(くさ)りかけの美少女と、デビルロリとが、一斉に、入ってきたお客さんに対して「お帰りなさいませご主人様♡」と声をかけるのだ。

　ブログとツイッターとフェイスブックとがえらい騒ぎになったのは、いうまでもない。
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「あのう。陸(りく)君。うちで扱っている漫(まん)画(が)って……」

「は。はいっ！」

　いつものバイト。いつもの《マーベラス》の店内。

　綾(あや)乃(の)から「陸君」と親密モードで呼びかけられて、陸は直立不動で返事を返した。

　本人はきっと気がついていないだろうが、綾乃は陸の呼びかたが変わることがある。つまり「紫(し)東(とう)君」と呼ぶときと、「陸君」と呼ぶときだ。後者は二人っきりでいい雰(ふん)囲(い)気(き)になったときだけに限られる。

「な、なにっ――？」

　綾乃はぎょっとした顔を返してきた。陸の反応が過激すぎたからかもしれない。

「ご、ごめん。……大丈夫だからっ。続けて？」

「う、うん。……あのね陸君あのね。うちで扱っているマンガって、愛とか恋とかっ。つまり二文字合わせて『恋愛』とかっ。そーゆーの。いっぱい入っているよね？　たくさん描かれているよね。……いますか？」

「えーっと……」

　陸は困った。

　うちで扱っている本は一〇〇パーセント〝エロマンガ〟だ。

　もし描かれているとしても、それは〝恋愛〟じゃなくて〝性愛〟のほうじゃないかと思うのだが――。

「それは良い質問ね」

　陸が答えに窮(きゆう)していると、チロリさんがやってきた。

　まっすぐに立てた人差し指を、ふりふりと左右に揺らしながら、謎(なぞ)めいて色っぽい微笑(ほほえ)みを浮かべている。年齢に見合わない色気がチロリさんにある。てゆうか。年齢ってほんとに幾(いく)つなんだろう。

「あ、あのっ――チロリさんっ！　うちにいっぱいあるマンガにはっ――！　愛とか恋とかつまり〝恋愛〟とか！　いっぱい描かれていますよねっ！」

　ぎゅーっと握りしめた手をぶんぶんと振って、綾乃は懸命に訊(き)いている。なにをそんなにムキになっているのかわからない。でも綾乃は必死の面(おも)持(も)ちで訊いている。

「恋愛？　そんなのどっかに入っているんじゃないの？」

「はっきりしてください！」

「ああ。うん。そうね。入ってる入ってる。エロと愛とはほぼイコールだから。数学記号でいうと『≒』ってやつよね」

　ぜんぜんイコールでもないような気がするが、陸は黙っておいた。

「陸君っ！」

　ロングヘアをぎゅんと振り回して、綾乃が急に振り向いてきた。

「は、はいっ！」

　陸は直立不動になった。〝きをつけ〟の姿勢となる。

「マンガ！　マンガをみつくろってください！　なんか恋愛指南になるやつっ！」

　え？　なんで？　――とか。

　どうして？　なんに使うの？　――とか。

　そんな誰(だれ)でも訊き返すようなことはしなかった。いやしくも朝(あさ)倉(くら)綾乃に憧(あこが)れる一人の男子として、委細構わず、即座に実行に移した。

「これとこれと。あとこれなんかいいんじゃないかな。恋愛っていうとやっぱりボーイミーツガールが基本だよね」

「そうね。ボーイミーツガールで出会って三分で挿(そう)入(にゆう)ね」

「チロリさんは黙っていてください」

「あの。えっと。できればガールミーツボーイのほうが――」

「ああきっとそれ同じ意味だから」

　チロリさんを黙らせ、綾乃から要望を聞きながら、陸は手早く本を抜き出した。鳥(とり)の巣(す)さんほどではないが、陸だって〝ソムリエ〟はできる。

　綾乃の探しているのは、その気のない男の子に対して女の子側からアプローチするようなものらしい。その手のジャンルが多めの本を二十冊ほどチョイスした。

　意外と見ない限定されたシチュエーションではあるものの、この《マーベラス》には、これまで発行されたすべてのエロマンガが揃(そろ)っている。なんだって見つかる。そしてこの《マーベラス》で見つからなければ、世界のどこに行ったって見つからない。

「じゃ、じゃあこれ――ちょっと読んできますっ！」

　二十冊のエロマンガを抱(かか)え――その本の山の一番上には、ティッシュを箱ごと載せて、綾乃はバックヤードにこもった。

「店長がサボってて、あれ、いーのかしら？」

「そのぶん僕らが働きましょう」

「エロマンガ山ほど持って、ティッシュ山ほど持って、個室にこもるって――あれ、男の子がやっていたら、えらいことよね」

「そんなの想像するのチロリさんだけですよ」

　朝倉綾乃がなんのためにエロマンガを〝お勉強〟しようとしているのか、さっぱりわからなかったが――。

　常に彼女の味方であるということは、陸が、もう決めてあることだった。
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「ねえバカオ――」

　その大きなお尻(しり)を机の上に乗せながら、彼女は言った。

　ブラウスのボタンは、上から三つほど、大(だい)胆(たん)に外している。

　それからスカートは超ミニ状態。お腹(なか)のところで折りこんでたくし上げるという放課後の女子高生がよく使う技を使用して、ただでさえミニのスカートが超ミニにされている。

「――足が疲れたわ。マッサージしなさい」

「なぜ俺(おれ)がおまえの足を揉(も)まねばならんのだ。――委員長」

　目の前にある大きなお尻を邪魔そうに見つめながら、バカオはため息をつく。

　ちょいエロな服装と態度でバカオを挑発するのは――誰(だれ)でもない委員長。

　普段なら売り言葉に買い言葉。クラスの名物にもなっている、女子側勇者と男子側勇者との最終決戦(ハルマゲドン)が始まっているところだが――。

　バカオはケンカ相手のいつもと違う態度に調子が出ないような顔だ。

「これは業務命令よ。いいから揉みなさい。上司の命令が聞けないっていうの？」

「なんだ業務命令って？　あといつからおまえは俺の上司になったんだ？」

「こ。このあいだの企画書っ。あ、あれっ。けっこう良かったからっ」

「だからなんなんだ企画書って？」

　会話になってないとんちんかんな会話が続く。

　その委員長の台詞(せりふ)に、陸はなんとなく見覚えがあった。

　あれはたしか陸が見つくろった〝教本(マニユアル)〟のうちの一冊。そのなかにあったエロマンガ的展開だ。「俺のＳ系上司がこんなにツンなはずがない」とか――たしかそんなようなタイトル。

　怒られてばかりのダメサラリーマン君が、Ｓ系女上司の御(お)御(み)足(あし)をマッサージしているうちに、アレがこうしてあーなって、エロマンガ的展開に至るという、まさしくエロマンガの模範的なエロマンガである。

「えーと……、だからそのつまり」

　ぱくぱくと委員長は口を開け閉め。話す言葉が見つからなくなると――机を飛び降りて、ずだだだーっと教室の隅に駆けてゆく。

　そこには綾乃が待っていた。付(ふ)箋(せん)と切り貼りが満載されて分厚く育ったノートをずびっと開いて、綾乃は委員長にこしょこしょと耳打ちする。

　一〇センチくらいに育った大学ノートには、きっとあらゆるデータが満(まん)載(さい)なのだ。

　うん、うん、うん、とうなずいた委員長は、ずだだーっとバカオのところにとって返した。

　すちゃっと眼鏡(めがね)を外す。

　そして眉(み)間(けん)に物(もの)凄(すご)い縦(たて)皺(じわ)を寄せて、バカオのことを「ぎぬろ」と睨(にら)みつける。

「こ、これはねっ――べ、べつに睨んでいるわけじゃないんだからねっ。し、視力が弱くて、よ、よく見えないだけなんだからっ」

「そうか。大変だな」

　心臓の弱い人なら睨み殺せてしまいそうな目を、委員長はバカオに向けている。

「な、なにか……感じない？　なにか思ったりしない？」

「眼鏡を掛ければいいんじゃないか。俺はそう思うのだが」

　あれは確か、陸のお薦(すす)め恋愛系のなかにあった、エロマンガの一本。いっつも自分を睨みつけてくる怖い怖い先輩にビビっていたら、じつは先輩は目が悪いだけだった、とかいうエロマンガ。

　しかし順番が逆だと思う。はじめスゴイ目で睨まれていて、眼鏡を掛けて睨むのをやめたらじつは笑顔の素敵な女性だった――となるからギャップ萌(も)えが生じるのであって、掛けていた眼鏡をわざわざ外して睨んできたのでは、それでは単なるアブナイ人だ。

「綾乃あやの、アヤノーっ！　つぎっ！　つぎどうしようつぎ！」

　委員長はまた教室の対角線の綾乃のところに駆け戻っていった。綾乃は分厚い研究資料から、またなにか作戦を伝えている。

　委員長の〝残念アタック〟は教師がやってきて授業が始まるまで続いた。
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　休み時間ごとにバカオにちょっかいをかけに行っていた委員長のことを、クラスの皆は、新種の〝因(いん)縁(ねん)付(つ)け〟もしくは〝喧(けん)嘩(か)売り買い〟あたりに解釈したようだ。

　陸もあの夏休み慰(い)安(あん)旅行のことがなければ、そう思ったに違いない。

　昼休みになると、委員長は綾乃と二人でバカオのところにやって来て――わざわざ机をくっつけてお弁当を広げにかかっていた。

　女二人、男一人ではバランスが悪いからと――なんでか陸もそのおべんとグループに引っぱりこまれた。

　綾乃と陸はクラスではなるべく話さず、なるべく視線も合わさず、一緒にいるなんてもってのほか――という方針でこれまでやってきていたのだけど。

（ごめんなさい。紫東君。つきあってくださいね。鳴(なる)海(み)の練習に）

「れ、練習っ!?」

　小声で囁(ささや)かれたその内容が、あまりにも予想外で、陸は思わず大きな声で言ってしまった。

　綾乃がしーっとやってくる。あ。はい。内緒なのね。

　陸は綾乃の耳に口を寄せた。今度はきちんと小声で言い直す。

（これ練習だったの？）

（鳴海。なんだか好きな男の子がいるみたいで……。その人にアタックする〝練習〟を芳(は)賀(が)君でやってるみたいなんです）

　綾乃はこれを〝練習〟だと思っていたのか。てゆうか。まだ気づいていないんだ。

　委員長の好きな男子がバカオだっていうことに――。

　陸の憧れる朝倉綾乃は、やっぱり物凄い女の子だった。

　なんたるニブさ。

　女子たちはお弁当を広げる。男子たちは学食で買ったパンを置く。もしゃもしゃ、もぐもぐと、各自、食べ続ける。会話なしに黙々と食べつづける四人というのは、一種、異様な風景に映っていると、陸は客観的にそう思う。

　陸と綾乃の間に会話がないのは、これは仕方のないことだが、委員長とバカオの間にもなんらかの種類の緊張感が漂っている。

「これあげる」

　委員長が、さっと紙片を机の上にすべらせた。紙はバカオのお弁当箱に当たってそこで止まった。

「なんだこれ？」

　バカオは箸(はし)の先で紙片を拾いあげる。

「一日……自由券？」

「そ。一日自由権。……なんでも命令していいのよ？」

　委員長は挑むような目をバカオに向けている。その顎(あご)先(さき)がぷるぷると震えている。

　これは委員長の乾(けん)坤(こん)一(いつ)擲(てき)の勝負。のるかそるかの大(おお)博(ばく)打(ち)。

　これはエロマンガ的展開ではよくあるところの「どんな命令でもしちゃっていいのよ♡大作戦」というやつだろう。もちろんエロマンガの世界では命令は一択だ。もし〝アレ〟以外の命令をしていたら、そのマンガは、エロマンガの看板を下ろさなくてはならない。

「じゃあその卵焼きくれ」

　箸の先で委員長のおべんと箱の中身を指し示しつつ、バカオはそう言った。

　言っちゃった。

　あーあ～……。言っちゃった～……。知ぃ～らない……。

「ばっ……！　ばかあぁぁーっ!!」

　委員長はお弁当箱をバカオの顔にぶつけた。

　そのまま席を立って、教室の外に歩いていってしまう。

　バカオの顔にはお弁当箱がしばらく貼りついていたが――。やがてぽとりと落下した。

　卵焼きが一個。バカオの口に入っている。

「卵焼き一個だけでよかったのだが……」

　そう言いながら、バカオは卵焼きを口の中に引きずりこんだ。もっしゃもっしゃとよく嚙(か)んで、そして飲みこむ。

「バカオ。バカだろ」

　陸はついにたまりかねて、そう言った。

　バカオはまったくわかっていないようで、委員長が出て行った戸口を眺めつつ、しきりに首をひねっていた。
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「なあ。委員長のやつ……へんじゃね？」

　バカオが変なことを言うものだから、陸は思わず、食べていたパンを吹き飛ばしてしまいそうになった。

　三日目になって、ようやく――そこ？

　さすがにバカオは常人と違う。仮にも〝王〟の名をもつ男。

　今日は委員長がなんか変なことをやりはじめたその日から数えて、ちょうど三日目、三度目のお昼休みだった。

　委員長の〝残念アタック〟は、手を替え品を替え、毎日次々と新バージョンになっている。「Ｓ系ツン上司・マッサージしてたらその気になっちゃったぞ作戦♡」にはじまり、「睨んでくるコワい先輩はじつはギャップ萌え作戦♡」を経(へ)て、「健(けな)気(げ)系女子・一日自由権計画っ♡」と移行していった。さらに「お兄ちゃんあのねなるみおトイレひとりでいけないの♡」と迷走しだして、しかるのちに「そんなにボーダーぱんつが好きならスカートめくって確かめてみれば!?」と、調査不足による空振りを連発するに至った。ちなみにバカオは「青白ボーダー柄ぱんつ属性」は持っていない。

　マニア向けだと「発情期がきちゃったニャン♡」なんてのも、あったあった。ネコミミまで付けて委員長は頑(がん)張(ば)っていた。

　痛すぎる。

　ちなみにクラスの中で委員長のその奇行は、新手の〝精神攻撃〟と解釈されたようだ。委員長とバカオはクラスでは〝天敵認定〟されている。事情を知らない者から見れば、委員長の一連の行動は〝嫌がらせ〟と解釈するのが妥当なところなのだろう。

　バカオがいつ「俺の負けだもう勘(かん)弁(べん)してくれ！」と言いだすのかが、クラス内トトカルチョになっているほどだ。

　たしかにバカオは二日目あたりから考えこむようになっていた。この三日目などは、朝からずっと不機嫌そうに塞(ふさ)ぎこんでいる。

　キテるキテる。ＭＰにダメージきてる。

　本日ないしは翌日にバカオが負ける倍率(オツズ)は、うなぎ登りになっていた。

「なあ。陸。やっぱ委員長……おかしくね？」

「ああ。ちょっとごめん」

　エンドレスループに入るバカオとの会話をうちきって、陸は席を立った。焼きそばパンをくわえたまま、教室の対角線上に歩いてゆく。

　教室の隅で、綾乃と委員長は、おでこを擦りつけるような距離で密談をしていた。

　昼休みの開放的な雰囲気のなかで、そこだけが、一種異様な空間になっている。

　ふだんはおべんと仲間をやっている天(あま)使(つか)真(ま)央(お)さんも最近の二人からは距離を取っている。小学生並にちっちゃな彼女は、ぶつぶつと、「えっちはいかん」とつぶやきつづけている。綾乃と委員長は天使さんと三人で「えっちはいけません同盟」でもあったはずだが、いまはすっかり悪だくみをする〝悪女〟に堕(お)ちている。

「いい？　鳴海。男の子っていうのはね――」

　指を一本立てて〝男ってのはね〟――とお説教をぶつのは、元々は委員長の得意技。

　しかしいまそれをやっているのは綾乃のほう。真剣な顔でいちいちうなずきながら聞いているのは、いまや委員長のほう。

　根拠は分厚く十数センチにも膨れあがった研究ノート。綾乃も委員長も根が〝真面目っ子〟なものだから、資料とか厚みとか権威だとかに弱いほう。

「――この研究結果によると、男の子っていうのは〝びっち〟に弱いらしいの」

「びっち？　びっち――って、どのびっち？　あのびっち？」

「あと。肉食じゃないとダメなんだって」

「お肉？　お肉……なら、食べられるけど？」

「その肉食じゃなくて、たぶん、えっちなほうの意味の……。びっちって辞書で引いたら英語のスラングで〝雌(めす)犬(いぬ)〟って意味って出てきたし……」

「ええっ？　びっちで肉食？　超びっち系？　えっ？　えっ？　私そんなの無理っ」

「がんばって。鳴海。あなたならできる。わたし信じてる。あなたなら立派なびっちの星になれるから！」

「ならなくていいから！」

　彼女の手を取って励(はげ)ます綾乃の、そのおでこに――陸はびしっと、ちょっぷを入れた。

「紫東君？」

　おでこを押さえて綾乃が言う。

「だいたいビッチっていうのはね。そもそも非処――げふんげふん。そんなことはまあどうでもいいから。ちょっと手伝ってくれない？」

「えっ？　なにを？」

「まず。僕が呼ぶまで二人で廊下に出ていてほしいんだ。うん。階段のとこくらい。理科室の前くらいまで行ってくれるといいかな」

「う……、うん？」

　陸がなにを言っているのかわからないという顔だが、綾乃はとにかくうなずいた。

「それで呼んだらすぐに戻ってきてくれる？」

　と、スマホを取りだして振ってみせる。

　携帯の持ちこみが禁止されている学校もあるようだが、うちのガッコは強力な生徒会がガッコ側と〝条約〟を締(てい)結(けつ)して、持ちこみＯＫとなっている。授業中でなければ使うのもＯＫだ。

　綾乃も慌ててポケットを探って、スマホを取りだして、ニコッと笑った。番号なんかは、このあいだの夏の旅行のときに、みんなの分と一緒に、とっくに交換済み。

「あ――、ちょっと待って」

　席を立って廊下に歩きはじめた二人を、陸は呼び止めた。

「委員長。携帯かして」

「えっ？」

　委員長は不審な顔を返してきたが、それでも訳(わけ)を訊かずに、自分の携帯を陸に預けていってくれた。

　廊下に消える二人の背中を見送って――。

　それからたっぷり三十秒くらい、じっくりと数えて――。

　陸はバカオのところに戻った。

　委員長の携帯をさりげなく机に置いて、悩んでいるバカオに声をかける。

「あれ？　委員長ってば。携帯忘れてるよ。――ほら。ここ」

　今自分でそこへ置いたばかりの携帯を指さして、陸は言った。

「んあ？　――ああ。そのうちまた戻ってくんだろ。なあ陸。なんかアイツ……へんじゃね？」

「そうだね。そうだね。委員長はたしかに変かもね」

「そう思うか!?」

　がばっと起きあがり、ぐいぐいと迫ってきたバカオに押し倒されそうになりながら、陸は後ろ手でスマホを操作した。ダイヤルした先は委員長の携帯。すぐそこに置いてある――〝それ〟である。

　そしてここが大事なところなのだけど――一八四を付けた非通知番号になっている。

　ほどなくして、委員長の携帯が鳴った。

　しかしなんで委員長――着メロが〝ひげダンス〟？

「あっ？　おい。鳴ってるぞこれ。おい。陸。どうしよう。陸。どうしようこれ？」

「バカオが出たら？」

「いやおいだめだろそれは。あいつカンカンになって怒るぞ。ビーストモードに入ちまうぞ」

「電話に出たらさ――。『クラスメートです。委員長はいまいません』――ってそう言えばいいじゃない。あ。僕トイレね」

　そう言い残して、陸はさっさと廊下に歩き出ていった。

　戸口からこっそり覗(のぞ)いてみると――バカオはしばらく迷ったあとで、委員長の携帯に手を伸ばしては引っ込め――。それを二回繰り返したあとで、三回目で、ようやく手に取った。

　――よっしゃあ！

　バカオがようやく釣れたので、陸はスマホに向かった。

『もしもし？　あのう？　もしもし？　もーしもーし？』

　電話の向こうからバカオの声が聞こえてくるが、陸は慌てず、騒がず、ポケットの中から〝秘密兵器〟を取りだした。

　ボイスチェンジャー。

　子供のころに流(は)行(や)ったオモチャだ。これは自分の声が〝ヤクザ声〟にかわるタイプ。

　わざわざ実家に帰って、引き出しと押し入れのオモチャ箱をひっくり返して、ようやく見つけてきた。妹に見つかってしまって、例によって押し倒されそうになったものの、一目散に逃げてきた。陸が家を飛び出して独り暮らしをしている理由でもあるわけだが――って、ま、それはいまはどうでもいいか。

『もしもし？　おいもしもし？　どちら様ですか？　委員長の友達ですか？』

　スマホのマイクのところにボイスチェンジャーを押しあてて、陸は声をだした。

「てめえこそ、ダレだよ？　――あぁん？」

　努めて横(おう)柄(へい)に――。

　努めてガラを悪く――。

　努めて相手を苛(いら)立(だ)たせ怒らせるようなナメた口調で――。

　陸は話した。

　ボイスチェンジャーを通した声は、バカオのほうには陸とは違う〝別人〟として聞こえているはず。

『人のことを〝てめえ〟とかいうおまえこそ誰だ？』

「関係ねーだろ。鳴海だせよ。鳴海。そこらにいンだろ？」

『残念ながら彼女ならいない』

「探せよ」

『………』

「オレは鳴海に用があんだっつーの」

　ガラの悪い喋(しやべ)りかたを心がけつつ――陸は、ちょっとノッてきた。〝オレ〟とか生まれて初めて口にした気がする。

『………』

　電話の向こうでバカオは沈(ちん)黙(もく)を通している。

　親友として、いまあいつが何を考えているのか、陸は手に取るようにわかる。

　頃合いを見計らって、陸は綾乃のスマホに電話をかけようとして――。

　だめじゃん。

　電話中だから電話かけられないじゃん。

〝計画〟に見落としがあったが、これは容易に修正可能だ。廊下の向こうに見える二人に手を振って、こっちに呼びつける。

　二人が駆け始めるのを目にして、陸は電話に向かって口を開いた。

「いいから黙っておまえは鳴海を呼んでくりゃいいんだ。オレの女をオレがいつ呼びつけようがオレの勝手だ。てめえになんか関係があるのか？　ああっ？」

　電話口の向こうから、ぶちぶちぶちぃー、と。音が聞こえてきたような気がする。

　あくまで陸の主観だけど。

　綾乃と委員長と――駆けてくる二人に、早く早くと手招きする。

　ようやくやってきた二人の背中を、どんと突き飛ばして、教室のなかに押しこんだとき、バカオの「叫(さけ)び」がついに始まった。

「いいか！　言わせてもらうぞ！」

　もう電話越しじゃなくても充分に聞こえる。

　陸に聞こえているわけだから、綾乃にも――そしてもちろん委員長にも聞こえているはずだ。

「あいつは！　新明路鳴海という女性は！　おまえなんかには勿(もつ)体(たい)ない！　あいつは俺の喧嘩友達であり、友人であり、そして最も尊敬している女性だ！　その彼女を――おまえはこともあろうに〝オレの女〟呼ばわりをした。その罪万死に値する。貴様みたいな低劣な男に彼女が引っかかるなど人類の損失だ。たとえ人類がイエスと言っても俺が許さん。いいか。大事なことだから二度言うぞ！　おまえごときに彼女は勿体ない！」

　バカオは拳を握りしめて、電話の向こうの架空のライバルに向かって熱弁を振るっている。

　委員長は立ち尽くして、そんなバカオを、びっくりした顔で見つめていた。

　バカオのほとんど〝告白〟に近いこの言葉を、委員長に自分の耳で聞いてもらって、陸は問題はほとんど解決したと、そう思っていた。
















　甘かった。

「だからね鳴海。わかる？　芳賀君の言っていたあれは〝おまえごときに彼女は勿体ない〟だったのね。それは鳴海のことをすごく買っていて、相手の男の人――って、陸君の演じてた男の人だけどね。その人が鳴海には釣り合わないって、そういう意味でって――ああああっ。だから違うの違うの。逆。逆。逆だからっ。鳴海！　それ逆だから！　鳴海があっちの人に釣り合わないだなんて、芳賀君そんなこと言ってない。ほんとほんとそれホントだからっ。絶対だからっ」

　いつものバイト。いつもの《マーベラス》の店内。

　店長は電話の応対に忙しかった。クレームの電話への応対でなくて、私用の電話。

　ほんとはいけないのかもしれないけど、まあ〝非常事態〟だから仕方がない。

　委員長は完全に自信を喪(そう)失(しつ)しちゃっていた。女子側勇者の面(おも)影(かげ)もない。

　陸の作戦が見事にハマって、バカオの〝魂(たましい)の叫び〟を委員長に直(じか)に聞かせることができたのだけど――。「おまえごときに彼女は勿体ない！」と、誰がどう聞いても「告白」にしか聞こえない。愛の告白と受け取っちゃっても充分なはず。

　しかしそんな言葉も、自信喪失状態の委員長の耳を経ると、「貴方のような立派な男性に、あんなクソ女は、正直勿体ないと思っています」として聞こえてしまっているようなのだ。なんで？　どうして？

　とにかく陸は自分が甘かったことを痛感していた。

　恋する乙女(おとめ)の負の〝ぐるぐるスパイラル〟を、正直いって舐(な)めていた。

「ねえどうしよう？　紫東君。――鳴海やっぱりわかってくれない」

　電話をミュートにしつつ、綾乃が訊いてくる。

　陸は両腕を肩から水平に差し伸ばした。掌(てのひら)をうえに向けて「お手上げ」のポーズ。

　綾乃の騎士(ナイト)として、なにか力になってあげたいけれど、正直、この状況ですぐにはちょっと名案が思い浮かばない。前回のあれだって思いつくのに三日も掛かっている。

「あらいらっしゃ～い。今日はなに？　今夜のオカズでも探しに来た？　いいの入っているわよ。この新刊なんてどう？」

　チロリさんの声が響いてくる。なにか親しげに常連客にでも話しかける口調に、陸は、通路の角の向こうに顔を出してみた。

　そこにいたのはバカオだ。こいつもあれだ。恋する男の子の負のオーラを発している。どんよりと曇った目で、どうしていいのかわからないという顔を陸に向けてくる。

「なあ委員長。変じゃないか？」

「それ昼休みから一歩も先に進んでないよねバカオ」

「あんな最低の男に委員長が……、委員長が……くそっ！」

　バカオは下を向いてつぶやいた。そういえばまだバカオに言っていなかった。あれがそもそも自分の〝仕掛け〟であり、いわば〝ドッキリ〟みたいなものであり、架空の〝最低男〟は現実には実在していないのだということを――。

「えーと……」

　なんと言っていいのか迷う。そして陸は、口を閉ざしておくことに決めた。

　言ったら怒るよね。これきっと。だから黙っておくことにするよ。

　はぁ――と、大きくため息をつく。後ろを振り向き、通路の曲がり角越しに、綾乃のほうを見てみると――。向こうもいま委員長を相手に似たようなグルグルした応対をしているところだった。

「バカオ……、ちょっとこっちについてきてくれる？」

　陸はそう言って歩きだした。バカオを連れて綾乃のところに向かう。綾乃はバカオに気がついて――唖(あ)然(ぜん)とした顔になった。口を「あ」の形に開けっぱなしになっている綾乃の、その手から――陸はスマホをひょいと取りあげた。

「ごめん。彼女仕事中だから」

　一方的にそう言って、ぷっつん、と電話を切ってしまう。

「えっ？　ちょ――!?　なんで切って――っていうか芳賀君っ!?　どうしてっ？」

　電話を勝手にぶち切られたことへの抗議と、ここにバカオがいることへの驚きとが入り交じった顔を――綾乃はしていた。

「朝倉さんもちょっとついてきてくれるかな。――バックヤード行こ」

「えっ？　えっえっ？　なんで？」

　目を白黒させている綾乃の、その肩越しに――陸はチロリさんを見つけて声を投げた。

「チロリさんちょっと店番お願いします」

「あいあーい♡」

　チロリさんが手とツインテールの片方を振って返してきた。




＊




　狭いバックヤードに三人で入ると、縦に一列にならざるを得なくなる。

　陸は先頭に立っていた。壁に張りつくように置かれたテーブルに、最近あんまり使われていないＦＡＸ兼用の電話機がのっている。

　スピーカーホンのボタンをちょっと押してみて、ツー、と発信音が聞こえてきたことを確認して、綾乃に場所を譲った。

「さっき切っちゃったから、こっちで掛けて」

「陸君ひどいです。いきなり切っちゃって。きっと怒ってます」

「ごめん。だから掛け直して。謝っておいて」

「はぁ……」

　綾乃はボタンを押していった。

　スマホも見ずに迷いなく番号をプッシュしている。委員長との間柄は、番号を暗記しちゃっているような親友関係であるらしい。

　バカオはぽかんとしている。

　綾乃がさっきまで電話で話していた相手が委員長だったということは――彼は知らない。

　陸がなにをしようとしているのか――。

　綾乃になにをさせようとしているのか――。

　まだ彼はなにも知らない。

『もしもし？』

　委員長の声が聞こえてきた。

　そこに綾乃は早口でかぶせるように言った。

「あ。鳴海。ごめんわたし。さっきはごめん。陸君が勝手に切っちゃって。ぽかん、ってやっといたから、もうだいじょうぶです」

　ぽかんとやられてない。

　――とか思ったら、いまやられた。

　ぽかん。

『ごめんね。綾乃。私。迷惑だった？　そうだよね。綾乃仕事中だもんね』

　委員長はすっかり消沈した声。電話が切れていた数十秒のあいだに、たっぷり考える時間があったからだろう。

「ううん。そんなことない。そんなことないよ。あとね。それからね。いまここに――」

『切るね』

「ああああ！　待って待って待って！　切っちゃだめ！　だめだから！」

　ここに陸と、あとバカオがいるということを、綾乃は言い損ねた。

『……だめだよ。絶対。私。嫌われているよ。だって顔を合わせたら、いつもケンカばっかりしてるんだよ？』

「だから練習しているんじゃない」

　と、綾乃は親友を励ましにかかる。

　ちなみに綾乃は、ここ数日続いている委員長の〝超残念アタック〟を〝練習〟だと思いこんでいる。バカオは単なる練習台。本命の〝好きな男の子〟というのは、バカオとはべつにいるのだと……。綾乃はそう思いこんでいるのだった。

『だけどだめだったじゃない。なんか変な目で見られるばかりで……逆効果っていうか。バカオのやつ、絶対、私のこと変な子だって思ってる』

　いえＳ系上司とか、近眼ナチュラル・ガン付け眼鏡っ娘とか、一日自由券渡してくる据(す)え膳(ぜん)女子とか、おトイレ行けないロリータとか、発情ネコ娘だとか、青白ボーダーぱんつ好き好きっ娘とか、そんなふうに思ってましたっ！

「だからこそだよ。紫東君にも芳賀君にも手伝ってもらって、もっと練習すれば――」

『ええっ？　紫東君も？　ええっ……やだなぁ。ちょっと恥ずかしいし。だいたい紫東君にはまだ言ってないし……。知られるの……恥ずいしぃ』

　しかしこうして傍(そば)で聞いていると、綾乃と委員長の話は、けっこう食い違っているように聞こえるんだけど……。

　意外と当事者たちにとっては、これだけ食い違っていても、気にならないものらしい。

　不整合があっておかしな部分は、聞こえなかったことになってしまうらしい。

「でもほら。紫東君って、芳賀君の大親友だよ？」

『そっか。そうだっけ。そうかも。綾乃の言うとおりだ。――じゃあ紫東君にだけ、秘密を打ち明けるっていうことで』

「ごめん。わたし。もうけっこう相談しちゃってた」

『ええっ!?　ひっどーい！』

　バカオのやつは、いまどうしているのかと思って、横を向いてみれば――。

　顔を顰(しか)めていた。聞こえている話を、どう解釈すればいいのか、大いに困っているという顔だ。彼にしてみれば、委員長は下(げ)衆(す)なＤＶ男と交際しているはずで、その男の声を実際に耳にもしたわけで――。

　陸はそこらの机から、メモとボールペンを取った。

　さらさらと書いて、バカオに見せる。

（あの男は委員長と付きあっているやつじゃない。ただし委員長には好きな男の子がいる。そのことでずっと悩んでいる。最近変だったのは、そのせい）

〝好きな男の子〟の部分は、ペンでぐるぐると何重にも丸で囲んでおいた。――しっかりと強調しておいた。

　そこすごく大事だから。

　バカオの顔に、ほっと安(あん)堵(ど)が広がった。だがそれもすぐに別の緊張にとってかわられる。陸の書いた言葉の意味を、正しく理解した証拠だ。

　つまり委員長は〝恋〟をしている――と、そう陸は書いたわけだ。夏の慰安旅行の夜に、風呂場で聞き耳を立てていたときに聞いた話のところに戻ってきたわけだ。

　陸はもう一枚、メモに手早く文面を書いた。

　こちらは綾乃に、ぐーっと突きつける。

「――えっ？　なに？　なんなの？」

『どうしたの綾乃？　だれかそこにいるの？』

　委員長が訊いてくる。

　書いておいた別の一枚を、さっと綾乃に突きつける。「いない」と、そう見せる。

「い、いないよっ!?　誰もいないよ。わたしひとりだけ。いま店のバックヤードだから。うん。へいき。ちょっとＦＡＸが動いただけだから」

『そ。そう。悪いね。ごめん。仕事中に。でもありがと綾乃』

　綾乃はごまかした。委員長はごまかされてくれた。ナイス綾乃。

「え、えっとね……。ところで鳴海にひとつ質問があります」

『うん。なんでも訊いて』

　陸が最初に手渡した一枚のメモを、綾乃は読みはじめる。

「委員長が好きな男の子の話です。いまここでもういちど名前を確認しておきたいんだけど……って、やだこれ、ちょっとどういう意味？」

　綾乃はびっくりして、陸のほうに顔を向けてきた。

『どういう意味……って、それ私が訊きたいんだけど。ねえ綾乃？　……ええっまさかひょっとして。私が好きな人。誰だか知らなかった……なんてことはないよね？　私、名前きちんと言――ったことは、ないか。一度も。でも大丈夫だったよね？　ちゃんとわかって特訓に付きあってくれていたんだよね？　ねえちょっと？　聞いてる？　ねえ綾乃ってば？』

　綾乃は口をぱくぱくやっていた。パニックになっている。

　そこへ陸は「アドリブで」と書いたメモを綾乃に向けた。

　綾乃はまなじりを決すると――声を発した。

「えーっと、ごめん。……だれだっけ？　どの男の子？」

『えっとね。あのねっ。なんていうか。わりといいやつなの。バカだけど。ほんとに男子の悪いところばっか寄せ集めたようなやつなんだけど。でもいいところもあって。このあいだとかっ。服入れすぎちゃって重たくなってたスーツケース。〝かせよ〟って持ってっちゃうし。でも本人も照れているのがわかるのね。いきなり口数が少なくなって。カワイーところもあるの。いいところっていえば、やっぱりほら優しいところ。私とあいつって、よくケンカするじゃない。私がグーでパンチでぶん殴(なぐ)っちゃっても、あいつ絶対殴り返してこないし。女の子に暴力ふるったりしないって絶対信じてるから、私、遠慮なくちりとりでバシバシぶっ叩(たた)けるし』

「それはちょっと控(ひか)えたほうがいいと思う」

『そうかな？　そうだよね。でもどうしよう。私。ケンカ以外であいつとどうコミュニケートすればいいのか、ぜんぜんわかんない！　どうしようどうする？』

「それであのね。鳴海ね。その男の子の名前なんだけど……」

　いいかげん焦(じ)れてきたのか、綾乃がズバリ訊きにかかる。

『だからいま言ってるじゃない。具体的かつ鮮明に』

「鳴海の話を聞いていると……。なんだかそれって芳賀君にしか思えないんだけど」

『芳賀よっ！』

　委員長の一(いつ)喝(かつ)が、その場の空気を一変させた。

　綾乃は口を「え」の形に開いて声もなく固まり――。

　バカオも同様に口を「お」の形にして固まっていて――。

　そして陸は両手を水平に広げて「やれやれ」のポーズを取っていた――。

『私が好きなのは！　芳賀王子っ！　あいつよ！　さっきからケンカ友達だって言ってるでしょう！　気がつけばあいつのことを目で追ってるの！　あいつのやることなすこといちいち目についちゃって、それで苛ついて、よくケンカしていたけど！　あいつに変態やめてまっとうな人間になってもらいたかったけど！　でもいいの！　変態のままでも！　――ううん！　あいつはいまのままでなきゃだめなの！　私！　こんなつまらない女だから。なにからも自由でいるあいつが許せなくて――そして気になっていたの！　この気持ちが〝好き〟っていうものかどうか、私には正直よくわからない。でもあいつに私のことを見て欲しいし！　私をいちばん大事な人間にして欲しいし！　自由すぎるあいつを独占できるなんて思っていないけど！　もしこの気持ちが〝好き〟っていうんじゃなかったら！　私！　一生〝恋〟なんてわからないと思う！　わからなくていいと思う！　ほんとだよ！　ほんとなんだからぁ！』

　びっくりした。委員長がこんなに〝恋する乙女〟だったとは――。

　心配いりません。委員長。それは恋です。間違いなく。

　ちらり――と、陸は横目でバカオを見た。

　もしこれで、なにも動かないような男であったら――僕は親友の名にかけて、君を殴らなければならない。君が泣くまで殴るのをやめないと思う。

　だがそんな心配は、無用のようだった。

「おまえにそんなに思い詰めさせていたとは……」

　バカオはＦＡＸにかがみこんで、その向こうの委員長に向かって話しかけた。

『ふえっ？』

　スピーカーからは、委員長の間抜けな可愛らしい声。

　さっきの激白は親友であるところの綾乃に向けて行われたものであり――まさか当の本人に〝生(なま)〟で聞かれていたとは思うまい。

　その心境は察するに余りある。

『えっ？　バカオなの？　そこにいるのっ？　なんでどうして？　――っていうか、どこから聞いてた？　どこまで聞いてたっ!?』

「はじめからだ。全部だ」

『えっ！　ちょっ!?　盗み聞きィ!?　見損なった見損なった見損なった！　バカ！　バカ！　えっち！　ハレンチ！　この卑(ひ)劣(れつ)漢(かん)っ！』

　委員長はケンカ腰で恫(どう)喝(かつ)を始めた。

「だまれ」

　それをバカオは一喝。

『ひっ……』

　電話の向こうの委員長は黙ってしまう。

「二度とは言わないからよく聞け。――いいや。大事なことなので二度言うぞ」

　大きく息を吸いこんで、バカオはＦＡＸに覆い被さるようにして、声を絞(しぼ)り出(だ)した。

「好きだ」

『ふえっ？』

「俺もおまえのことが大好きだ」

『ふええええ――っ？』

「――大事なことなので。二度言ったぞ」

『ええと。あのごめん？　なんかよくわかんなかったから。もう一回……』

「もう二度とは言わん。男に二言はない」

『あっ、あっ、あっ……』

　委員長は言葉を詰まらせている。陸も驚いていた。バカオの見せた漢(おとこ)っぷりに。

　あそこまで堂々と〝告白〟してしまうなんて――。

　なんというバカ。そして熱いやつ。ちょっと真(ま)似(ね)ができない。

　だから友達として尊敬する。〝親友〟として――。

『あっ……、あっあっ……、あ――っ！』

　スピーカーの向こうから、委員長の息を呑(の)む声が聞こえる。

　これで委員長にもわかっただろう。二人は見事に相思相愛だったということを。

　慣れないキューピッド役なんていうものから、これでようやく解放されると――。

　陸は肩を伸ばして、ほうっとあくびを洩らした。隣にいる綾乃と目が合った。綾乃も溜(た)めていた息を、大きく吐きだしたところだった。

　にこっと微笑まれて、ドキっとした。

『あ――っ！　あんたが私のこと好きなのはそれはあんたの勝手ですけど！　そ、そ、そ、それがどうしたっていうのよっ！　べ、べつにそうだったからといって！　私があんたのこと好きになるなんてことは、絶対ぜったいゼッタイ！　ないんだからねっ！』

　ツンデレ乙。テンプレ乙。

　てゆうか。委員長。さっき「私は芳賀王子が好きなのーっ！」って大絶叫してなかった？　してたよね？

　まー。どーでもいいけど。
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「へー。チロリさんも。そういうの、読むんですね」

　とある日曜日の昼下がり。

　お客さんのぱったりと途切れた暇な時間に、自分専用のマイ踏み台を椅(い)子(す)がわりに腰掛けて、チロリさんが雑誌をめくっている光景に出くわした。

　それがエロマンガ雑誌であれば、陸(りく)もいつもの光景と考えて素通りしていたところだろう。

　しかし彼女が読んでいるのは、一般コミック。

　なにかの漫(まん)画(が)雑誌だ。一般少年向け。

　つまりは――《マーベラス》に置いていない側のマンガである。

　世の中のマンガは、すべからく、二種類に分類される。

　つまり《マーベラス》に置いてあるか、置いてないかだ。

　エロマンガか、そうでないかだ。

「そりゃ読むわよ」

　ツインテールの片側を払って、彼女は言う。

　ガーター吊(つ)りのストッキングを見せつけるように、細っこい脚を組みかえる。

「だけどこのマンガ。なんかへんなのよねー」

「変って……なにがです？」

　棚の整理をはじめつつ、そう言った。

　チロリさんの近くで話すために、陸は仕事内容をすこし入れ替えた。レジを打ったり、問屋に発注をかけたり、売り切れをチェックしたり補充したりすることは、書店員として当然の業務であり、仕事時間の多くを占めているが――。それ以外にも多くの時間を、ただ単に並べ直す「棚整理」に割いている。

　本の判(はん)型(けい)というのは様々だ。なので本棚に並べるときに、奥まで突っこんでしまうと、背表紙がデコボコしてしまう。一列に揃(そろ)ってくれない。

　揃っていないと、綺(き)麗(れい)じゃないとか気持ち悪いとか、そういう理由ではなくて――まあそういう理由もあるけど――背表紙を一列に揃えるのは、お客さんに見つけてもらいやすくするためだった。

　同じ出版社の本なら同じ判型でだいたい揃うが、《マーベラス》のように著者別が基本になっていると、判型がゴロゴロ混ざってしまう。平置きされて表紙の見えている本はともかく、棚差しされている本は、背表紙だけが目印だ。

　あと、なんでか別作家の本が、変なところにまぎれこんでいることがある。たぶん「買(こ)うたやめた音頭」を踊(おど)ったお客さんが、元と違う場所に返していったからだろう。

　そういうのも直す。ひたすら直す。

　集中する。ああ落ちつく。

「やっぱ……、これ、へんよねえ」

　陸が仕事に夢中になっていると、またチロリさんのつぶやきが聞こえてきた。

「だから変って、なにがなんです？」

「なんでこの二人、ヤッてないの？」

「はい？」

　陸はチロリさんの手が開いている雑誌のページを覗きこんだ。見ただけでわかった。陸も知っているマンガだ。もう何年も続いている有名なラブコメだ。

「そのラブコメ人気ですよね。何度かアニメにもなってますし。ああ。こんどドラマにもなるみたいですよ」

「この二人って、おたがいに好意を持っているわけよね？」

　陸のレベルの高い世間話をばっさりとぶった切って、チロリさんは自分の関心事項だけにひたすら向かう。

「そりゃ。ラブコメですから」

「一緒に暮らしていたりもするみたいよ？」

「そりゃ。ラブコメですから」

「じゃあなんで？」

「なんで？　……って？　だから。なにがです？」

「だからなんでこの二人、ヤッてないの？」

「そりゃぁ……」

　陸は言葉に詰まった。

　なんだか。だんだんと。問題の本質が。わかってきたような気がする。

　つまりチロリさんは、こう申しておられるわけだ――「なぜこの二人はヤッていないのか。エロマンガなのに」と。

「ええーと……ですね。まずこの世のマンガというものは……ですね。すべからく二種類に分類できちゃえるんですよ。つまり。この《マーベラス》に置いてあるようなエロマンガと、それ以外の一般――」

「エウレカ！」

　チロリさんの上げた声に、またしても、ぶった切られる。

　ちなみに「エウレカ」とはラテン語かなにかで「わかったぞ！」の意味。一万と十二年生きている自称《エロマンガの精霊》のチロリさんには、紀元前数百年あたりはつい最近となるそうだ。

「インポなんでしょ？　この男のほう。そっかそっか。なるほどねー！」

「勝手に納得しないでください。あとそれ最近じゃＥＤとかいうらしいですよ。人を傷つける言葉はよくないらしいです」

「じゃあＥＤでもいいけど。勃(た)たないわけね。おっきしないんだ。ふむふむ」

「だからぜんぜんまったく違いますって」

「なぜ貴方(あなた)は、そんなに確信持って物が言えるの。どんなことにだって〝絶対〟なんてないはずよね？　神でもない立場の者が絶対なんて、口から出た瞬間に誤(ご)謬(びゆう)があると思わない？」

「ええたいていの物事には〝絶対〟なんてないと僕も同意します。でもこれに関しては違います。〝絶対〟にそうなんですってば。――てゆうか自称《精霊》じゃありませんでしたっけ？　チロリさん」

「ああん。そうそ。あたしは《精霊》。だけど権限なんて限定されてるしぃ。全能にはほど遠いしぃ。むしろ自然界の存在のなかではヒトに近いほうだしぃ」

「チロリさんが《精霊》かどうかはまあどうでもいいですけど」

「いいのかっ！」

「だからこれはラブコメなんですってば」

「だから。ラブコメってなによ？　それはどういうジャンルのエロマンガなわけ？」

「そこからですか……」

　酷(むご)すぎる文化的ギャップに、くらくらとめまいがしていた。

　チロリさんは歳(とし)のわりになんか凄(すご)く難しい言葉を話すかと思えば、一般常識が、こうしてぽっかりと欠(けつ)如(じよ)していることがある。エロマンガ方面だけは鳥(とり)の巣(す)さんと双(そう)璧(へき)を張るのだが。

「あ。綾(あや)乃(の)。綾乃っ。あやの～っ。陸がいじめる～ぅ」

　たまたま通りがかった綾乃のエプロンのお腹(なか)のところに、チロリさんはタックルしにいった。

　綾乃はびっくりして驚いて、反射的にチロリさんの頭を撫(な)で撫でしちゃっている。

　こうして見ると仲のいい姉と妹みたいに見える。

「紫(し)東(とう)君に……いじめられてるんですか？　チロリさん？」

「いじめてないですってば。……店長。説明してあげてくださいよ。チロリさんにラブコメって」

「はい？　羅(ら)武(ぶ)米(こめ)？」

「は？」

　なんか変な発音が返ってきて、陸は訊(き)き返(かえ)した。

「え。あ。ごめんなさい。ちがった？　あのわたし。あんまりマンガとか読まなくって……ごめんなさい。店長なのに」

　そういえば朝(あさ)倉(くら)綾乃という女の子は、真面目な優等生。

　いくら優等生でも、この現代――マンガくらい読むと思うのだが。陸が憧(あこが)れる朝倉綾乃という女の子は、度をこえて優等生であるらしかった。

「ああ……、いやあの。僕のほうこそごめん」

「ううん。わたしこそ。あの……。羅武米ってどんなマンガ？　わたし。おぼえるっ」

「いやちがうんだ。不良とかヤンキーとか出てこないからね。そこ発音違うから。羅武米じゃなくて、ラブコメね。ラブラブでコメディーだから、ラブコメね」

「あっ。そうなんだ……。いつも思うんだけど。陸君って、いろいろ知ってるよね」

「いやそんなべつにこんなのたいしたことでもなくて」

「ううん。……すごいと思う」

「そ、そっかな……？」

「ねえちょっと。あたしここにいるんだけど。……おーい？　もしもーし？　おふたりさーん？　もしもーし？　もしもーし？　はいってますかー？　留守ですかー？」

「陸君のお薦(すす)めのラブコメとかあったら。教えてほしい……かなっ」

　人差し指の先を、くっつけたり離したりしながら、綾乃は上(うわ)目(め)遣(づか)いでそう訊いてきた。

「いやでも本とか荷物になるからぜんぶ実家に置いてきちゃったし。部屋にあるマンガはぜんぶ〝時給〟のエロマンガだけだし――」

「だーかーらー。……もーしもーし？」

「じゃ、じゃあこんど――っていうか明日っ。ガッコの帰りに本屋さん寄ろうよ！　それで一緒にお薦めのマンガとか。そのラブコメとか。教えてくれない？」

「でもまっすぐ来ないと遅れちゃうよ。バイト」

「――ということで明日ちょっと遅刻します。すこしだけお願いします。――ね？　チロリさん」

「いいけど」

　綾乃に合(がつ)掌(しよう)されたチロリさんは、なんでか、憮(ぶ)然(ぜん)とした顔で答えてきた。

「陸君にね。マンガを教えてもらったら、わたしはかわりに、おいしいクレープ屋さんを教えたげます」

　朝倉綾乃は、胸に手を置いて、えっへんと言った。

「あーあーあー。あたし。なんとなくわかってきたかもー。なんでこの二人好きあってるのにヤッてないのかー、とかー」

「そういえば僕。クレープって食べたことない」

「だめ。だめ。それはだめです。陸君は、人生のはんぶんを損しています」

「そうかこれがラブコメね」
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「遅くなりましたー」

　いつものバイト。いつもの《マーベラス》の店内。

　サラリーマンの方々の最初の波がひとつ終わった頃になって、ブレザー姿の綾(あや)乃(の)が外の通りから、店の中へと入ってきた。

「どうでしたー？」

　すかさず訊(き)きに行ったのはヤオイちゃん。

「明後日(あさつて)退院していいって――先生に言われました。お店のほうにも来週明けぐらいには」

　綾乃はそう答えた。

　このところ綾乃は定期的に病院に寄ってきている。おヒゲの店長の様子を見に行っているのだ。

「そうですかー。よかったー。これでおヒゲの店長が復帰ですねー」

　ヤオイちゃんはニコニコと笑顔を返す。邪気のかけらもない純白の笑みだが、その裏側ではどんな腐(くさ)った妄(もう)想(そう)が渦(うず)巻(ま)いているかわかったものではない。〝カップリング〟とやらの選択肢が増えるので喜んでいるのかもしれない。

「てゆうか。早く連れて帰ってくれって先生に頼まれました。もう治っているんだけどねえ、とも言われました」

「あれ？　店長。――なんか怒ってます？」

　陸はそう訊いた。綾乃はなにか不機嫌そうだ。

「一生入院するとか言ってるし。お父さん。入院していればいいんだわ」

「ナースの子たちに大モテよね。デッちん。童(どう)貞(てい)なのに」

「あんなのどこがシブいんでしょう？　おうちじゃ、全然、だらしないんですよ？」

　デッちんというのは、チロリさんだけが使うおヒゲの店長のあだ名だ。その意味はいまだに不明のままである。

「やっぱチンチンがデカいからじゃない？」

「あははははー。それ関係ないって僕思うなー。だって店長童貞さんだよー。ハイウィザード級だよー」

　とても外ではできないような話を、皆はあっさりとやっている。

　しかし――。

〝デッちん〟のあだ名の意味が、あっさり判明してしまった。一生わからなければよかった。

「ずっと入院していればいいのよ」

　不機嫌な顔で綾乃は、ぶつぶつとうつむき気味になって、つぶやきを続けている。

「あれ？　店長聞いてました？」

「え？　なにを？」

「いえ。聞いていなかったらいいんです」

　おヒゲの店長のナニがデカいとかそういう話を、もし綾乃が聞いていたら、それはそれは大変なことになってしまう。具体的には、はなぢ一回にカウントされる。

「なんですか？　なんか気になりますよ。言ってくださいってば。――紫(し)東(とう)君っ」

　店に来てはじめて、綾乃は笑顔をみせた。

「いえ。いいんです」

　その笑顔を引き出したのが自分だという事実に、ちょっとだけ誇らしくなれた。

　綾乃の騎士(ナイト)役をしようと思ったことが、陸がこの《マーベラス》に来た最初の理由だ。その〝誓(ちか)い〟はいまだに継続している。

　いや誓いだとかっ！　そんなっ！　ほんとたいしたことでもないんだけどねっ！

「だけどデッちんが退院してきたら、綾乃の店長もおしまいになっちゃうわね。残念かしら」

　チロリさんがそう言った。

　陸は、はっと綾乃を見た。

「だいじょうぶですよ」

　綾乃はこくんとうなずいた。皆に向かって。そして陸に向けて。

「べつに店長じゃなくなったって。――ねっ？　陸君」

〝紫東君〟になったり〝陸君〟になったり。綾乃の呼びかたはちょくちょく変わる。おそらく本人は自覚していない。どのようなルールで変わっているのか、陸にはまったくわからない。

　綾乃の言葉を、陸は考えてみた。

　以前、おヒゲの店長が腰を治して、復帰してこようとしたことがあった。

　綾乃は代理店長の役を解かれて、もうエロマンガ専門店でバイトする必要はなくなった。そのとき陸と綾乃の接点は、消滅してしまいそうになった。

　この《マーベラス》でのバイトだけが、唯一の接点だったのだ。

　学校では単なるクラスメートを装っていた。会話さえない。まったく接点を作らない。その頃の二人は、学校内では、そのように振る舞っていた。

　しかしここ最近では、バカオと委員長の二人に付き添う形で、お昼ご飯を一緒に食べる仲。「えっちはいけません同盟」の天(あま)使(つか)真(ま)央(お)さんも含めて、五人で机を寄せてお弁当やパンを食べている。

　会話も、普通のクラスメートくらいにはするようになった。かたや委員長の親友で、かたやバカオの親友で、まったく喋(しやべ)らないというのも変な話だし――。

　だからたとえ店で会えなくなったとしても、二人の関係は終わったりしない。

　他人同士にはもう戻らない。

　その確信が陸にはあるのだった。

　陸がそうして考えこんでいる間、綾乃はずっと笑みを絶やさずに待っていてくれた。

「うんそうだね。――大丈夫」

「なにが？」

　何十秒も前の話題に返事をしている陸に対して、チロリさんが、ぽかんとした顔を返してきた。
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「ういーっす！　陸！　そして朝(あさ)倉(くら)さん！　いつも勤労ご苦労っ！」

「お……、おじゃま、……します」

　いつものバイト。いつもの《マーベラス》の店内。

　バカオと委員長とが二人して店を訪れてきた。

　フロアにいた陸と綾乃とは、ともに顔を強(こわ)ばらせた。

「あらいらっしゃい。今日は二人なのね」

「これはちーぱい様。いつにも増してお美しい。まさに痴(ち)ロリ美(び)」

「あら。おだてたってなんにも出ないわよ」

　バカオの言う「痴ロリ美」というのは、よくわかんないけど――たぶん「肉食系ロリ・エロビッチ風味」とか、そーゆーのだろう。

　ちなみにバカオはこーゆーことが普通に言えちゃうやつ。クラスの女子も迷惑している。「きゃー王子キター」とかいうあれは、たぶん迷惑の悲鳴だと……思うんだけど。

「やっ！　これは乳神様っ。いつにも増して逞しい」

　うん。関(かん)羽(う)さんはたしかに逞(たくま)しいよね。

「む？　自主トレに励(はげ)んでいるようだな。〝氣(き)〟が充(じゆう)溢(いつ)している」

「鳥(とり)の巣(す)さん。どもっ。ヤオイお姉様は上ですかそうですか」

　とっくに顔なじみとなっている四天王各員と、バカオは気軽に挨(あい)拶(さつ)を交(か)わしてゆく。

　委員長はそのバカオのうしろにぴったりとひっついて、引きつった顔で、会釈だけはやっている。左右に存在する壁と通路のエロマンガに対して、きっちりとメジャーで計ったように等間隔を維持している。エロマンガが苦手なところは、いまだに克(こく)服(ふく)できていないようだ。

　ま。そんなに簡単に克服できてしまえるものなら、うちのはなぢ店(てん)長(ちよ)が、はなぢを流すこともなくなるんだけど。

「あ、あんたのお薦(すす)めの本。は、はやく！　お、おしえなさいよっ！」

　バカオの袖(そで)を引っぱって、委員長はそうおっしゃった。

「――べ、べつに！　べつに私は読みたいだなんて思ってないけど！　あんたがどうしてもっていうなら、読んであげてもいいって言ってんの！」

「おう。どこだっけ」

　委員長に袖をちょんちょんと引っぱられて、うなずいたバカオは、その顔を陸に向けてきた。

「――なあ陸？　まえに言ってたお薦めのアレ。主人公が青白ボーダー柄のぱんつフェチで、ツンツンデレデレのヒロインが出てきて、穿(は)いてくれなかったり穿かせたり穿いてくれたりするやつ。――あれはどこだ？」

「あら彼氏に見(み)繕(つくろ)ってもらってエロマンガ買うの？　いいわねー」

「べ！　べつにこんなやつぜんぜんそんなんじゃないです！　今日だってこいつがどうしてもついてきて欲しいって、そう言うから――！」

「言ってないけどな。どこ行くの？　と訊かれたから、陸のとこ行くって言っただけだが」

　そう言うバカオのほっぺたを、委員長はむぎゅーとつまんで、引き伸ばしている。限界テストにかけている。

　以前であればグーでパンチか、チリトリで乱打だったのだが、あの一件以来、態度が微妙に変わってきている。

　委員長が告(こく)って、それに対してバカオも告ったはずなのだけど……。

「好き」とか「大好き」だとか、はっきり自分たちの口で言っていた気がするのだけど……。

　なんか二人の関係は、これまでどおりのケンカ友達的なポジションに戻ってしまっていた。

　もう付きあっちゃえばいいのにこの二人。

　見せつけられている陸と綾乃からは、そう思うことしばしばだ。

「だけどお小(こ)遣(づか)いちゃんと持ってきた？　エロマンガって高いわよー？　一冊千円。税込みで、千と五十円」

「ええっ？　そんなにするのっ!?　マンガって四百円くらいでしょ!?　……じゃないですか？」

「それは一般の少女マンガとかの話でしょ。ほらエロマンガって――」

　とチロリさんがそこらの一冊を取って手に持ってみせる。

「――ほら大きいし」

　エロマンガは一般マンガよりもぜんぜんサイズが大きい。あと紙質もぜんぜん良い。よって価格は高くなる。

「――ほら濃いし」

　鳥の巣さんがひょいと現れ、チロリさんの真(ま)似(ね)をして、そこらの一冊を手にとって、中身を開いて見せた。

　それは超絶描(びよう)写(しや)で有名なエロマンガ家の渾(こん)身(しん)の一冊。しかも一番濃いとされる一話の、さらにフィニッシュの最中の、見開きの、それは〝中出し場面〟であった。

　びゅぶーっ！　びびゅう！　びゅごお！

　――とか。凝(こ)った擬音で大量中出しの真っ最中。ちなみにアヘ顔のヒロインは、涙と涎(よだれ)と鼻水まで流して絶頂あそばされている。

　ちなみに〝濃い〟ほうは、それ値段と関係ないと思う。

「ありがとうございましたー」

　綾乃が不意にそう声をあげる。

　なにも買わずに店を出て行った男性客の背中に声をかけているのだった。

　あの人はけっこうねばったほう。果(か)敢(かん)に戦っていたほう。破れはしたものの、勇者の最後の一人。

　そりゃねえ。

　普通の女の子が店の中にいたら、たいていの男性客は逃げ出してしまうだろう。

　まあチロリさんも関羽さんもヤオイちゃんだって、女の子といえば女の子ではあるのだけど……。四天王だし。変(へん)態(たい)だってことは知れ渡っているし。

　綾乃だってまあ、女の子かつ女子高生かつメンタルとしては普通というより潔(けつ)癖(ぺき)ぎみなんだけど……。はなぢ店長だし。常連さんからはマスコットかつアイドルだし。あやのたんグッズは大人気でそれ目当てで一万円以上お買い上げのお客さんが後を絶たないし。新作まだですか？　――とか。催(さい)促(そく)とプレッシャーを貰(もら)っているくらいだし。

　一階フロアからは、すっかり人が消えてしまった。

　バカオと委員長の二人きりしかいなくなってしまった。もはや貸し切りだ。

　店にとっては大迷惑。

　帰れこのバカップル。おうち帰れ。デートすんならよそでやれ。

　陸の視線の圧力に押されたわけでもないだろうが、委員長とバカオの二人は移動をはじめた。

「こっち。二階……は、なにがあるの？」

〝南の塔〟に続く階段の前で、委員長が立ち止まる。

「腐(ふ)海(かい)だ」

「ふかい？」

「いらっしゃいませーっ！」

　南の塔あるいは腐海の主――ヤオイちゃんが階段の上から待ち構えていたかのように出現した。

　待ち構えていたのだろう。〝おいでませ〟と手招きをする。その邪気のないニコニコ笑顔に、委員長は引き寄せられていった。

　南の塔で洗脳教育されて、へんな趣味に目覚めさせられなければいいけど。いやこの店では他人の趣味を「へん」とか言っちゃいけないんだろうけど。

「はあ……。困ったもんですよね。――店長」

　と、陸はわざと大(おお)仰(ぎよう)にため息をついて、綾乃にそう言った。

　自分でもわかっているけど。距離感はめちゃめちゃ。「店長」と呼んでみたり「朝倉さん」と呼んでいるときがあったり。あとはごくごく希(まれ)なケースになるけれど、二人きりのときに限られて人前じゃ絶対に言ってないと思うけど。「綾乃」と名前で呼ぶときもある。心の中ではいつでも「綾乃」になっているが、声に出して「綾乃」とか。いったいどの口で言う？　言えちゃう？　言ってないよね。ついうっかりと。

　陸が内心でそんな葛(かつ)藤(とう)をしていると、綾乃は、ぽつりと口を開いた。

「いいな」

「えっ？」

　陸が思わず訊き返すと――。

「え？　あっ！　ち！　ちがうのこれはっ！　二人を見ていてそう思ったんじゃなくて！　特に鳴(なる)海(み)がいつもとぜんぜん違うんだすごいな、なんてぜんぜん思ってないから！」

　はい。解説をどうもありがとう。

　真(ま)っ赤(か)になってしまった綾乃と二人で、陸はレジに立っていた。
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　その翌日。

　陸が一人でレジ番をしていると――。

「陸。あなた。だめだめよ」

　いきなりチロリさんにダメ出しをされてしまった。

「なぜ僕はいきなりダメ出しをされているのでしょう。――ていうか。なにがどんなふうにだめなんでしょう」

「それではあたしをいまから恋愛師匠とお呼びなさい」

「なんでだめなのか教えていただかないことには、弟子入りするのは不可能に近い難易度に思えます」

「だから教えるんだったら、弟子と師匠の関係になるでしょう。師匠が火(か)中(ちゆう)の栗(くり)を拾ってこいと言ったなら、弟子はサー・イエス・サーと言って、大(おお)火傷(やけど)してでも拾ってくるものなの」

「それは師(し)弟(てい)関係と言うよりは軍隊関係って感じですけど。あと女性の場合にはそれイエス・マム・イエスになるんだと、前にどっかの本で読んだ覚えがあります。あれは大変ためになるライトノベルでした」

「陸。エロマンガ以外も読んでたんだ。あら生意気。陸のくせに」

「聞き捨てならないことをさらっと言葉の端(はし)々(ばし)に混ぜてきますよね。チロリさんって」

「でもジュブナイルは読んでも、女性心理の本は読んできていないようね。陸って」

「ジュブナイルってそれいつの時代ですか。いまはライトノベルっていうんだと思いますよ。――ええまあ。女性心理がわかってないって、そこは認めますけど」

　痛いところを突かれて、陸は首をうなだらせた。

　綾乃がぽつりと「いいな」と口にして、それから、なんだか距離を取られてしまっている。今日はまだ口きーてもらってない。

　彼女がなにを考えているのか、よくわからない。

　たぶん恥ずかしがってるだけだと思うけど。ひょっとしたらアレ怒っているのかもしれないし。なんで怒るのかわかんないけど。僕が気が利(き)かないからかもしんないけど。

　もうすぐおヒゲの店長が帰還してくるわけだけど。そのことでいつもの日々が終わってしまうかもしれないけど。それでも陸は大丈夫だと思っているけど。綾乃のほうがどう思っているのかまではわかんない。

　最初に「大丈夫」とそう言っていたのは綾乃なんだけど。

「貴方(あなた)がなにを悩んでいるのか、当ててみせましょうか」

「あたりです」

「まだなにも言ってないでしょ」

　陸は手を広げて降参のポーズをしていた。勝てない相手には素早く負けておくに限る。

「貴方はあの子との関係を進めたがっている。もうすぐ店長じゃなくなっちゃうしね。店長とバイト。もしくは、はなぢ店長と騎士(ナイト)君の関係は終わっちゃうかもしれない。だけど相手の気持ちがわからない。だから不安になってる。――どう？　合ってる？」

「パーフェクトです……と、言いたいところですけど。正直。わかんないんですよ。このままでいたいのか、どうなのか、自分でも……」

　陸は素直に白状した。そこまで見抜かれていて、もはや隠しても、なんの意味もない。

「うん。それは大丈夫♡　陸がどうしたいのか。あたしにはわかってるから♡」

「はぁ……」

「それで返事は？　あたしの弟子となる気は？　返事は――〝はい〟か〝イエス〟で聞きたいわね」

「イエス・マム・イエス」

　陸はそう言った。
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「ちょ――まずいですってば。チロリさん」

「あはん♡　なにがぁー♡」

　陸はチロリさんと二人でレジ番に入っていた。

　一人がレジを打っているあいだにもう一人が袋詰めをしたり、一人が会計をやっているあいだにもう一人が次のお客さんのレジ打ちをしたり、そんなふうにサポートするために、二人並んでレジに入ることはある。

　ただしその際には〝横〟に並ぶ。こんなふうに〝縦〟に並んだりしない。

　おまけにいま店はぜんぜん忙しくない。よってレジに二人いる必要はまったくない。

「ほうら。陸♡　がんばりなさい」

「だからいったいなにをどう頑(がん)張(ば)ればいいっていうんでしょう」

　陸の体の前にすっぽりと収まったチロリさんは、その小さなお尻(しり)を、ぐいぐいと押しつけてきている。

「こんなところでだめよ陸。勤務中に許されるモース硬(こう)度(ど)は三までだからね」

「だったらやめてくださいよチロリさん」

　毎度毎度のチロリさんのセクハラだが、いつもは言葉上だけのことであって、こうして身を張ったセクハラはあまりしない。

　それが今日に限っては、そーゆーのばかり。

　背後から忍び寄ってきて、突然抱きつき、ちーぱいを背中に押しあててきたり。耳たぶに息を吐きかけてきたり、あまつさえ甘(あま)嚙(が)みしてみたり。シャツの裾(すそ)から手を差し入れて男の乳首を弄(いら)ってきたり。

　こうしてちっちゃなお尻をグイグイ押しつけてきたり。

　ちなみに陸は頑張っていた。チロリさんに言われたからではないが、頑張らざるをえなくなっていた。円周率とルート二とルート三とルート五とを、小数点以下、知っているところまで数えた。オカンの裸を思い浮かべた。

　リラックスして、だらーんとなっておくために、ありとあらゆる試みを行った。

「女性心理を教えてくれるんじゃなかったんですか」

「それは単なる通過地点。最終目的は別にあるって。――あたし言ったけど？　きちんと契約前に」

「だれもなにも契約していません。弟子入りしただけです」

「ふふふ。ほら。契約済みじゃない♡　これで貴方の魂(たましい)はあたしのもの♡」

「悪(あく)魔(ま)に魂を売り渡した気分です」

　と。レジの中でそんなことをやっていたら――。

　綾乃がとことこ歩いてきてしまった。

　チロリさんに離れてもらおうとするのだが、陸が後ろに下がったぶん、チロリさんはお尻を後ろに下げてくる。

　やがて陸は壁に押さえこまれてしまった。

　チロリさんが、カウンターに腕を突っぱり、その後ろに陸が立ち、二人のお尻と股間は隙(すき)間(ま)なく密着していて――。なんだかアブナイ体勢になってしまう。

　エロマンガでよく見るアレ。立ったまま後ろからするときのアレ。女の子に木とか壁とかテーブルとかに手をつかせて、うしろからお尻を抱えるアレなときの体位。

「――えっ？」

　こちらに気づいた綾乃が、ぎょっとした顔で立ち尽くす。

「ち、ちがうんだこれはっ！」

　陸は弁解を叫(さけ)んだ。

「あん。陸。かったぁいのが当たってるゥ♡」

　チロリさんが一秒で台無しにしてくれた。
















　綾乃はしばし唖(あ)然(ぜん)としていたが――きっと強い目になって、言ってきた。

「お……っ！　お客さんがいなくてもっ！　遊んでいないでくださいねっ！」

「あっ。はい。遊ぶのやめます。てゆうか。チロリさん。頼みますから離れてください」

「ちぇっ」

　ぎぬろ、と綾乃ににらまれて、チロリさんがようやく離れてくれる。舌打ちしたけど。

　綾乃はどすどす足音を響かせて、奥に歩いていってしまった。

　本当は事情をすべて説明して、自分に非がまったくないことを説明しておきたかったのだけど――。

　とても声をかけられる背中ではない。

「あら綾乃。意外と冷静ね？　もっと怒るかと思ったのに」

「だから怒らせないでくださいって」
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　次の日も、また次の日も、チロリさんのセクハラは続いた。

　ふだんは別に普通のチロリさんなのに。綾乃が近くにいるときだけ、きまってエロ痴(ち)女(じよ)と化してイタズラを仕掛けてくるのだ。

　おかげで綾乃は常に〝怒りのオーラ〟を身にまとうようになった。

　そうして、ついに――。

　おヒゲの店長の復帰が近づいてきた。
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「店長、復帰、おめでとー」

　ぱん、ぱん、ぱんと、クラッカーの音が鳴り響く。

　店を閉め終わってからの遅い時間になって、髭(ひげ)面(づら)の男性が店を訪れた。

　明日から正式に復帰する、おヒゲの店長こと、朝倉デッちん――もとい。朝倉治(じ)五(ご)郎(ろう)である。

「店長～っ、お腰は、もういいんですかぁ？」

「いやもう完調。入院前より調子がいいくらいだよ」

　ヤオイちゃんにジュースを注がれて、おヒゲの店長は上機嫌だった。

　ジュースが並び、軽食も出ている。軽いパーティの雰囲気になっている。

　陸は紙コップに口をつけながら、ちらり――と、綾乃に目を向けた。

　綾乃は笑顔を父親に向けている。そして時折、ぱちぱちと手を叩いたり、わーと皆に合わせて歓声をあげてみたり。

　機嫌は良さそう……な感じ？

　――と。

　長いこと見つめつづけていたら、綾乃と偶然目が合ってしまった。

　ぷいっ、と綾乃は顔を背けた。

　やっぱ怒ってるぅ……。

　陸はがっくりとうなだれた。

　綾乃との仲を取り持ってくれるんじゃなかったでしたっけ。チロリさん。

　おヒゲの店長の復帰まで、連日続けられた「セクハラ」によって、綾乃との距離は縮まるどころか、月よりも遠く離れてしまったような気がする。

　恨(うら)みもしくは抗議の視線を向けてやろうと、チロリさんの姿を探してみたら――おヒゲの店長を取り巻く輪の中には見当たらなくって――。

　明かりを落として暗くなったフロアの先のほうに、ツインテールが消えてゆくのが見えてしまった。

　輪から離れて、陸はチロリさんのツインテールを追った。

　右に左に、くねくねまがる一階フロアの先で、こちらを向いて待っているチロリさんがいた。

　いたずらっぽい笑みがその顔に浮かんでいる。

「やっぱり♡　ほぅら♡　陸♡　やってきた♡」

「やっぱり――じゃないですよ。チロリさんのうそつき。うそつきつきつき。店長――じゃなくて、朝倉さん――でもなくてっ、あ、綾乃に嫌われちゃってるじゃないですか。あれ完全に嫌われちゃってますよ」

「あら？　陸にはあれが嫌っているように見えるのかしら？　さすが陸ね。なんという童貞力の高さかしら」

「そこ童貞関係ないでしょう。チロリさんのうそつき。うそつきつきつきつきつき――」

「じゃあ舌っ♡　抜いちゃって♡」

　ピンク色をした舌を突きだして、チロリさんは挑発する。言葉から表情から舌の動きに至るまで、なにもかもがエロすぎる。

「そんなこと言ってると、ほんとに抜いちゃいますよ」

「んっ♡」

　突きだされたままでいる舌を、陸はからかうつもりで、むにゅっとつまんだ。

　唾液にまみれた粘(ねん)膜(まく)の感触を指先に覚えたのも束(つか)の間(ま)――。

　チロリさんの舌が螺(ら)旋(せん)を描いて攻めこんできた。指の根元まで瞬時に制圧されてしまう。

「わっ、わっ、わわっ――わーっ！」

　陸は声をあげた。いや。声をあげさせられた。

　指から伝わる刺激に対して、声をあげないことには、とても堪(こら)えることができなかった。

「うっふん♡」

　チロリさんに手を引っぱられ、くるっと体勢をひっくり返されて、壁に押さえつけられる。

　ぺろり、と舌なめずりをすると、チロリさんは、その薄っぺらいカラダを押しあててきた。

　ちーぱいを陸の胸よりは腹に近いあたりに押しつける。そして大(だい)胆(たん)に持ちあげた片脚を、陸にヘビのように絡(から)みつけてくる。チロリさんのお気に入りの格好は、超マイクロ丈のデニムパンツ。そこからにょっきりと伸びだした生脚が、その露出している素肌の部分が――陸の肌と直(じか)に触れあっている。陸の格好も今夜はハーフパンツだ。絡みつく脚の素肌と素肌とは、まるで貼りついてしまったかのよう。

　チロリさんの熱い吐(と)息(いき)に喉元をくすぐられる。陸は自分の身にいま一体なにが起きているのか、まったく理解できずにいた。

　えーと。

　これってつまり。

　なんだっけ。

　なんで店の隅の薄暗がりで、チロリさんと抱き合っているんだっけ。

　てゆうか。なんで襲われているんだろ？　僕？

「ねえ。陸。勃(た)っちゃってるんだけど？」

「そ、そりゃあ……」

　こんなふうに、こんなように、恋人みたいに女の子と抱き合っちゃって、アレがああなってしまわない未経験者なんて、いるはずがない。チロリさんは控(ひか)えめに言っても美少女ではあるし。

「あたしって。陸のレンジ外なんじゃないっけ？」

「そりゃ……、そうです……けどっ」

「けど、なに？」

　チロリさんは外見小学生ではあるけれど。中身までそうなわけじゃない。そのはず。

　こんなにエロいロリ痴女が小学生のはずがない。

「ところで、どうしよっか？　これ？」

　絡みついた脚を支えにして、チロリさんは腰を揺すりたてる。股(こ)間(かん)を密着させたまま前後上下に自在に動かす。

「あっ、ちょっとやめ……、それやめっ――」

　陸は切(せつ)羽(ぱ)詰まった声で、そう制止した。声だけでなくて本当に切羽詰まってきた。

「どしたの陸？」

「だからまずいです。マズいですってば。……わかってくださいって。チロリさんっ」

「じゃあ……、出しちゃう？」

　上(うわ)目(め)遣(づか)いに、彼女は訊いてきた。

「ぱんつの中に出しちゃう？　それともあたしの中に出しちゃう？」

「ちょ……なに言ってるんですか！」

「このまましちゃおうか？　ここに突っこんで、すっきりしちゃう？」

　チロリさんは股間をぐりぐりと擦りつけてくる。

「すぐだよ。ジッパー下ろして。脇から入れるだけ。……三秒でデキちゃう？　……それとも五秒くらいかな？　陸はどう思う？　試してみればわかること？」

　絡みついてくる彼女を押しのけるためには、突き飛ばさなくてはならないだろう。

　陸がその決意を固めたとき――。

　横手で、がたんと音がした。

「あら。おっそ～い。綾乃っ♡」

　チロリさんが顔を横に向けて、そらちに言っている。

　陸も顔を向けた。

　本の山を崩(くず)して、綾乃が蒼(そう)白(はく)な顔で立っていた。

「やっ……、ちが……、ちがうんだ！　ちがうんだこれは！」

　これはチロリさんのまたもや悪戯(いたずら)で――いや悪戯かどうなのかちょっと判断つきかねるけど。

　でもべつに自分からやったわけではなくて――！

　それに――そう！　いま押しのけようとしていたところだし！　本当だし！　本当なんだから信じてよ！　綾乃！

　声に出してそう言いたいのに。

　現実の陸が取っている行動は――といえば、ふるふると首を左右に振るだけだった。

「ば――」

　立ち尽くしていた綾乃の顔に表情が戻り――。その口が、大きく開かれた。

「ばかっ！　しねっ！」

　叫んだあと、綾乃はそのまま、すぐ脇の階段を駆け上がって行ってしまった。

　陸はチロリさんと、しばらく抱き合ったまま過ごしていたが――。

「よいしょ、っと」

　チロリさんが脚をおろす。結合――っていうか、合体――っていうか、とにかく絡み合っていた体勢が終了した。

「……どうするんですか。店長。怒っちゃいましたよ」

「しねだなんて。ひどい嫌われようだわねー。陸」

　チロリさんは疲れたような声でそう言った。

　疲れたのはこっちだ。これから綾乃の機嫌を直す苦労を思うと……。このまま引きこもってニートになってしまいたい気分だ。

「どうするんですか。どうすればいいんですか」

　頭を抱えて、陸は言う。

「さあどうしよっか」

　やっぱり疲れたような声で、チロリさんは言う。ツインテールの根元を、こりこりとめんどうくさそうに掻(か)いている。

「無責任なこと言わないでくださいよ。元はといえばチロリさんのせいですよ。――ていうか。ぜんぶチロリさんのせいなんですよ。店長――綾乃とっ、仲を取り持ってくれるなんて、そんなこと言って……」

「言ったけど」

　チロリさんは唇(くちびる)を尖(とが)らせて、そう言ってきた。

　逆ギレですかーっ。

「これじゃまるで逆じゃないですか。嫌われちゃって。しね。とか僕言われて……。どうしましょう？　いったいどうしたらいいんでしょう？　これから僕？」

「じゃあさ……。あたしとほんとに付きあっちゃう？」

「へ？」

　陸はびっくりして、チロリさんの顔を見返した。

　なにを言ってるんですか――と言いかけて、口をつぐむ。

　チロリさんが、なにか、ひどく思い詰めたような顔をして、こちらを見つめてきていたからだ。

「ねえ。あたしと付きあっちゃいなよ、陸――」

「え……？　あの……、ちょっ？　ちょっと？　じょ……冗(じよう)談(だん)ですよねっ？　じょ、冗談はもうやめましょうよ？　そろそろシャレにならない……ですよ？」

　思い詰めた顔のまま、チロリさんは、すっと間合いを詰めにきた。

　首筋に彼女の腕が回ってくる。

　ものすごい爪(つま)先(さき)立ちの格好になって、陸の首筋からぶら下がるようにして、チロリさんは――。

　キスを、してきた。

　陸は唇を奪われた。

　長くて短い数秒という時間が過ぎていって――。

　チロリさんは、唇を離した。

　唾液の糸で二人の口のあいだに橋がかかって――一瞬、やっ、と、チロリさんは恥じらいを浮かべた。

　細い手首で――その手の甲で、口元を拭(ぬぐ)って、チロリさんは陸をまっすぐに見つめてきた。

「これって？　陸のファーストキス？」

　陸は答えない。答えられない。

　ただただ、びっくりしていた。驚いていた。

　えーっと。いま。なにされた？

「ねえあたしを選びなよ」

　チロリさんは言った。一歩前に出てくる。

　そして陸は一歩後ろに下がった。

「いやその。選ぶとかって言われても……。そのあの？　選ぶってなにを？　ていうか。えっ？　えええーっ？」

　ままままま。まさか。まさか。チロリさんが？　あのチロリさんが？

　恋？　コイ？　鯉？　じゃなくて恋？　僕に恋？　どすこい？　どっこい？　それぜんぜんちがうコイ？

　えっ？　えっ？　ええええーっ!?

　ええええええええかええええええ――っ!!

　陸がパニックになっていると、チロリさんは――。

「キャハハハハハーッ！」

　突然、お腹を抱えこんで、けたたましく笑いはじめた。

「あーっ！　おッもしろかったーッ！　陸ってばなに？　そんなに慌ててどうしちゃったの？　あせった？　アセっちゃった？　ホンキにしちゃった？　あたしの告白、いまのどう？　どうだった？　ほらお言いなさいよ。そんなに真に迫ってたーッ？」

　ひとしきり笑ったあと、チロリさんは、ふっと表情の欠けた顔になって――。

「あー……。これで一年はオモシロおかしく思い出し笑いができるわ」

　と、そうおっしゃった。

「このあたしが、あんたみたいな小(こ)僧(ぞう)に惚(ほ)れるわけないっしょー。一万歳も違うんだし」

「えと……、ええ、はい。まあ人生経験……ちがいそうですよね」

　のろのろとしか動かない頭で、陸は合いの手を入れた。

　いつものキレが、まったくない。

「ほら綾乃追いかけなさいよ」

　とん、と背中を押された。

　彼女の小さな手が、陸の背中を押してくる。

「ひとつだけ。いいこと教えといたげる。綾乃。あれ怒ってるんじゃないから。あれは〝嫉(しつ)妬(と)〟っていうものだから。綾乃ってば、いい子過ぎるのよね。委員長だったら一発で済んじゃうとこなのに。あの子いったいどれだけ我慢するのかしら。ほんと。どんだけよ？　この何日かで、あたしたち、いったい何回濡れ場を見せつけたっけ」

「いえどこもまったく濡れてはいませんが」

　ようやく戻ってきた調子で、陸はチロリさんに突っこみを入れた。

「いいこと。陸。あれは嫉妬よ。あとは、もう――わかるわよね？」

　綾乃の見せたあれがチロリさんの言うように、本当に〝嫉妬〟だとして――陸にはとてもそうは思えないのだけど。

　もしそうなのだとしたら――陸のすべきことは、一つだった。

　チロリさんに背を向けて、陸は綾乃の上っていった階段に向かった。

「陸！」

　彼女の声に呼び止められる。

　階段に足をかけたところで、陸は振り返った。チロリさんを見つめる。

「ガンバんなさい！　――男の子っ！」

　拳が突きだされる。親指の先が、指の合間から、ちょっと卑(ひ)猥(わい)に突きだしている。

　チロリさんは、そこでくるっと身を返して、むこうを向いてしまった。

　両手で自分の二の腕を抱えこむ。

　ふるふると弱々しく震えはじめた、彼女のその小さな背中に――陸は、びっと敬礼を行った。

　そしてもう迷うことなく、二階へと駆け上がっていった。
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　朝倉綾乃の背中は、二階にあった。

《マーベラス》の店内は特殊な作りになっていて、四つある二階フロアはどこも行き止まりになっているのだった。

　だから朝倉綾乃が逃げこんだ先には、行き場所も逃げ場もなくて当然だ。

「あの……。店長……。朝倉さん……？」

　激しい拒絶の意志を感じる、その背中に向けて――陸は声をかけた。

「朝倉さん……？　綾乃さん……？」

「なんでしょう？」

　固い声が返ってくる。

「あのう……。怒っていらっしゃるのも、当然なのですが……。そのう……。僕の話を聞いてはくれませんか？」

「いいですか紫東君。まず二つ誤りがあります。――一つ。弁解だったら聞きたくありません。――二つ。私は怒ってなどいません」

「いや。めっさ怒ってるじゃないですか」

「怒っていません！」

　彼女は――朝倉綾乃は、怒声を張りあげた。

「ほら怒ってる」

「怒ってなんかいませんよ！　私がいつどのようにどんなふうに怒っているっていうんですかっ！」

「ほら。やっぱり怒ってる。いいから。……ね。聞いてよ。綾乃」

　陸は静かな声でそう言った。

　彼女の名前をようやく呼べた。〝店長〟でもなく〝朝倉さん〟でもなく〝綾乃〟――と、そう自然に呼ぶことができた。

「ええ！　怒ってますよ！」

　綾乃は自分からそう認めた。

「だけどなんで怒っているのか自分でもわかんないんです！　紫東君が……陸君がっ、誰と付きあおうと自由なのに。私には関係ないことなのに。チロリさんはいい人でっ。キレイで可(か)愛(わい)い女性でっ。二人が好きあっているんだったら、私は二人のこと応援しなきゃならないのにっ！　――うち社内恋愛禁止じゃないですから」

「いや社内恋愛禁止とかそれはこっちに置いといて」

　両手を右から左に動かして、陸は言った。

　チロリさんは――恋愛師匠は言っていた。綾乃は〝嫉妬〟しているのだと。だけどチロリさんも間違うことがあるのだと、いまの陸は知っていた。

　すんません。師匠。超えさせてもらいます。

　綾乃のこれは違う。〝嫉妬〟ではない。

　ではなんなのかというと――。

〝嫉妬〟していることにさえ、気がついていないんだ。

「僕にはわかるよ」

　陸はそう言った。

「なにがわかるっていうんですかぁ」

　激情が過ぎた綾乃の声は、だんだんと、涙ぐんできていた。

「綾乃が怒っている、その理由」

「ほんとう？」

「ああ。本当。たぶんきっと間違いない」

「絶対ですか？　このイライラとモヤモヤと、ムカムカと――ばかっ、陸君、しんじゃえ！　――とかいう凶暴なキモチがなんなのか……、知ってるんですか？」

「う、うん……」

　たら～りと、背中に冷や汗を伝わせながら、陸は答えた。そこまで凶暴だとは思ってなかったけど。

「じゃ、じゃあ……教えてください」

　綾乃は真剣な目で、正面から見つめてきた。

　自分が――紫東陸が敬愛してやまない朝倉綾乃という女の子は、人の目を正面から見てくる娘。

　今夜のこれは、いつにも増して迫力があった。

　しかし陸には確信があった。それを口にすることは、そう難しいことではなかった。

「綾乃は僕のことが好きなんだ」

　はっ、と彼女は息を呑んだ。

　陸を真正面から見つめてくるその瞳のなかで、瞳孔が大きく開いてゆく。

「そっ……か」

　綾乃は自分に言い聞かせるかのように、つぶやきはじめた。

「そうか。そうなんだ。わたし。……そうだったんだ」

　すべてが腑(ふ)に落ちたという顔で、彼女――朝倉綾乃は、何度も何度も、うなずいていた。

「うん。うん……。きっと、そう。ぜったい、そう。……うん。まちがいないです」

　何回もの自問自答のあとで、綾乃の顔――そこに浮かんでいたのは、微笑(ほほえ)みだ。

　陸は、ほうっと、溜めていた息を吐き出した。

　これで解決。

　綾乃は機嫌を直してくれて。

　いやそれどころか、自分と綾乃は、一歩といわず何歩も前進――。

「でも……。ずるいです」

　笑顔のなかに拗(す)ねた表情を混ぜて、綾乃はそう言った。

「え？　なにがずるいの？」

「紫東……ううん。陸君がっ」

「僕が？　だからどうして？」

「だって……」

　と。綾乃は、人差し指と中指を、くっつけたり離したり。上目遣いになって、そして言ってくる。

「陸君は……。陸君はっ。どうなんですか？」

「え？　どうって……？」

「だから！　陸君は！　陸君はどうなんですか！」

　指の関節が白くなるほど、手をぎゅーっと握りしめ、目をきつくつぶって、綾乃は大きな声で、そう訊いてきた。

「えっ？　ええーっ……」

「言ってください！」

　やはり綾乃は、目を閉じたままで言う。

「わたしのこと、どう思っているんですか。言ってください。言わないとだめ。おねがい。言って……。てゆうか。――言えぇ！」

　綾乃は目を開いた。

「えっと……。僕は……」

「僕は？」

「それは……」

「それは？」

「ええっと。つまり――」

「つまり？」

「だから。その……」

　微笑みを絶やさずに待っている綾乃に勇気をもらう。

　たいへん言いにくいことではあったが、それを口にする〝勇気〟が――だんだんと陸の心の中に湧いてきた。

　そうだ。バカオを見習おう。いつもいつも。あいつに憧れて痺(しび)れるばかりでいるものか。僕にだってできる。なんだこのくらい。告白くらい。

　綾乃のためなら。この笑顔のためなら――。

「ぼ、ぼ、ぼ、ぼっ……ボキもっ」

「嚙んだ」

「黙って」

「はいっ」

　綾乃は大きくうなずいた。真剣な面(おも)持(も)ちで、陸の言葉を待っている。

　陸は――ついに口を開いた。

「僕もっ！　き……、キライじゃない。……かなーっ？」

　その瞬間。

　頰(ほお)に衝撃がはしった。

　ばっしーん！　――と！

　ものすごい勢いで、ひっぱたかれていた。

　口の中に鉄の味が広がる。唇が切れていた。

「……陸君」

　物凄い顔で、綾乃がにらんできていた。

　じんじんと熱さだけを覚えるほっぺたを手で押さえながら――陸は言い直した。

「ごめん。好き」

　綾乃の手が伸びてきた。その細い指先で、綾乃は陸の口元に触れてきた。

「わたしこそ……。ごめんなさい」

　綾乃の指先に血がついた。彼女の手が頰を撫でると、その血がこんどは、陸のほっぺたに付着した。

「ごめんなさい。陸君。本当にごめんなさい」

　彼女の顔がごく自然に近づいてきた。目の焦点を合わせられないくらいに急接近して、そして頰をぺろりと、舐(な)められた。

「血……。痛かった？」

　ほっぺについた血を舐められたのだと気がついた。陸はドキドキと胸を高鳴らせていた。

　腕をそっと回して、綾乃の腰を抱く。引きよせる。

　顔はもっと近くに来た。比(ひ)喩(ゆ)ではなくて、本当に息がお互いの顔にかかっている。

　そこからは、もう、ごくごく自然に――。
















　陸と綾乃は、唇をほんの数センチばかり寄せていった。

　どちらからということもなく、本当に自然な行いだった。

　唇と唇とが、触れあおうとした、その瞬間――。

「大変大変！　たいへんですぅ！　綾乃さん！　陸(り)っきゅん！　おヒゲの店長がっ――」

　騒々しい足音と、あと声とともに――。ヤオイちゃんが二階フロアに駆けこんできた。

　そして階段の下の一階のほうからは、「うおおおお――ん！」という、熊のうなり声のような悲鳴が聞こえてくる。

「おヒゲの店長っ！　治ったところみせてやるって、段ボール持って――！　またっ！　また腰やっちゃってえぇ！　救急車！　救急車でしたっけっ！　一七七番と一一七番と！　どちらでしたっけ！」

「それどっちも違うから。それ天気予報と時報だから」

　陸は冷静に突っ込みを入れた。

　綾乃の腰を抱きしめたままだ。陸の腕のなかにいる綾乃も、べつだん慌てることなく、くすくすと笑い立てている。

　ゆっくりと余裕を持って、陸は綾乃の腰を手放した。

　綾乃のほうも、すうっと、なんでもないことのように、慌てず騒がず、身を離してゆく。

　彼女は陸に片手を伸ばしてきた。陸はその手をうやうやしく取り、そして彼女に笑いかける。

「またしばらくは、はなぢ店長みたいだね」

「その不名誉な名前は、返上したいところですけどぉ――」

　笑顔のまま、彼女は続けた。

「またよろしくね。――紫東君っ」

　あっれえ？

　朝倉綾乃に片手をしっかりと握られて、一階に下りてゆきながら――。陸はしきりに首をひねっていた。

　ま。いっか。










あとがき




　どうも。新(あら)木(き)です。

　ハートフル・セクハラ・コメディ「はなぢ店(てん)長(ちよ)じゃ、だめですか？」の第二巻をお届けします。今回はちょうど刊行時期も作中時期も夏ですので、夏編ということになりました。《マーベラス》の連中が慰(い)安(あん)旅行へと繰りだします。夏の観光地の往来や海岸やお風呂でもって、いつものあのメンバーが、いつものあの店内のノリで、いつものあのエロマンガ的トークを、いつものようにぶちかまします。

　ああ。そうだ。いつものメンバーだけじゃなかったですね。バカオと委員長の二人もその旅行についていっていますので。今回、二人は、レギュラー陣以上の活躍でしたね。たいへん美(お)味(い)しいラブコメ要員でした。

　ところで委員長ですけど。これは本文のあとの後日談的な話題となりますが、今回の「コレ」があったせいで眼鏡(めがね)を外(はず)すことになりました。きっと「素顔のほうが可(か)愛(わい)い」とか言われたに違いありません。ええいべらんめえ！　てやんでえこんちくしょう！

　なので拙作の別作品「Ｇ(グツ)Ｊ(ジヨ)部(ぶ)」のほうに登場してくる「新(しん)明(めい)路(じ)鳴(なる)海(み)」が眼鏡を掛けていないのは、そうした理由です。またあっちの彼女が性格的にだいぶ丸くなっているのも、こうした理由です。ちなみに委員長たちはいま一年生をやっています。ＧＪ部のほうでは二年生として登場していますけど（時差一年間あるわけです）。あとＧＪ部のほうの「部長」こと天(あま)使(つか)真(ま)央(お)さんなども、綾(あや)乃(の)や委員長の友人代表として、過去の姿として、ちらりとこちらに出てきていますね。気になる方は両作品網(もう)羅(ら)して探してみてください。あと拙作「明(あか)るい家(か)族(ぞく)砲(ほう)計(けい)画(かく)っ！」の神カップルなんかも出てきてたり。

　ああはい。すいません。半分、拙作「ＧＪ部」の宣伝です。ガガガ文庫刊です。

　①～⑨までで、高校生編、通称「無印ＧＪ部」は完結しています。引きつづき妹たちの「ＧＪ部中等部」が始まりまして――。このはなぢ店長と同月七月に②が発売となります。発売日も近いので書店の店頭で同じ平台の近くに置かれているかと思います。




　あとがき二ページなもんで行数が押してまいりました。最後は著者ＨＰのご紹介です。アンケートなどやってます。意見や感想などもこちら。著者にメッセージが届きます。

　http://www.araki-shin.com/araki/keitai.htm

　↓パソコン専用ページ（右記携帯向けアドレスも入室可能です）

　http://www.araki-shin.com/
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Shin Araki




キャラクター小説をこよなく愛する開拓者にして冒険者。

座右の銘は「ストーリーなんかいらない」。創作スタイルは「明るく楽しく健全に（エロを）」。好きなフェチ部位は「鎖骨」と「上前腸骨棘」。
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東京都在住。主に女子をお絵かきしてます。

「まんがタイムきららＭＡＸ」（芳文社）にて、『彼氏ってどこに行ったら買えますの!?』連載中！　よろしくお願いします。

http://kayoubiii.web.fc2.com/
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